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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







　閃ひらめきを信じろ


　感性を信じろ


　我が道をゆけ





　……それが、この閃ひらめき学園高等学校の校訓。様々な分野で〝天才〟と呼ばれる者だけを集めた学校にふさわしい、常識を打ち破る生徒を育てるための校訓。


「ご、ごめんなさい……もう二度と我が道をゆきません。秩ちつ序じよを……常識を信じます。だから……だから……」


　カーテンで閉めきられた暗い部屋の中、泣き腫はらした女生徒がテレビ画面の光を受けて浮うかび上がっていた。闇やみの中には、その女生徒を哀あわれむようにして見つめる男の双そう眼がんがある……。


『──我が道を進んだ末に、その男は死──』


　テレビから流れる物ぶつ騒そうな言葉……。女生徒はそれを聞いた瞬しゆん間かん、赦ゆるしを乞こうようにして男へ顔を向けた。


「お、お願いだからもうやめてください!!　これからは私、正しき道を歩みますから……」


　そう言って女生徒が泣き崩くずれてしまうと、さきほどまで闇の中にいた男が満を持したように女生徒の前まで向かう。そして、彼女の肩かたへと優やさしげに手を置いた。


「もう大だい丈じよう夫ぶだよ。きみはたった今、秩序に目覚めた。我が道を進んだ末に起こる悲劇から、救われたんだ」


　諭さとすような男の言葉は、震ふるえていた女生徒を心の底から安心させたらしい。彼女は涙なみだを拭ぬぐいながら「ありがとうございます……ありがとうございます……」と繰くり返していた。


　そこへ、部屋の中にひとりの男が入ってくる。彼は女生徒に目をとめると、それだけで状じよう況きようを察したように微笑ほほえんでいた。


「彼女もまた、正しき道に目覚めたようだね。でも……ずいぶん非効率的な方法を取るものだ。こんなことをしていては、多くの人に秩序の素す晴ばらしさを伝えることなんてできないよ」


　女を慰なぐさめていた男は、現れた男の言葉に余よ裕ゆうの表情を浮かべる。


「まだ計画の初期段階だからね。今はひとりひとり丁てい寧ねいに秩序の素晴しさを伝え、計画の中ちゆう核かくを担になう者たちを集めなければならないんだ。計画が次の段階に移ったら、そのときは──」


　男の話を遮さえぎるように、さきほど現れた男が歩みを進めた。彼はテレビ画面の光の中に入ると、懐ふところから二枚の写真を取り出す。そこに写っていたのは、どこにでもいるような普ふ通つうの少年と、赤髪の小さな女の子であった。


「きみ、この男が誰だれだか知っててマークしてるのかい？」


「あぁ、充じゆう分ぶんすぎるほど知ってるよ。芥あくた川がわ丈たけ途と──高校生にしてカリスマと呼ばれるプロのポルノ作家だろ？　彼のことは、そうだな……もしかしたらきみよりもよく知っているかもしれない」


　その言葉に、さきほど現れた男がむっとした顔を向ける。それを見て、女を慰めていた男がいなすように笑っていた。


「きみの気持もわかるけどね。このポルノ作家に関しては任せてくれないか」


「そもそも彼がこの計画を邪じや魔まするって確証はあるのかい？」


「ふふっ……ぼくの才能を甘く見ないで欲しいな。必ず彼が障害となるはずさ」


「……いいだろう。ではきみに任せようじゃないか。でも、この写真の女の子──鳴なる唐から吹ふく音ねはどうするんだい？」


「彼女は……この計画の要かなめだよ」


　男の放つその声はどこか甘く、どこか危険な響ひびきをはらんでいた。




１　ＳＭあいさつでエージェント開始







「I'll watch the door. You check his car!〈俺が入口を見張ってる。お前は奴やつの車を調べろ！〉」


「「──I'll watch the door. You check his car!」」


「Shit! Terrorist!!〈くそっ！　テロリストだ!!〉」


「「──Shit! Terrorist!!」」


　英文の書かれたホワイトボードを指しながら、スーツを着た金きん髪ぱつ坊ぼう主ずの外国人男性が喋しやべっている。ぼくらは彼の読み上げる英文に続いて声を上げていた。


　今は、選せん択たく科目の英語の授業中だ。外国人男性は英語の講師である。ぼくは眠ねむ気けを抑おさえながら、ぼうっとホワイトボードへと目をやっていた。


　……それにしても今日の授業、どうしてこんな物騒な英文ばっかりなんだ？


　そのときふと、先生と目が合う。


「I scout you.〈君をスカウトする〉」


「「──I scout you.」」


　……なぜか、先生はこちらをじっと見つめたまま目をそらさなかった。


　ど、どういうこと!?　まさか……ぼうっとしてたから怒おこったの!?


　ひとりでうろたえていると、先生は急に「丈途くん。補習をしますから、放課後になったら職員室へ来るように」と言う。


「せ、先生！　ぼく、英文はちゃんと読んでた──」


　先生はぼくの言葉を無視すると、授業を淡たん々たんと再開していた。


　ぼうっとしてただけで……補習!?


　戸と惑まどっている間にもどんどん授業が進み、ついには終しゆう了りようのチャイムが鳴ってしまう。


　先生が教室を出ると、アイドルと見まがうかわいい女の子がぼくのところに来た。歌の才能を持つ園その声こえ謡うた江えだ。彼女とぼくは違ちがうクラスだが、この授業は選択科目のため他クラスの人も同じ教室にいた。


「丈途くん、居い眠ねむりでもしちゃったの？」


「そんなことしてないよ！　そりゃ、ちょっとぼうっとしてたけど……いきなり補習だなんてさ……」


「この間のテストが悪くって、それで先生が怒っちゃったとか？」


「うっ……！」


　この間どころか、テストはいつも酷ひどい点数だ……。そう考えると結構思い当たる節があるな……。


「あ、あの……」


　不意に、後ろから震ふるえるような声がした。顔を向けると、体の小さな赤髪の女の子が目に入る。クラリネットの天才、鳴唐吹音さんだ。


「……どうしたの、鳴唐さん？」


　彼女はなぜか頰ほおを染めており、しきりにぼくから目をそらしていた。


「鳴唐さん??」


　いぶかしげに問うと、彼女は思いきったように一冊のノートを差し出してくる。


「た、丈途くん……これ……」


「これって……なに？」


「吹音のノート。丈途くんが補習を受けるから、必要かなぁって……」


「え!?」


　突とつ然ぜんのことに、鳴唐さんの持つノートをまじまじと見つめてしまった。ぼくが補習だと聞いてわざわざ貸しに来てくれるだなんて……。


　う、嬉うれしい!!


「ありがとう！　補習に行く前に読ませてもらうよ!!」


　勢いよくお礼を言うぼくをよそに、鳴唐さんはどこか一点をじっと見つめていた。視線の先を追うとそこにいたのは──。


　謡江？


　鳴唐さんは確かに謡江を見つめている。謡江もその視線に気づき、戸惑っていた。


「吹音さん。どうして私を──」


「な、なんでもないの！」


　鳴唐さんは慌あわてて両りよう腕うでを挙げ、大げさに手を振ふる。そして気を取り直したかのようにこちらを向くと「た、丈途くん。吹音、あと、これを……」と、制服のポケットから長方形の木もく片へんを取り出した。クラリネットの部品で、リードと呼ばれる口に当たる部分だ。


「こういうとき、いつも持ってる物をお守りとして渡わたすものだって、本で読んだの」


　彼女は震えていた声をさらに震わせ、赤く染まっていた頰をさらに赤くし、ぼくをじっと見つめてくる。潤うるんだ瞳ひとみを一心にぼくへと向けてくる。


　──ドキッ。


　か、かわいい……。っていうか、お守り!?　補習を受けるだけなのに、ノートに加えてお守りまで……。


　嬉しすぎる!!


　ぼくが盛大に頰を緩ゆるめて悶もだえていると、鳴唐さんは不安そうにこちらを見つめてきた。


「丈途くん、こういうの……嫌いや？」


「そんなことないよ！　いきなりだったから驚おどろいただけ！　ありがとう!!」


「よかった……」


　さっそく彼女からリードを受け取ると、表面に丁てい寧ねいな文字で「がんばってね！」と彫ほられていることに気づく。


「な、鳴唐さん……ぼくのためにここまでしてくれるだなんて……」


　あまりの嬉しさに、つい涙なみだが出そうになった。あの奥手な鳴唐さんがぼくのためにここまで……。でも、彼女が急にこんなことするの……変だな。


「……あれ？　そういえば本を読んでお守りをくれたって言ったけど……なにを読んだの？」


「蘭らんさんが貸してくれた学園漫まん画がなの。でも、なぜか女の子しか出てこなくて……」


　それ、百合ゆり漫画じゃん！　参考にしなくていいから!!


　心の中で突つっこみつつも、その百合漫画のおかげでいい思いができたことに複雑な心境であった。


　……しかし蘭。鳴唐さんを百合の道に引きずりこむために色々やってるんだな……。


　閃学園には数学の天才から隠かくれん坊ぼうの天才まで幅はば広ひろく才能が集まっているせいか、性格や感性が突とつ出しゆつしている者が多い。そのため、女の子同士の恋れん愛あいや男の子同士の恋愛も普ふ通つうにあった。蘭は生きつ粋すいの百合少女で、鳴唐さんのことが好きなのだ。


　……蘭の行動には気をつけよう……。


　そんなことを考えながらリードを見つめていたとき、リードを通した鳴唐さんとの思い出が脳のう裏りに蘇よみがえってきた。リードは口につける部分なので鳴唐さんの唾だ液えきがついてしまう物なのだ。前に、それを知らずリードを口に含ふくんで味見をして、鳴唐さんに思いっきり引かれたことがある。


　っていうかこのリード……もしかして使用済みで、鳴唐さんが一度くわえた物だったりして……。


　思わず、生なま唾つばを呑のんでしまった。そんな……口に含んで使用済みになった物をわざわざぼくに渡すだなんてことするはずが……いや、でも今「いつも持ってる物」って言ったし、鳴唐さんがそのかわいいお口に含んで温かい吐と息いきをかけながら舐なめ上げつつリードが果てるまで何度も何度もお口を動かして使用済みにしてしまった物である可能性は──高い!!


「……やっぱり、迷めい惑わくだった？」


　リードを眺ながめて激しく考えこんでいるぼくを見て、鳴唐さんが落ちこんでいた。


「そんなわけないって！　使用済みの方がエロ……じゃなくて嬉しいし!!」


「使用済み??」


　──しまった！　「エロ」の部分だけじゃなくて「使用済み」も訂てい正せいすべきだった!!


「その……違ちがうんだ！　このリード、使った後なのかどうかが気になってさ!!」


　ってぼく、そのまんま言ってるし!!
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　鳴唐さんはぼくの言葉を聞くと、顔を真っ赤にして固まってしまった。


「そ、その……蘭さんから借りた漫画に『私のなにもかもが染しみついているから、これを私だと思って』って書いてあったから……」


　し、染みついてるって……使用済みってことですか!?


　…………ごくり。


「お……おぉぉぉ！　蘭!!　ありがとう!!　やけにハードな百合漫画を貸した臭くさいけど……ありがとうっっ!!」


　ぼくは歓かん喜きに身を震ふるわせ、全力で叫さけんでいた。脇わきに立つ謡江が、そんなぼくを物言いたげなジト目で見み据すえている。


　……あ、ちょっと本気で喜び過ぎちゃったかも……。


　曖あい昧まいに笑ってごまかそうとしていると、鳴唐さんがさらに言葉を重ねてくる。


「ペ、ペアルックって言うのかな？　吹音も同じ物を持ってるの」


　彼女は震える手でたどたどしくポケットを探さぐり、もう一枚リードを取り出した。


　……確かにペアだが、ルックではないだろう……。


　なぜか、リードを取り出してから鳴唐さんの緊きん張ちようが一層強まっていた。


　……どうしたというのだろうか？


「このリードね、前に、その……丈途くんが……」


　彼女はそこまで言って、顔から湯気が出そうなほど真っ赤になってしまった。そして「お互たがいに忘れる約束をしちゃったから言えないけど……」とつぶやく。


　……前にぼくが？　お互いに忘れる約束??


　…………………………………………………………………………………………………………。


「ま、まさか、入学直後にぼくが勘かん違ちがいして味見した──げほっ、ごほっ!!」


　ぼくは言葉の先を打ち消すため、慌あわててわざとむせた。


　──そんな！　これがあのときのリードだなんてこと……本当にあるのか!?　確かあのときぼくは鳴唐さんから「そういうのって、もっと大切にしなきゃいけないと思うから」と言われ、互いに忘れる約束をしていた。今彼女が言っている〝約束〟とは、どう考えてもそのことだ。ということはやっぱりこのリードは──。


「吹音の初めてのことだったから、どうしたらいいのかわからなくて……その、ずっと持ってたの」


　彼女は顔を伏ふせながらも、少しだけ上うわ目め遣づかいをしてこちらの様子をうかがっていた。


　まさかあれをずっと持っていてくれたなんて……う、嬉うれしい……って言っていいのかな……？　ど、どうリアクションしたらいいんだ!?


「……丈途くん。私の知らないところでずいぶん吹音さんと思い出を作ってたのね……」


　横から、怒いかりを押し殺したような声が聞こえる。ぼくは背筋に寒いものを感じて反射的に振ふり返った。するとそこには……体を震わせてぼくを見据える、謡江がいた。


「……そろそろ、私と吹音さんのどちらがいいのかはっきりして欲しいんですけど」


「う、謡江！　その……どっちがいいとか悪いとかそういう問題じゃ──」


「そういう問題でしょ！」


「そ、それは……」


　ぼくが言葉につまっていると、鳴唐さんが再び謡江のことをじっと見つめていることに気づく。


「ふ、吹音さん……な、なんなのよ？」


　謡江は鳴唐さんの視線に圧おされたのか、少しうろたえていた。だが、鳴唐さんは黙だまったままなにも喋しやべろうとせず、ただ謡江を見つめ続けている。


　…………………………………………………………………………………………………………。


「……吹音、少しは謡江さんっぽくできたかな……？」


「鳴唐さん……それ、どういうこと？」


　ぼくが聞くと、はっとしたように鳴唐さんがこちらへ目をやる。


「な、なんでもないの！　吹音、その、あの……た、丈途くん！　留年しないようにがんばってね!!」


　鳴唐さんはそう言ってリードを強く握にぎりしめると、一目散に教室を駆かけ出てしまった。


　りゅ、留年って……ぼく、そんなに成績悪そう!?








　放課後になると、ぼくはさっそく英語の補習へ向かうことにする。憂ゆう鬱うつだったが……仕方ない。


　そう思いつつ教室を出ようとしたとき、ふと、見慣れない男が中に入ってくるのが見えた。


　男は学園の制服たるモーニング風コートを端たん正せいに着こなし、眼鏡めがねをかけてノートパソコンを脇に抱かかえている。いかにもインテリといった感じだが野や暮ぼったさはなく、むしろ洗練された知性が滲にじみ出ていた。


「きゃぁ～！　クロト先せん輩ぱいよ～!!」


　女子の誰だれかが歓喜に震えた声を上げる。それに続くようにして「どうしてこんな所に!?」「クロト先輩～!!」と女子たちが口々に嬌きよう声せいを上げ始めた。


「……彼、確か三年生だね。どうしたんだろう？」


　急にぼくの横で声がする。顔を向けると、淡あわい栗くり色いろの髪かみをさらさらとなびかせた中性的な顔立ちの男がいた。数学の才能を持つ、円えん修しゆう律りつだ。彼は物もの珍めずらしげにクロトと呼ばれる先輩を見つめている。


「律、あの人のこと知ってるの？」


「有名な先輩だよ。映画のシナリオライターで、彼が関かかわった映画は常に興行収入数十億を叩たたき出すって話さ。外国の映画会社も彼のシナリオには舌を巻いていて、いつ海外進出してもおかしくない状じよう況きようらしい」


　す……数十億!?　ぼくも物語を書いてる人間だけど……売上げの桁けたが違ちがう!!　というかぼくなんて、一応カリスマ作家なのにあんなにモテない!!　……いや、モテないのはポルノ小説を書いているせい……だと思うけど……そのはず……。


「鳴唐吹音さん……だね？」


　クロト先輩は優ゆう雅がな笑えみを浮うかべ、鳴唐さんの前に立つ。鳴唐さんは先輩に見覚えがないらしく、戸と惑まどってその場に立ち尽つくしていた。


「あなたは一体……」


「突とつ然ぜんだけど、ぼくの作る映画に主演して欲しいんだ」


「しゅ、主演!?」


　鳴唐さんは唐とう突とつな発言に、思いっきりむせてしまった。


　映画に主演って……あの先輩、なにを言うんだ!?　人見知りの激しい鳴唐さんにそんなこと、できるわけないじゃないか!!


「先輩！　鳴唐さんが困ってるじゃないですか!!」


　ぼくは思わず声を上げ、鳴唐さんとクロト先輩の間に入っていた。


　鳴唐さんはそんなぼくを見て安心したのか、すぐにこちらの後ろに隠かくれる。そしてぼくの背中越ごしにおずおずと口を開いた。


「吹音……そういうのはちょっと……」


「その場で断られてしまうとは、まいったね。悪い話じゃないと思うんだけど──」


「先輩！　鳴唐さんはそういうこと苦手なんですよ!!」


「……きみは確か、芥川丈途くんだね？」


　いきなり名前を当てられ、ドキリとする。先輩はそんなぼくを見つめて微笑ほほえみを浮かべた。


「同じ文筆業の天才として、きみの作品は読ませてもらったよ」


「……へ？」


「なんと言うか……うん。自分に正直な人だね」


　先輩は微笑みを絶やさず爽さわやかに喋る。そのあまりの自然さに、ぼくは一いつ瞬しゆん毒気を抜ぬかれてしまった。


　ど……どう返したらいいんだ!?　ポルノ小説の感想で自分に正直なんて言われて「はいそうです」なんて答えるわけにもいかないし……。


「うん。丈途くんが言う通り、こういったことが苦手な吹音さんに対して唐突すぎたかな。まずは自己紹しよう介かいから始めよう」


　クロト先輩はひとりで頷うなずくと、視線をこちらに向ける。ぼくを見ているというより、ぼくの背に隠れてしまった鳴唐さんへ視線を送っていた。


「ぼくはクロト。映画のシナリオ……特にヒューマンドラマの才能を認められてこの学園に入学した者さ。商業的な作品に関わることもあるけど、この学園で映画研究会を立ち上げてみんなと自主制作映画を作ったりもしてるんだ。今はちょうど、次に作る映研の映画で主演をしてくれる人を捜さがしているところなのさ」


「それで今日ここに来たってわけですか。でも〝クロト〟って多分ペンネームですよね？　本名はなんですか？」


「名のってもしょうがないんだよ。世の中の人はみんなぼくのことをクロトとして見ている。多くの人にぼくのシナリオを楽しんでもらえたという証明でもあるけど……ぼくはもう、自分が望むかどうかに関係なく、クロトなんだ」


　当然のように言い放つ先輩……。なんというか、凄すごい台詞せりふだ。クロトであることがまるで義務であるかのような言い方である。これが興行収入数十億の感覚なのだろうか？


　周りの女子はクロト先輩の台詞を聞いて感かん銘めいを受けたかのように「そうよ！　クロト先輩はクロト先輩だもの!!」と騒さわいでいる。鳴唐さんを見て「いいなぁ～。私も誘さそわれてみた～い」と声を上げる女子もいた。


　……クロト先輩もクロト先輩を慕したう女子も、ずいぶんだな……。


　啞あ然ぜんとするぼくに、律が近づいてくる。彼はぼくの脇わきに立つと、クロト先輩を見つめて首をかしげていた。


「どうして鳴唐さんを主演に選んだんですか？　とても演技に向いているとは思えませんよ」


「きみは……」


　クロト先輩は考えるようにしてノートパソコンを開けると、いくらか操作して頷いていた。


「そうそう。円修律くんだね。数学の天才で、頭のキレる男……か」


　先せん輩ぱいはつぶやきながらさらにパソコンの操作を続ける。


「吹音さんを選んだ理由は、学園生のデータを見るに適役だったからという部分が大きいけど……そうだね。こんな言葉じゃ彼女の気持を動かせないな。もっと端たん的てきに表現しよう」


　先輩はそう言うとノートパソコンを閉じ、ぼくの斜ななめ後ろに視線を向ける。同じ方を見ると、鳴唐さんがぼくの背中から少しだけ顔を出していた。


「吹音さん。きみの音に──惚ほれたんだ」


　……ほ……惚れたぁ!?　そ、それってどういう──。


「きみの音、聞く者を癒いやす温かな力を持っている。この学園できみの音を初めて聞いたときぼくは……惚れたんだ」


　今、二度言った！　〝惚れた〟って二度言った!!


　鳴唐さんに目をやると、突然の台詞に動どう揺ようしてしまったらしく……真っ赤になっていた。


「ふ、吹音……でも、吹音は──」


「映画の主演、考えてくれるね？　きみはもっと表に出るべき人なんだ。きみなら多くの者を虜とりこにできる。それに、この映画に出演することはきみにとってもいいことなんだよ？　演技を通じて自分が変わるということもある。きみは人見知りが激しくて気持をストレートに表せない今の自分……本当に好きかい？」


　その言葉を聞いて、鳴唐さんがビクッと反応する。まるで、心の奥に隠していたなにかを一直線に突つかれたかのように、激しく動じている。


「吹音……今の自分……その……」


「吹音さん。ぼくはシナリオの天才だ。人の情じよう緒ちよはそれなりにわきまえている。この話、興味がないわけじゃないよね？」


「でも吹音……やっぱりみんなの前でだなんて……」


「──クロト先輩！　鳴唐さんが嫌いやがってるじゃないですか！　いきなり来て無理なお願いをして……もうちょっと鳴唐さんの気持を考えてください!!」


「ふっ……丈途くん。これは考えた末の結論なんだよ。きみは吹音さんのことをあまりわかっていないようだね」


「どういうことですか!?　今日初めて鳴唐さんと話したクロト先輩と比べたら──」


「そもそも、きみは彼女のなんだい？　つき合っているわけでもないのに、どうしてぼくにそんなことを言えるんだい？」


　先輩はじっとこちらを見み据すえて問いかける。眼鏡めがねの奥からのぞく瞳ひとみの強さに、知らず圧おされてしまった。


『──そろそろ、私と吹音さんのどちらがいいのかはっきりして欲しいんですけど』


　謡江から言われた言葉が頭をよぎる。


　……ぼくの立場じゃ、今ここで鳴唐さんを強ごう引いんに守ることもできないっていうのか……？　でも、つき合うとかつき合わないとかは相手あってのことで、そもそもぼくひとりで決められることじゃないんだから……どうしろって言うんだよ……。


　ぼくのうろたえを見み透すかしたかのように、クロト先輩がこちらから視線を外した。まるでぼくにはもう興味をなくしてしまったかのような素そ振ぶりだ。


　先輩は答を待つようにして、じっと鳴唐さんだけに視線を注ぎ始める。


「吹音……吹音……」


　ピンポンパンポ～ン♪


『──一年三組、芥川丈途くん。補習がありますので今すぐ職員室に来なさい。繰くり返します──』


「ふっ……」


　放送を聞いたクロト先輩が、思わず漏もれたように笑っていた。


　……くっ、恥はずかしすぎる！　こんな大事な場面で先生から呼び出されるだなんて!!


「まぁいいさ。ヒューマンドラマを作る者として、丈途くんの情緒に添そおう。今日、吹音さんから無理に回答をもらうようなことはしない。安心して補習に行きたまえ」


　クロト先輩は余よ裕ゆうの声で言い、ぼくへ目をやっていた。


　……なんだろう、この敗北感。敵に情けをかけられたかのような、嫌な感じだ。いっそ補習なんて無視して──。


「丈途くん。吹音のことは大だい丈じよう夫ぶだから、補習がんばって。ね？」


　鳴唐さんは、本当に心配そうにこちらへ目を向けていた。それを見て、ぼくは彼女からもらった「がんばってね！」と彫ほられたリードのことを思い出す。彼女の性格を考えると、ここでぼくが意固地になって先輩を止め続けて補習に向かわなければ、逆に悲しむだろう。


　……行くしかないのか……。なんか癪しやくだけど、先輩も今日は鳴唐さんから答をもらわないって言ってるし……。


　ぼくは鳴唐さんの方を向くと「がんばってくるから！　あと、無理して嫌なことする必要はないんだからね!!」と声を張り、情けなさをごまかすように教室を駆かけ出ていった。








「──遅おそい！　そんなことではミッションをこなせないぞ!!」


　職員室に着くなり、ぼくは英語の先生に怒ど鳴なられてしまった。


　……遅おくれたのは確かに悪いけど……ミッションって……。


　ぼくが遅れたことを謝ると、先生は「ボスがお待ちだ！」と言い捨てて席を立つ。


「……ボス？」


「ついてくればわかる！」


　先生はさっさと職員室を出て校舎の奥へ向かい始める。ぼくはわけもわからぬまま、先生について廊ろう下かをどんどん進んでいった。


　廊下の端はしにたどり着くと、先生は急に壁かべの一部を押す。


　──ガコッ。


　先生の押した壁の一部が、いきなりへこんだ。そして「ゴゴゴゴゴ……」と音を立てつつ、壁全体が上がってゆく……。


「せ、先生……これって……」


　呆ぼう然ぜんとするぼくをよそに壁は天てん井じようまで上がり、目の前に──茶室が現れた！


「な……なんですかここ!?」


「丈途くん、よく来たね」


　驚おどろくぼくに向かって、部屋の中から落ち着いた声が響ひびいてきた。


　恐おそる恐る声のした方へ目を向けると……紋もん付つき袴はかまを着た初老の男性が、正座していた。がっしりとした体に長い白はく髪はつと立派な白髭ひげ。どうしようもなく威い厳げんを漂ただよわせるこの人物は、閃学園の理事長兼けん校長である黒くろ樹き水すい墨ぼくその人だ。


　水墨校長は茶ちや碗わんの中で茶ちや筅せんをかき回し、お茶をたてていた。


「水墨校長、どうしてこんな所に!?」


「まぁ落ち着きたまえ。まずは一服」


　校長はそう言ってこちらに茶碗を差し出してくる。


　……これ、なにかの罠わなじゃないよな……。


　ぼくが茶碗をじっと眺ながめて考えこんでいると、英語の先生が「ボスのお茶が飲めないと言うのか！」と声を荒あらげる。


「ボ、ボス!?　校長がボスだったんですか!?」


「ボスと言えば校長以外にいないだろう！」


「……言われてみればそんな気もしますけど……」


　ぼくは仕方なく目の前にあった座布団に座り、茶碗を取ってお茶をすする。


　……苦っっ。


　微び妙みように顔をしかめつつ校長に目をやると「きみにはまだ早かったかね」と微笑ほほえみを返された。


「英語の講師をしている彼……実は特別科目の講師もやっていてね。今回、丈途くんに特別科目の、ある補習を受講して欲しくてここに来てもらったのだよ」


「特別科目って……たまにある、なんでもやる授業ですよね？」


「そうだ。今回は丈途くんに……エージェントをやって欲しい！」


「エージェント!?」


　校長は重々しく頷うなずくと英語の先生へと目をやった。先生はそれを受け、ぼくに一枚の写真を渡わたしてくる。そこに写っていたのは……おかっぱ頭にハチマキをして、大きな丸眼鏡をかけて必死に勉強をしている女生徒の姿だった。


「……いかにも真面目まじめそうな生徒ですね」


　ぼくの言葉を聞き、水墨校長が沈ちん痛つうな面おも持もちでこちらを見つめる。


「そこが問題なのだよ。実は今……この閃学園の無む秩ちつ序じよを乱し、学園に秩序をもたらそうとしている生徒たちがいるのだ。その女生徒は秩序派の者たちから特別講義を受け、かわいそうなくらい秩序に取りこまれてしまったひとりなのだよ」


　……えーっと……。


「すみません。どこが問題なのかよくわからないんですけど……っていうか、無秩序を乱すって日本語がすでにおかしい気が……」


「無秩序こそ閃学園の校風！　それを秩序に染めるのだから〝乱す〟に誤りなし！　丈途くん、これは大問題なのだよ！　この品物を見たまえ!!」


　校長は眉まゆを逆立ててぼくに生徒手帳を差し出してきた。


　困こん惑わくしつつそれを受け取ると──。





　常識を信じろ


　秩序を信じろ


　正しき道をゆけ





　……校訓が、凄すごくまともなものになっていた。


「なんか……普ふ通つうの学校みたいですね」


「その通り！　それがあの生徒たち──秩序派の狙ねらいだ!!」


「秩序派??」


「閃学園の無む茶ちや苦く茶ちやな校風に嫌いや気けがさし、裏で手を組んだ者たちが作りし派は閥ばつだよ。秩序派は学内に秩序をもたらそうとしており、校訓たる『閃ひらめきを信じろ・感性を信じろ・我が道をゆけ』を勝手に書きかえた偽にせの生徒手帳を出回らせているのだ!!」


「でも、ここの生徒は簡単に『常識を信じろ』だなんて校訓を受け入れたりしないと思うんですけど……」


「それが、意外とそうでもないのだよ。無秩序な校風ゆえに生まれる悩なやみというか……。みんな、才能の聖域たるこの学園で世間から離はなれて暮らしているわけだからね。はじめはその無秩序を謳おう歌かしていた生徒たちも、段々、世間から離れている自分に対して『このままで大だい丈じよう夫ぶなのだろうか？』と不安になってくるものなのだよ。無秩序から生ずる不安に一番効くのは、秩序。ゆえに秩序派は学内に秩序をもたらそうとしているのだ！」


「……なんか、いい話に聞こえてしまうんですが……」


「丈途くん！　目を覚ましたまえ!!　秩序の力で大人しくなった生徒の中には、才能磨みがきすらやめる者もいるのだよ!!　才能磨きが至上目的の閃学園にとってこれは由ゆ々ゆしき問題だ!!　ゆえに秩序派を止めなければならない!!」


　……なるほど。才能磨きはこの学園の存在意義だ。秩序派によってそれがおびやかされるなら、校長が止めようとしているのもわかる。


「我が校の生徒は、天才。教師だからとて簡単に止められるものではない。現に、さきほど丈途くんに見せた写真の女生徒……いまだに誰だれかわからないのだ。我々がなんとか集めた秩序派の情報も断だん片ぺん的てきすぎて、首しゆ謀ぼう者しやに繫つながるものはない……。おそらく、秩序派の生徒たちが互たがいの才能を駆く使しし合って周りを欺あざむいているのだろう。丈途くん。学園の無秩序を乱す秩序派を、きみの力で止めてくれないか？」


　水墨校長がこちらに真っ直すぐな眼まな指ざしを注いでくる。校長はいつもこうやってぼくを一直線に見み据すえる。まるで、ぼくの内になにかを見いだそうとしているかのように……。


「あの……どうしてぼくが選ばれたんですか？」


「それは──」


「それは……？」


「ポルノ小説を書いている人間が、秩序派と関係あるはずがないからだ!!」


　校長は握にぎりこぶしを高々と掲かかげ、腹の底から声を出していた。


　……え？　そ、そんな理由だったの!?　なんか……すっごく不ふ名めい誉よな気がするんですけど!!


　開いた口がふさがらないぼくに、英語の先生が淡たん々たんとささやいてくる。


「丈途くん。ちなみにこれは授業だ。わかるね？　断ったら当然成績に響ひびく」


　……選せん択たく肢し、はじめからひとつしかないんじゃん……。


「……エージェントになります」


「Good!!〈よし!!〉」


「丈途くん、ありがとう!!」


　大人ふたりの笑え顔がおに囲まれる中、ぼくはもう、苦笑いするしかなかった……。


「では丈途くん。このミッションをともにするパートナーを紹しよう介かいしよう」


　英語の先生はそう言うと、指をパチンと鳴らす。


　──はぁ～い！


　元気な声がどこからか響いてきた。辺りを見回すと「無」という文字が記された掛かけ軸じくが目に入る。水墨校長は書道の大家だ。おそらくこの書は校長のものだろう。そう思った瞬しゆん間かん──いきなり「無」の文字が破れ、壁かべの中から小さな女の子が飛び出してきた。


「えぇぇ!?」


　驚おどろくぼくを尻しり目めに、英語の先生がなんでもないように口を開く。


「丈途くんがこの話を断った場合、彼女の顔を見られるとまずいのでね。隠かくし部屋に入っていてもらったのだよ」


「隠し部屋って……」


　先生の言葉に戸と惑まどいつつ女の子に目をやる。鳴唐さんと同じくらいの背せ丈たけで、科学者が着るような白衣を身につけていた。しかし……服のサイズが大きすぎて、裾すそを引きずっている。


「わぁ～本物のポルノ作家だぁ～」


　女の子は言うなりぼくの腕うでに抱だきついてきた。くすぐったさとともに、胸の小さな膨ふくらみが当たる……。


　な、なんかこの子……無防備すぎる!!


　胸の感かん触しよくにドキドキしていると、彼女が顔を上げてきた。透すき通るような白い肌はだ、筋の通った鼻……幼い顔の中に、どこか日本人離ばなれした美び貌ぼうがある。


「きみの妄もう想そう力、ちょっと異常だよね！　今度きみのＣＴスキャン撮とったりＤＮＡ採取したり脳波調べたりしたいんだけど!!」


「嫌いやだよ!!」


　ハーフっぽくてかわいい子だと思ったが……思考がとんでもない!!


「彼女の祖父が外国の方なので少し独特な表現をするが……気にしないことだ」


　英語の先生は彼女の言動を気にもとめずつぶやいていた。


　……祖父が外国人ということは、ハーフじゃなくてクォーターってことか。


「ボク、一年一組の香か学がく創つくる。おじいちゃんが立派なマッドサイエンティストでね、憧あこがれて同じ道を進んでるんだ～」


「へぇ……って、立派なマッドサイエンティストなんていないから！　言ってることおかしいから!!」


「えぇ～～。初対面で酷ひどい言われようだなぁ。これ、ポルノ作家流のＳＭあいさつ??」


　言いながら女の子はあっけらかんと笑っていた。


　……この思考回路、絶対におじいちゃんが外国人のせいだからじゃない!!


「彼女はきみの信しん頼らいできるパートナーとなるだろう。なぜなら……ボクっ子が秩ちつ序じよ派と関係あるはずがないからだ!!」


　力強く放たれる英語の先生の言葉を、ぼくは途と方ほうに暮れながら聞いていた。


　……エージェントを選ぶ基準、そこなの……？


「ボクが発明した、まともな人にだけ反応するレーダー〝まともウォッチング〟をポルノ作家くんにあげるね～」


「まともウォッチング!?」
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　香学さんは頷うなずくと、腕時計型の機械をぼくに渡わたす。本来は時間が表示されるべき部分になにも映ってないこと以外、普ふ通つうの腕時計と変わりない物だ。


　それにしても発明の名前……微び妙みようだな……。


「秩序派はまともな人たちだから、きっとこれでササッと見つかるよ～。あとね、エージェントっぽくするために超ちよう極ごく細ぼその強化ワイヤーも仕込んであるんだ～」


　香学さんが時計のボタン部分を引っ張ってみせた。すると、よく目をこらさないと見えないほどの細い糸が時計から出てくる。


「このワイヤーって五百メートルはあるから罠わなも張れるし、ビルから飛び降りるときのロープがわりにもなるんだ～」


「極細ワイヤーで罠だなんて……そんな危ないことしないから！　っていうか五百メートルもあったら、大たい抵ていのビルは飛び降りたら地面に激げき突とつしちゃうから!!」


　香学さんはぼくの言葉を聞くと、呆ほうけたようにこちらをじっと眺ながめ入る。


「な……なにさ？」


「そっかぁ～、地面に激突かぁ～。あははっ。きみ、頭いいね！」


　香学さんのあっけらかんとした笑いを聞きながら、ぼくは今度こそ本当に心の底から途方に暮れていた。





　　　♪♪♪『少女の悩なやみ』♪♪♪





　空の彼方かなたがほんのり茜あかね色いろになっていた。いつもなら吹音はこの時間、とっくに中庭でクラリネットの練習を始めている。しかし今日はまだ、教室の中にいた。


　吹音はさきほど丈途が出ていった扉とびらを見つめている。丈途は吹音のことを心配していたが……吹音も丈途のことを心配していたのだ。


　……補習、大だい丈じよう夫ぶかな？　吹音……丈途くんと一いつ緒しよに卒業したいな……。


「そんなに彼のことが気になるのかい？」


　クロトと呼ばれる先せん輩ぱいが、吹音の前に立って静かに問いかけてきた。


　彼の言葉を聞いた吹音は、急に赤くなってしまう。クロトの問いで、自分が英語の授業後にやったことを思い出したのだ。


　──た、丈途くんとペアルックしちゃった……。


　吹音はあのときのことを思い出すかのようにポケットへ手を入れ、リードを握にぎりしめる。その瞬しゆん間かん、吹音は耳まで赤くなってしまった。普ふ段だんの自分ではとてもできないことだが、勇気を振ふり絞しぼってやったことなのだ。


「吹音さんは正直な人だね。でも……だからこそどうしても主演して欲しい」


「ふ、吹音、そういうこと苦手だから──」


「今は答を聞かなくていいんだよ。さっき丈途くんに約束してしまったからね」


　クロトは微笑ほほえむと、思い出したように教室の扉へと目をやった。丈途がさきほど駆かけ出ていったあの扉だ。


「そういえば、正直……か。丈途くんもそういう人だね。……なるほど。吹音さんと丈途くんはどこか似ているのかもしれない」


　クロトは納なつ得とくしたようにひとりで頷くと、言葉を続ける。


「しかし正直と言っても、彼だってちょっとした噓うそくらいならつく。例えば──そう、吹音さんにだって噓をつく」


「……あなた、丈途くんのことなにも知らないでしょ？　丈途くん、吹音をだますような人じゃないもん」


　吹音はクロトを真っ直すぐに見つめて言い切る。しかしクロトはそれを受け流すかのように、ただ瞳ひとみに同情を浮うかべていた。


「吹音さんは彼の小説、読んだことあるかい？」


「前に謡江さんが朗読してたのを聞いたことあるけど……吹音には難しくて……」


「それは仕方のないことなんだよ。貴女あなたのように純じゆん粋すいな人が理解できるはずがない。いや、理解する必要なんてないんだ」


　クロトはささやくようにして「彼の噓は、いずれ暴あばかれる」と続けて、吹音に優やさしい顔を向けた。


　……この人の言葉、聞いてるとどんどん不安になってくる。どうして……？


　吹音はこのクロトという先輩に戸と惑まどっていた。妙みように心がざわつく言葉を次々と発してくるからだ。最近はただでさえ心がざわめいているというのに……。


　──そう。吹音は最近、心こころ穏おだやかでない日々を送っていた。理由は──謡江だ。丈途が彼女と仲良くしている姿を見ると、胸の奥が苦しくなってくる。逆に自分が丈途と話せれば、温かいものに包まれているかのような安心を得られる。だからこそ、吹音は積極的な謡江をまねて丈途にペアルックを申しこんだのだ。


　──丈途くん、やっぱり謡江さんみたいな女の子の方が一緒にいて楽しいんだろうなぁ……。吹音、口下手だから……。


　そう思うと、吹音はまたしても胸の奥が苦しくなってきた。それにつられて表情も自然と不安げなものになってくる。


　クロトはそんな吹音を見つめ、すべてを見み透すかしたかのように最後の言葉を紡つむいできた。


「主演の件、いい返事を待ってるよ。最後にもう一度聞こう。きみは今の自分……本当に好きかい？」


　それだけ言うと、クロトは吹音に笑えみを向けて教室を後にした。


　自分を見送る少女の視線が、より一層強い不安にさいなまれていることに気づいているかのように、クロトの足取りは優ゆう雅がで──危険なものだった。





　　♪　　♪　　♪　　♪




２　宣戦布告の変態プレイ







　部屋の窓からはもう朝陽が差しこんでいた。徹てつ夜やの目にそのまぶしさがしみる。


　昨日はぼくと同じ物書きのクロト先輩に出会ったり、校長からエージェントを頼たのまれたり、香学創という変な子を紹しよう介かいされたり……色々あった。そのせいで神経が高ぶっていたのだろう。うまく眠ねむれず、朝まで過ごしてしまった。


「秩ちつ序じよと無秩序か……」


　閃学園は入学したときから無秩序だった。無秩序こそがこの学園の個性でもある。それをあえて否定して秩序に走ることは、閃学園そのものを否定しているのと変わらない。


「やっぱり……ずっと世間から離はなれてると、不安になるものなのかなぁ」


　この学園を卒業したらぼくらはその〝世間〟に戻もどる。ずっと世間から離れていて、ある日突とつ然ぜんそこへ戻ることを考えれば……不安になる気持もわからないではない。だが──。


「自分の意志で秩序を信じたんじゃなくて、秩序派の特別講義のせいで染まっただけだとしたら……問題だよな」


　ぼくは英語の先生から受け取った写真を手に取る。おかっぱ頭にハチマキをした女生徒が必死に勉強している、あの写真だ。


　他人の思想を無む理り矢や理り押しつけられて自分が変わってしまうだなんて……ぼくは、絶対に嫌いやだ。そんなこと、自分が自分でなくなるのと同じではないか。


　──チャラララ～♪


　不意に、ぼくの携けい帯たい電でん話わが鳴った。


「こんな朝早くに……誰だれだ？」


　着信内容を見ると、新聞社でぼくの小説を担当する男性編集者からの電話だった。


「……はい、芥川です」


『やばいですよ！　この間のＲＰＧポルノ……読者様から大不評でした!!』


「え!?　な、なんでそんな……!?」


『ＲＰＧっていうネタが新聞の読者層に受け入れられなかったのが原因でしょうね……。正直、次の連れん載さい企き画かくで人気を取り戻せないと、連載作家の交代も話に上がってるんですよ』


「交代って……じゃあ、ぼくはどうなるんですか!?」


『…………失業…………』


　や、やばい!!


『なにか、新聞の読者層に受けそうなネタって……あります？』


　いきなりそんなこと聞かれても……ネタ、なんかあったかな……。身の回りに起こったことでもなんでもいいから……なにか……って、そうだ！　ちょうど昨日、読者受けしそうなネタに巡めぐり合ったじゃん!!


「エージェントものなんてどうですか!?」


『おぉ！　いいですね！　読者層にも受けそうです!!　では今回はそのネタでいきましょう。この連載に作家生命を賭かけてがんばってください!!』


　担当は力強く言い、電話を切ってしまった。


　……作家生命を賭けてって……凄すごいプレッシャーなんだけど……。


　ぼくは生なま唾つばを呑のむと、慌あわてて原げん稿こう用紙を取り出してシャープペンシルを持った。












「あっ……！　そこ……や、やめっ……」


　無駄に部屋数の多いスウィートルーム。その中で、女の喘ぎだけが響いていた。会員制のカジノで声をかけた女だ。金を持っている男にはごまんと会っているだろう。だが、俺のようなタイプには中々お目にかかれないらしい。おかげで、口説くのが楽だった。


「んふっ……あ、あなた……やっぱりいいわ……んぐっ……！」


　仕事と豪遊で忙しい夫に相手にされず、体をもてあましていたのだろう。女が着ていたドレスは今、自身の激しい動きでずれ始めていた。男と遊び慣れた腰つきで俺のズボンの上にまたがり、熟れた胸をたわむほど揺らして体を上下させている。


「べつに俺じゃなくてもよかったんじゃないのか？」


　そう言いつつ、たわむ女の胸をたしなめるようにして揉み、その腰が時に暴れすぎれば手をそえて軌道に戻す。女の股間が段々と熱くなり、俺の股間に吸いつくようにして体温を伝えてきた。


「はあっ……あ、あなたみたいな男じゃないと、んぅっ……私は乗りこなせないでしょ？」


「乗られてるのは俺だが──」


　その瞬間、俺の携帯電話が鳴った。俺は女の腰に片手をそえて腰振りのエスコートを続けつつ、もう片方の手で電話を取る。それと同時に女の熱い股間に向けて自分の腰を突き上げ始めた。衣服で覆われている互いの身を、互いがもどかしく思うほどの情熱的な動き……。


「はぁぁっ……！　やっ、あぁぁ……!!」


『──あら、お邪魔だったかしら』


　電話口から聞こえる、女の冷淡な声。聞き慣れた相手のものだが、まだ顔は見たことがない。だが、そんなことはどうでもよかった。


「いいから用件を伝えろ」


『ミッションよ。詳しくは本部のデータベースにアクセスして確認。至急実行を要求するわ』


「──了解」


　俺は電話を切ると、女を倒してその厚い唇に濃厚なキスをする。熟れた女の火照った吐息が、俺に絡みつくようにしてかかってきた。


「んっ……んぐ……っっ」


　女は突然のことに驚いていたが、ご無沙汰だったであろう濃厚なキスをもらえてどこか満足げであった。


　──まぁ、これで男としての責務は果たしただろう。


　俺は急に立ち上がると「夜は長い。ちょっとルームサービスを頼んでくる」と言って隣の部屋へ行く。そしてさきほどの戯れで乱れたブランド物のスーツを整えると、そっと出口へと向かった。


　女には最後のキスを胸にひとりの夜を愉しんでもらおう。俺には──ミッションがある。


　俺はこれから襲いかかるであろう数々の困難を思いながら、スウィートルームの扉を開いた。












「……こ、これで読者様に受ければいいんだけど……」


　一応ぼくは巷ちまたでカリスマポルノ作家と呼ばれているが、まさか連載打切りの恐きよう怖ふを味わうことになろうとは……。人気商売の恐おそろしさを改めて感じてしまう。


　時計を見ると、もう登校する時間だった。ぼくは慌てて着き替がえると、部屋を出ようとする。


「──あ、これをつけていかなきゃ」


　ぼくは机に置いていた腕うで時ど計けい型のレーダーに目をやる。


「まともウォッチングねぇ……。これ、本当に使えるのかな？」


　とりあえずつけて寮りようを出てみたが……登校する道すがら、まったく反応しなかった。


　教室に入って席についても、反応する気配はない。


　……よく考えたら、天才ばかりいる閃学園でまともな人にだけ反応するレーダーを使っても……反応するわけないじゃん！　天才って時点でまともじゃないし!!


　気づいた瞬間、激しい疲労感を覚えてしまった。


　ホームルーム開始を告げるチャイムが鳴ると、担任である与よ謝さ野の亜あ希き先生が教室に入ってくる。すると──。


　ピピピー♪


「わっ……!!」


　唐とう突とつに、まともウォッチングが鳴った。ぼくは思わず声を上げつつ慌ててボタンを押して音を止める。教室にいた何人かがこちらをちらりと見たが、すぐに興味をなくしたように亜希先生の方へ目をやった。


　び、びっくりした……って──そうか！　亜希先生は特別な才能を持たない普ふ通つうの人だ。それに、この学園の中ではわりと常識人だし……レーダーが反応するわけだ。


　ひとりで頷うなずいていると、亜希先生がブラウスから溢あふれんばかりの胸を揺らしてこちらを振ふり向く。


「丈途くん。またなにかエッチな道具を持って来たんですか？」


　優やさしげに言う先生の額には、しっかりと青筋が立っていた。


「ち、違ちがいますよ！　むしろ〝また〟ってなんですか、〝また〟って!!」


「なるほど……盗とう撮さつ機能があるんですね」


「だから、違いますって！　どうしてぼくをそういうキャラにしたがるんですか!!」


「……そうね、ごめんなさい。あなたが盗撮だなんて普通のことをするはずがないものね。それ……なんのプレイ用ですか？」


「プレイなんてしませんから!!」


　亜希先生はぼくの前まで来てしばらく時計を触さわっていたが「……これ、壊こわれてるの？　時間も表示されてないし……」と不思議そうにつぶやくと、気を取り直したように教きよう壇だんへ戻もどって出欠の点呼を始めた。


　……変な勘かん違ちがいをされずにすんでよかった……。それにしてもこのレーダー、亜希先生にだけ反応するってところは凄すごいけど……やっぱり、使えない。


　ホームルームが終わり、一時限目の授業も終わって休み時間になると、右みぎ隣どなりに座る律が落ち着かない様子でぼくの腕をじっと見つめていることに気づいた。


「……丈途。急に時計をつけるなんて、なにかあったのかい？」


「なにかっていうか……」


　エージェントって校長から直接頼まれたことだし……言っていいのかな？


「……僕には言えないってわけか。なんとなく想像してたよ。それ──プレゼントだな!?」


「プレゼント!?　いや、そう言えなくもない物だけど……」


「誰だれからもらったんだ!?　どうしてそんなに大事そうに身につけてるんだ!?」


　律は喋しやべるほどに声を荒あらげ、どんどんこちらにつめ寄ってくる。


「くっ……身につける物を贈おくるだなんて、ちょっと重いかなと思って遠えん慮りよしていた僕が馬ば鹿かだった……。まさか先を越こされるだなんて……」


「あら丈途、吹音ちゃんのことやっとあきらめたのねぇ」


　左隣の席から楽しそうな声が聞こえてきた。──霧む線せん蘭だ。彼女はプログラミングの天才で、見た目はポニーテール姿の普通の子であったが……その実、同年代の女子から〝お姉さま〟と呼ばれて慕したわれるほどの百合ゆり少女だ。


「律も詰つめが甘いわね。丈途が吹音ちゃんをあきらめた瞬しゆん間かんにプレゼントでも贈っていればよかったのに」


「くっ……僕は蘭みたいにがっついてないんだ！　もっと穏おだやかで心温まる愛を育はぐくみたいんだ!!」


「机き上じようの計算は得意でも人の感情は解けないみたいね。いつも携けい帯たい電でん話わで時間の確かく認にんをしてた野や暮ぼったい丈途が、わざわざ時計なんてしてきてるのよ？　そんな言訳してる場合??」


「そういう野暮ったい丈途だからこそ、こんなに早く次の人を見つけるだなんて思ってなかったんじゃないか!!」


　……言いたい放題言われているようだが……なんなんだ？


　とにかく、ふたりに壮そう大だいな勘違いをされていることだけはよくわかった。


「ふたりとも聞いてくれ。これ、時計じゃないんだ。まともな人にだけ反応するレーダーで、まともウォッチングって言うんだ」


「まともウォッチング？」


　律が呆あつ気けにとられたようにこちらを見つめる。


「なによ、その変な名前の道具。だいたいどうしてそんな物をつけてるのよ？」


　蘭も、律と同じく啞あ然ぜんとしてこちらを見つめていた。


　……まずいな。ここまで言ったら、ちゃんと説明しないと納なつ得とくしないだろうな。律と蘭になら……言っても平気か。


「実は今、閃学園の無む秩ちつ序じよを乱そうとしている生徒たちがいて、学園に秩序をもたらそうとしてるらしいんだ。ぼくは水墨校長からその人たちを止めるよう頼たのまれちゃってさ……」


「はぁ!?　なに馬鹿なこと言ってんのよ。しかも無秩序を乱すって表現……意味わかんないんだけど」


　蘭が呆あきれ顔で声を上げていた。ぼくの言葉をまったく信じていない様子だ。


　……まぁ、突とつ然ぜんこんなこと言われても信じられないだろうけどさ……。


　ぼくが黙だまっていると、律が真しん剣けんな顔をしてこちらを見つめてきた。


「もしその話が本当だとしたら……丈途。きみは無秩序を守るエージェントとして選ばれたってことかい？」


「そう。まさにそうなんだ」


「でも……なんで丈途が？」


「それは……」


　ポルノ作家だからなんて、言えない。言った瞬間、もの凄く悲しくなりそうだ……。


　そのとき、連続的なフラッシュがこちらを包んできた。次いで、女の子の張り上げる歓かん喜きの声が響ひびいてくる。


「ポルノ作家なら無秩序の象しよう徴ちようのような存在だからな！　いいぞ！　これは醜みにくい写真が撮とれそうだ！　お前はいつも私を楽しませてくれる!!」


　ジーパンに長なが袖そでのシャツを合わせたスレンダーな女子が、一眼レフのカメラを構えながら大喜びで笑っていた。写真の才能を持つ、名めい機き来らい夏かである。彼女は……醜い写真にしか興味がないのだ。


　それにしても来夏……鋭するどい！　いきなり真実を突つかれて、ぼくは今激しく胸が痛いよ!!


　来夏はそんなぼくを無視して矢や継つぎ早に話しかけてくる。


「で、丈途。そのレーダーでまともな奴やつは見つかったのか？」


「それが……このレーダー、使えない発明だってわかってさ。閃学園の生徒ってみんな天才だから、その時点でまともじゃないだろ？　秩序派に会っても反応するとは思えないし……」


「なに!?　それはいかん！　今すぐ他ほかの発明を持ってくるんだ！　次の授業はさぼっていいから、早く!!」


「無む茶ちや言わないでくれよ……」


　本気で催さい促そくしてくる来夏に辟へき易えきしていると、後ろから「丈途くん……」と遠慮がちな声が聞こえる。


　振ふり返ると、そこには鳴唐さんが立っていた。


「どうしたの？」


「お昼休み、あいてる？」


「特に用事はないけど……」


「お話があるの。屋上に来て欲しいなぁと思って……」


「お話!?」


　ぼくが驚おどろきで目を見開くと、鳴唐さんは恥はずかしげに顔をそらし、急にその場から走り去ってしまった。


　お、お話って一体……なんだ!?


「た～け～と～～～、どういうことよ!!」


　蘭が、唐とう突とつにぼくへとつかみかかってくる。


「丈途……僕というものがありながら……」


　律がぼくの服をつかみ、涙なみだ目めになっていた。


「面おも白しろくなってきたな！　醜いやつを派手に頼むぞ!!」


　来夏が瞳ひとみを輝かがやかせてこちらにつめ寄ってくる。


　……もう、どうしようもない状態だ……。








　中天の陽ひに赤い髪かみが照らされ、鳴唐さんの色しき彩さいを一層強めていた。震ふるえる手、うつむき加減でこちらを見つめる瞳……。彼女が緊きん張ちようしているのがよくわかる。それを見てぼくまで緊張してしまい、すでに喉のどが乾かわききっていた。


　少し離はなれた所では、昼食をとる生徒たちがちらほら見える。本来ならお昼休みの穏おだやかなひとときのはずだが──。





　──ちょっと律、押さないでよ！　吹音ちゃんにばれちゃうでしょ!!


　──蘭が一番前を陣じん取どってるから見えないんだろ！　少しは体をどかしてくれよ!!


　──いいからふたりとも動くな！　せっかくカメラアングルを確保してあるんだ!!





　……みんな、隠かくれてるのバレバレだから。


　近くの花か壇だんに身を隠している……つもりの律たちが、穏やかな昼の雰ふん囲い気きを思いっきりぶち壊こわしていた。


「もう少し空気を読んでくれよ……」


　ぼくのつぶやきも虚むなしく、花壇に隠れているみんなは大声で騒さわいでいた。


　そんな中でも、ぼくの頭は別のことで一いつ杯ぱいだ。──そう。これから鳴唐さんがなにを話すのかということである。


　こ、これ……もしかして、あの有名な……〝コクハク〟ってやつなんじゃ!?


　──ごくり。


　自分の想像に、生なま唾つばを呑のんでしまった。だが、そこまで見当外れな考えでもないような気がしている。なぜならぼくは鳴唐さんの……鳴唐さんの使用済みリードを持っているからだ!!


　自然と、ポケットの中にあるリードを握にぎりしめていた。汗あせばんだ手が木の温ぬくもりを感じ、知らず鳴唐さんを想おもってしまう。


『──吹音の初めてのことだったから、どうしたらいいのかわからなくて……その、ずっと持ってたの』


　鳴唐さんがぼくに言った台詞せりふ。味見しちゃったリードの思い出……。そんな物を大切に持っていてくれたなんて、まさか……鳴唐さんは味見の続きをして欲しくて、でもそんなこと恥ずかしくて言えないから夜な夜なぼくが味見したリードをその無む垢くな瞳で見つめてがんばって妄もう想そうしようとして、でもいろんなことを知らないからうまく妄想しきれなくてモヤモヤして、なにをどうしたらいいのかわからないからそのかわいらしい小さな手で体中を触さわって、もしかしたら薄うすい膨ふくらみの胸や汚けがれを知らぬ股こ間かんなんかにも手を伸のばしちゃったりして「んっ……吹音、吹音……あっ……」なんて思わず喘あえいじゃったりして、ぼくに味見の続きを頼みたくなってここに呼び出して──。


「丈途くん。吹音、やっぱり忘れられないの」


「わかるよ！　味見の続きは今晩するから!!」


「……味見の続き??」


　鳴唐さんはいぶかしげな視線をこちらに向け、首をかしげていた。


　し、しまった！　せっかくのコクハクを前に……妄想したまま喋しやべっちゃった!!


「ごめん！　まずは順序通りにやろう!!　とりあえずコクハ──げふっ、ごふっっ!!」


　言おうとした台詞を打ち消すように、ぼくは思いっきりむせた。


　──どこの世界にコクハクを催さい促そくする奴やつがいるんだよ！　ぼくの馬ば鹿かっっ!!


　盛大にむせ続けていると、鳴唐さんが「大だい丈じよう夫ぶ？」と背中をさすってきてくれた。小さな手から伝わる、温もりと優やさしさ……。彼女がこんなにも自然にぼくへ触ふれるようになったのはいつ頃ごろからだろうか？　気がついたら、鳴唐さんとの距きよ離りはどんどん縮まっていた。そして今もきっと縮まり続けている……。


「もう大丈夫？　吹音のお話、聞ける？」


「……うん」


　こちらをじっと見つめる鳴唐さん。熱を帯び始めた瞳が、ひたむきな眼まな指ざしが、彼女の真しん剣けんさを物語っている。


　こ、これがコクハクってやつなのか……。自分の心臓が高鳴る音まで耳に響ひびいてくる。凄すごい緊きん張ちよう感かんだ……。


「丈途くん……」


「うん……」


「その……あのね……」


「うんうん……」


「ご……ごめんなさい!!」


「ありがとう──って……ごめんなさい!?」


　ど……どういうこと!?　まさかぼく……振ふられたの!?　コクハクもしてないのに!?


　あまりのことに言葉を失い、呆ぼう然ぜんとしてしまった。そして……………………………………。


　顔を上げると、鳴唐さんが制服のポケットからリードを取り出しているのが見えた。彼女はぼくと目が合うと、頰ほおを染めながらゆっくりと嚙かみしめるように口を開く。


「吹音ね、ちゃんと忘れようとしたの。その……このリード、丈途くんが味見しちゃったこと。でもね、大切な思い出だから……やっぱり忘れられないの!!」


　…………………………………………………………………………………………………………。


　ど、どう受け取ったらいいんだ!?　鳴唐さん、意味わからなすぎだよ!!　でも……「大切な思い出」って言ってるし、振られたわけじゃなさそうだけど……。


　ぼくがうろたえていると、また蘭たちの声が聞こえてきた。





　──あのリード、丈途が吹音ちゃんを食べようとしたときの物よね!?　……殺す。よくわからないけど、なぜかあたし今、もの凄く丈途を消し炭にしたいわ!!


　──蘭、ちょっと待て！　どうも話の方向がおかしい。多分これは告白じゃないな。……よかった。


　──よくわからんが、この展開の方がシャッターチャンスがありそうだ！　さぁ、鳴唐！　盛大に丈途をぶつがいい!!





　……みんな、ちょっと静かにしてくれよ。今、大事なところなんだからさ……多分。


　みんなの声に参っていると、鳴唐さんが瞳ひとみに涙なみだを浮うかべてこちらを見つめてくる。


「……ごめんなさい。やっぱり怒おこった？　吹音から『忘れて』って言ったことなのに……」


「怒ってなんかいないよ。ただ、どうして今その話が出たのかよくわからなくてさ」


「それは……」


「……ん？」


「吹音、がんばろうと思うの。その……丈途くんみたいに、ちょっと無理そうなこともなんとかがんばってみようと思うの。ただ、吹音、やっぱり不安だから……」


　鳴唐さんはリードをギュッと握にぎりしめ、ぼくを真っ直すぐ見つめる。その瞳から想いが溢あふれそうなくらいの、一いち途ずな眼指……。


「丈途くんとの思い出、吹音の支えにしていい？　そうしたら吹音……がんばれる気がするの！」


「鳴唐さんの、支えに……？」


　──ドキッ！


　な、なんだろう、今の胸の鼓こ動どう……。ぼくが鳴唐さんの支えって……いつも一いつ所しよ懸けん命めいにがんばっている鳴唐さんが、あえてぼくを支えにしたいって……それ、ある意味コクハクよりコクハクっぽいんじゃ!?


「……駄だ目め？」


　不安そうにこちらへ目をやる鳴唐さん……。


「そ、そんなことないよ！　ぼくなんかでよければ、その……支えになりたいっていうか……」


「ありがとう！」


　鳴唐さんは満面の笑えみを浮かべ、嬉うれしそうに声を上げていた。


　しかし次の瞬しゆん間かん、彼女は表情を一転させ、恥はじらうように再び頰を染めてしまう。


「それでね、あの……丈途くんのリードに吹音が彫ほった言葉、吹音のリードにも彫って欲しいの」


　そう言って、鳴唐さんはポケットからカッターを取り出し、リードとともにこちらへ差し出してきた。


　ぼくは思わず「ほ、彫っ……!?」と、情けなくも舌を嚙んでしまう。彼女はそんなぼくを真剣に見つめて頷うなずくと、リードとカッターをさらに前へ出してきた。


　慌あわててそれを受け取ったぼくは、頭の中が真っ白になりながらもなんとか文字を彫り、鳴唐さんに返す。


　リードを渡わたす瞬間、温かく柔やわらかな小さい手が、力強く握られていくのを感じた。


「ありがとう！　吹音、がんばるね!!　がんばって変わって……そしたら、そのときは……」


　突とつ然ぜん、一いち陣じんの風が吹ふいた。陽ひの光で色しき彩さいを強めていた彼女の赤髪が、その風になびく。彼女が内に秘ひめた情熱を表すかのように、赤髪がゆらめく様は燃えるようだった。


　……そのときは、どうするんだろう……？


　固かた唾ずを呑のんで言葉の先を待っていると、ふと、鳴唐さんと視線が合う。


　彼女はそれで我に返ったかのように目を見開くと、次いであたふたしだし、場をごまかすように慌てて口を開いた。


「じゃ、じゃあまたね!!」


　それだけ言うと彼女はいきなり駆かけ出し、あっという間に屋上から去ってしまった……。


　あまりの展開に、開いた口がふさがらなかった。


　周りから聞こえてくる生徒たちのたわいない会話。花か壇だんから漂ただよう甘い香かおり。そして再び吹き抜ぬける風……。当り前の日常がここにはあった。だが、ついさっきまでここで起こっていたことはきっと、ぼくと鳴唐さんの関係を決定的に変えるものだったと……そんな確信があった。





　──律。今の会話、どういう意味よ？


　──よくわからないな。なにかがんばる約束をしたようだけど……。


　──そんなの見たまんまでしょ！　まったく……丈途のことなんでも知ってそうでそんな鈍どん感かんだから他ほかの人に出し抜かれるのよ!!


　──なっ……蘭だって鳴唐さんの言葉の意味をわかってないくせに!!


　──撮さつ影えい終しゆう了りようだな。時間の無む駄だだった。つまらん。





　……みんな、少しは余よ韻いんに浸ひたらせてくれよ……。








　一日の授業が終わって放課後になっても、ぼくは昼休みに鳴唐さんと話したときの緊きん張ちよう感かんを引きずっていた。そのせいで、いまだ彼女に話しかけられずにいる。しかしこのまま話さなければ次の日はもっと話しづらくなるだろう。せめて「また明日！」くらいは言おうと思い、勇気を出して席を立った。


　すると、ちょうど同じタイミングで鳴唐さんが席から立ち上がる。チャンスだと思い、胸の高鳴りを抑おさえて足を踏ふみ出した。彼女はこちらに気づいたらしく、一いつ瞬しゆんだけ笑みを浮かべる。そして──一気に教室を駆け出てしまった。


「あっ……！　鳴唐さん……」


　行き先を失った足を、ぼくは止めるしかなかった。その場に立ち尽つくし、彼女が出ていった扉とびらに目をやる。


　……せめて、あいさつくらいはしたかったな……。昼休みに「がんばる」って言ってたけど、クラリネットの猛もう特とつ訓くんを始めるのかな？　普ふ段だんから充じゆう分ぶんすぎるほど練習している鳴唐さんがこれ以上がんばるなんて、少し心配だけど……。


「応おう援えん、しなきゃね。支えになるって言ったんだから」


　ぼくは頷くと、自分も原げん稿こうをがんばろうと思い、さっそく帰ることにする。


　教室を出ようとすると、律がまだ机の上で教科書の整理をしているのが目に入った。


「律、それが終わったら一いつ緒しよに帰ろうか？」


「あ……すまない。今日は企き業ぎようとの打合せがあるんだ」


「そっか。律はもう数学でお仕事してるもんね」


「ごめん……」


　ぼくが「いいよ」と笑って背を向けると、律が後ろから急に声を上げてくる。


「丈途！」


「……ん？　どうしたの??　そんな大声出してさ」


「あっ……すまない。その……エージェント、辞やめた方がいいんじゃないか？　無理して丈途がやらなくても、エージェントに適した才能の人に任せればいいじゃないか」


「そうかもしれないけど……水墨校長から直接頼たのまれたことだしさ。それに、ぼくたちの知らない所で学園がどんどん変わってるなんて気持悪いし……やれるだけやってみるよ」


「僕、この学園には秩ちつ序じよ派になりうる生徒ってたくさんいる気がするんだ。ここって世間から離はなれてるだろ？　長い間そういう暮らしをしていると、無秩序な状態を不安に思う人も出てくるもんだよ。『自分はこのままで大だい丈じよう夫ぶなのか？』ってね」


「確かに……。水墨校長も、同じようなことを言ってたよ」


「秩序派が増えれば、いずれ秩序派と無秩序派の大きな争いが起こる。そのとき丈途が無秩序派のエージェントだったら、無事ではいられないかもしれないから──」


「ははっ、律は心しん配ぱい性しようだなぁ。大丈夫だよ。それじゃ、また明日ね」


　不安そうにこちらを見つめてくる律に笑え顔がおを送り、ぼくは教室を後にした。


　下校する生徒たちのざわめきを聞きながら、寮りようへと続く道を進む。少し離れた所を歩いている女の子ふたりが、仲むつまじく手を繫つないでいるのが見えた。互たがいに寄りそうようにして足を進め、時折かわす会話は耳打ちに近いほどである。まるで世界にふたりだけしかいないかのように幸せそうな雰ふん囲い気き。友達同士にしては、仲がよすぎる。


　あのふたり……やっぱりつき合ってるのかな？


　そんなことを考えながら、ぼくはお昼休みに鳴唐さんから言われたことに想おもいを巡めぐらせる。


『──吹音、がんばるね!!　がんばって変わって……そしたら、そのときは……』


「あの台詞せりふの続き、聞きたかったな……」


　例えば、あの後の台詞がぼくと鳴唐さんをただの友人関係から一変させてしまうようなものだったら……もし、ぼくと鳴唐さんがあの女の子たちみたいに手を繫いで帰れるようになったら……。


『──そろそろ、私と吹音さんのどちらがいいのかはっきりして欲しいんですけど』


　また、謡江の言葉が頭をかすめる。


「う～ん。ぼくの気持か……」


　どちらがいいとか悪いとか、今まで真しん剣けんに考えたことはなかった。そもそもつき合うというのは相手あってのことだ。ぼくの気持が定まったからといってすべてが決まるものではない。だが……このまま中ちゆう途と半はん端ぱな関係を続けていくのは、きっとよくないのだと思う。


「まさかぼくが恋れん愛あいのことでこんなに悩なやむだなんて……変な感じだな」


　謡江はアイドルみたいにかわいくてみんなから慕したわれていて……それなのに、いつもぼくのそばにいてくれる。最近は仲がよくなって感覚が麻ま痺ひしていたが、ぼくにはもったいないくらいの人である。対して鳴唐さんは、謡江と違ちがって引っ込み思案で話す友達も少ないが……そばで見守っていたくなる一いつ所しよ懸けん命めいさがある。強さと弱さのアンバランスさを持っているが、それをどうにかしようと一いち途ずにがんばる姿は……どうしても惹ひかれてしまう。


　本当に、対照的なふたりだ。謡江と一緒になれば絵に描かいたような素す敵てきな恋愛が待っているだろう。鳴唐さんと一緒になれば……ぼくも彼女も不器用なところがあるので、どこかですれ違うときもあるだろう。だが、それでもぼくは鳴唐さんがそばにいてくれれば今よりたくさんのことをがんばれて、今よりもっと成長できると思う。鳴唐さんにはそういう──人を変える魅み力りよくがある。


　謡江と鳴唐さん……今のぼくの気持は──。





　ガンッッッ!!





「ぐっ……」


　不意に、首の後ろに強い痛みが走る。


　一いつ瞬しゆん飛んだ意識が再び戻もどったとき、ぼくはもう膝ひざを折って地面に倒たおれていた。


　次いで決定的に意識が遠のいてゆく中、何名かの足音がこちらへ歩み寄っているのが聞こえた。








　──なに!?　この変態、まさかここまでやるだなんて!!


　──誰だれかこの汚お物ぶつを消して！　この世から消し去って!!


　──私、もうこの学園、嫌いや……。


　おぼろげな意識の中、大勢の女子が騒さわいでいる声が聞こえた。……一体、どうしたというのだろうか？


　ぼくはふと、首に強い痛みを感じた後で気を失ってしまったことを思い出す。


　すぐに立ち上がろうとしてみたが、不思議なことに今は両足がしびれており、体を自由に動かすことができなかった。


　……なにが起こってるっていうんだ？


　まだ首が痛む中、ぼくは薄うす目めを開ける。するとなぜか目の前に……女子寮があった！


「な……なんでこんな所に!?」


　ぼくが声を出すと、周りに集まっていた女子が一いつ斉せいに悲鳴を上げ、こちらに様々な物を投げつけてくる。


「痛っ……なっ……や、やめてよ!!」


　必死に抗こう議ぎの声を上げるも、みんな聞く耳を持たない。ぼくはなぜか体を動かせなかったため、投げつけられる物にぶつかりまくっていた。


　ぼく……なんでこんな仕打ちを受けてるの!?


「──丈途くん！　なにやってるのよ!!　ちょっとエッチだけど根は優やさしい人だと思ってたのに……。こんな変態プレイじみたことをするなんて、私……悲しくなってきたわ……」


　女の子のなげきが後ろから聞こえる。なんとか首こうべを巡らせて見ると、そこには涙なみだを流す謡江が立っていた。彼女がいつも首からさげているハートのペンダントが、嗚咽おえつに合わせて揺ゆれている……。


「謡江！　こんな変態プレイって……？」


「なんで女子寮の前でエッチな本を広げたまま正座してるのよ！　しかも背中に〝エロ禁止〟って札をあえて貼はったうえで〝大好きなおしおきプレイ中なので邪じや魔ましないでください〟って看板を立てて……」


　お、おしおきプレイ中!?　っていうか……エッチな本が広がってる!?


　周りを見ると、スチュワーデスや教師の恰かつ好こうをしてエッチなポーズをとる女の人たちの写真が目に入った。


　……あ、これ、ぼくの本だ……。


「って、どこから持ってきたんだ!?　まさか勝手にぼくの部屋に入って取ってきたのか!?」


「……やっぱり丈途くんの本だったのね……。私、もう丈途くんのことかばいきれない……」


　謡江は涙を流したまま無表情になると、フラフラと女子寮りようへ向かい始めてしまう。


「待って！　誤解だから！　この本は……その……あれだけど、これは変態プレイなんかじゃないから!!」


　おぼつかない足取りで去る謡江に叫さけぶ中、恐こわい顔をした女子たちがぼくを取り囲み始めた。その手には木刀や巨きよ大だいハンマー……さらにはバズーカまで握にぎられている。


　……こ、これはまずい……本当におしおきされてしまいそうだ……しかも、かなりきついおしおきを……。


　冷ひや汗あせを垂らしつつ必死に弁解の言葉を考えていると、あっけらかんとした女の子の声が突とつ然ぜん辺りに響ひびく。


「あぁ～！　ＧＰＳの位置情報がおかしいと思ったら、ポルノ作家くんがプレイしてる～」


　白衣の裾すそを引きずってこちらへ駆かけてくる少女……。ぼくと同じくエージェントに選ばれた、香学創さんだ。


「プレイなんてしてないから!!」


「放ほう置ち・羞しゆう恥ち・窮きゆう地ちプレイでしょ？」


「ぼくはどれだけ変態なのさ!?」


「だから女の子がみんな騒いでるんでしょ？」


「っ……！」


「でも大だい丈じよう夫ぶ！　ボク、ポルノ作家くんにもっと興味わいちゃった～」


　そう言って、香学さんは駆けてきた勢いそのままにぼくへと抱だきついてきた。またしても、彼女の胸の穏おだやかな膨ふくらみが当たってくる。仄ほのかに柔やわらかいその感かん触しよくに鼻の下を伸のばしかけていると……瞳ひとみをキラキラさせて彼女がこちらを見上げていることに気づいた。


　や、やっぱりかわいい……。


　そう思った瞬しゆん間かん、彼女は嬉き々きとして口を開く。


「ねぇ、今度……解かい剖ぼう、さ・せ・て[image: ]」


「嫌だから!!」


　即そく答とうで断った。


　女の子たちは急に現れた香学さんを見て困こん惑わくしている。香学さんはそれに気づくと「あとはボクが処置しちゃうから安心して～」と笑い、みんなに手を振ふった。


　彼女の無む邪じや気きな笑えみに女の子たちは戸と惑まどっていたが、やがて武器を引くと、みんな女子寮の中へと戻もどっていった。


　……助かった。香学さんには感謝しないとな……。


「ありがとう、香学さん。でも、さっきＧＰＳって言ってたけど……どういうこと？」


「まともウォッチングに仕込んでおいたんだ～。ほら、ボクたち一応エージェントだしね。あぁ、それとボクのことは気軽に創って呼んでいいよ～」


　彼女はこちらに笑みを見せると、ぼくの背中に回って楽しそうに「エロ解禁！」と叫び〝エロ禁止〟の紙を破っていた。


「……それじゃあ、創。ひとつ確かく認にんがあるんだけどさ……。ぼく、どう考えても秩ちつ序じよ派に襲おそわれてこんな目にあったんだよね？　なのにまともウォッチングは一度も鳴らなかったんだけど……この発明って、天才ばっかりいる学園で使ってもしょうがないんじゃないかな？」


「…………あっ！」


　創は、今やっと気づいたように顔を上げると「あははっ！　きみ、やっぱり頭いいね!!」とこちらを見ていた。


　……まぁ、そんなオチだろうと思ってたけどさ……。


「大丈夫だよ～。まともウォッチングにはワイヤーやＧＰＳも付いてるし、アラームを切ってつけておけば役に立つって！」


　創はそう言うとぼくの周りにばらまかれていたエロ本へ目をやり「きゃ～、ヘンターイ！」とひとりで楽しそうに騒さわいでいた。


　……しかし、油断した。秩序派との戦いはとっくに始まっていたんだ。まさか、こんな形でいきなり襲われるだなんて……。


「この戦い、ポルノ小説の才能じゃ勝てないかもしれない……」


　律が言っていた通り、もっとエージェントに適した才能を持つ人に任せた方がいい。ポルノ小説しか能がないぼくでは……学園を守れない。そう、思った。








　次の日。一時限目の授業が終わって休み時間になると、ぼくはすぐ英語の先生に会いに行く。


　教室を出て階段付近まで進むと、英語の先生と律がなにか話しているのが見えた。律は選せん択たく科目で英語をとっていないはずだが……。


「律、どうしたの？」


「丈途……。ちょっと英語で論文を書いててね。先生に聞きたいことがあったんだ」


「そっか。数学者も大変だね」


「それより丈途……女子寮での話は聞いたよ。やっぱり、特別科目のエージェントになったせいなのかい？」


「……うん。秩序派にやられちゃって……」


　ぼくの言葉を聞いた瞬間、英語の先生はこちらを向いて声を荒あらげる。


「丈途くん！　きみはどうしてそう不用心なんだ!!　昨日その軽すぎる口のせいで痛い目を見たばかりだろう!!」


「軽すぎる口のせい？」


「昨日きみは教室で堂々とエージェントの話をしたらしいな。そんな所で話せば、秩序派と繫つながりのある者に聞こえていても不思議ではないだろう!!」


「いや……むしろどうして先生がそれを知ってるんですか……？」


「私の情じよう報ほう網もうを甘く見るな！」


「でも先生、律なら大丈夫ですよ」


「そういう問題ではない！　エージェントたる者、たとえ家族にでも己おのれのことを話してはならないんだ!!」


「……もういいんです。ぼく、辞やめますから」


「なんだって……？」


「エージェント、辞めます」


「どういうことだ!?」


「ポルノ小説の才能でエージェントをするなんて……無理ですよ。誰だれか、もっとエージェントに適した才能の人を選んでください」


　先生はぼくの言葉を聞くと、大きく両手を挙げて「Oh! No!!」と叫さけぶ。


「……丈途、そうした方がいい。もう危ないことに首を突つっこまないでくれよ」


　律は心の底から安心したように、ぼくを見て微笑ほほえんでいた。








　お昼休みになると、ぼくは英語の先生と一いつ緒しよに水墨校長のいる隠かくし部屋へと向かう。


　部屋の中では校長が静かにお茶を飲んでいた。校長はぼくが目の前に立ってもゆっくりお茶を飲み続けるだけで、なにも話そうとはしない。


　校長から直々に頼たのまれたエージェントを断ることに後ろめたさを感じてはいたが……このまま黙だまっていても仕方ない。ぼくは思いきって口を開いた。


「水墨校長。ぼく……エージェントを辞めます」


　ぼくの言葉は聞こえていたはずだが、校長はなにも答えなかった。


　お茶を飲み終えた校長は静かに茶ちや筅せんを手に取り、茶ちや碗わんの中でかき回してお茶をたて始める。やがてお茶がたつと、自分の向かいに敷しいてあった座布団へ手を向け「まずは一服したまえ」と口を開いた。


　……え？　でもあのお茶、苦手なんだけどなぁ……。


　ぼくが躊躇ためらっていると、英語の先生が拳こぶしをバキバキと鳴らす音が聞こえる。


「ひぃっっ！」


　ぼくは慌あわてて座布団に腰こしをおろし、校長から茶碗を受け取って飲み始めた。口の中に広がる、渋しぶいお茶の味……。


　やっぱり……苦っっ！


　顔をしかめたままぼくが黙っていると、校長がこちらを見み据すえてくる。


「いくら良いいお茶をたてても、それを受け入れる者がいなければそのお茶は価値を失う……。丈途くんにとってこの学園に来る前の生活は、そのお茶のように周りから受け入れられず、寂さびしいものではなかったかね？」


「寂しいもの……」


　校長に言われ、昔を思い返してみた。視し姦かん作家……全自動性病……エロスファッカー……ついたあだ名は数知れず。書いている小説の内容が内容なだけに、中学では同じクラスというだけで泣き出す女子さえ出るほどの汚よごれ者であった。進学を機に新天地で人生を歩み直そうと思いこの閃学園に来て、律や蘭や来夏、それに謡江や……鳴唐さん。いろんな人に出会って、ぼくはありのままの自分で生きる楽しさを教えてもらった。


「きみがそのポルノ小説の才能を存分に発揮できる学校が、他ほかにあったかい？」


　校長はそう言いながら立ち上がると、部屋の隅すみに置いてあった身の丈たけほどある大筆を手に取る。そして近くにあったバケツに筆先をつけると、壁かべに向かって思いきり筆を動かし始めた。





『閃ひらめき』





　壁には、黒々とした墨すみでそう書かれていた。水墨校長が入学式のときにぼくたち新入生へ書いてみせた言葉……。


「閃学園の無む秩ちつ序じよは、すべてこの閃きのためにある。だからこそ、この学園を守るエージェントは閃きの力をもって守ってくれなければ意味がないと思っている。……丈途くん。きみの才能がなんであろうと関係ない。この学園に来て存分に発揮できるようになったその閃きで、学園の無秩序を守ってはくれないか？」


　水墨校長が力のこもった瞳ひとみを向けてくる……。そうだ。この人は私財を投じてこの学園を成り立たせている信念の人なのだ。校長ほどこの学園の無秩序を愛している人はいないだろう。そしてぼくはその無秩序に救われ、その無秩序のおかげで閃きの力がどれほど大切なものか教わった。


「水墨校長、弱気なこと言ってすみませんでした！　ぼくはこの学園を乱す秩序派を止めて──無秩序を守り抜ぬきます!!」


「よくぞ言ってくれた！　丈途くん、ありがとう!!」


　武骨で大きな校長の手が、ぼくの肩かたに力強く置かれる。その手から校長の熱い体温が、溢あふれる情熱が伝わってきた。


　ぼくは校長の向ける笑えみを受けながら、残っていた苦いお茶をすべて飲み干す。


　……いつか、このお茶をおいしいと思えるようになったらいいな。


　そんなことを考えながら、からになった茶碗を見つめていた。


「──どうやらミッションは続行するようだな。丈途くん。きみが真にエージェントとしてその使命をまっとうしようとするなら、覚えておくがいい。エージェントたる者……非情にならなければならない時が必ず来る!!」


　──ごくり。


　英語の先生が放つ言葉を前にぼくが呑のんだ生なま唾つばは、お茶の苦みで出たものではないだろう。先生が伝えようとするエージェントの厳しさ……。それがひしひしと伝わってきたからだ。


「本来なら創くんとツーマンセル二人一組で行動すべきだが……もうきみがエージェントであることは秩序派も知っている。信しん頼らいできる仲間を集め、ミッションを完かん遂すいしたまえ！」


[image: ]


「はい!!」


　英語の先生に向かって力強く答えるぼくを見て、水墨校長は満足げに微笑んでいた。


　ぼくは校長に目をやって少しはにかむと、すぐに立ち上がって隠し部屋の出口へと向かう。


「今から仲間を集めてきます！」


　そう言って、教室へ向かって駆かけ出した。


　──もうすぐ昼休みが終わる時間だ。今ならみんな教室にいるはず。みんなだったら……いつもなんだかんだ言ってぼくに力を貸してくれるみんなだったら……一いつ緒しよにエージェントとして学園を守ってくれる！


　三組の前に着くと、律と蘭が席に座っているのが見えた。つい声を上げそうになり、急いで口を押さえる。


　──三組の中に、秩序派と繫つながってる人がいるかもしれないんだった。


　昼休みの終りを前に、雑談を続けて楽しそうに笑っている生徒たち……。いつも通りの光景に見えるが──そうじゃない。今もここで、秩序派の野望が渦うず巻まいているかもしれないのだ。


「ぼくはこの学園を……守る！」


　意を決するようにして教室に入ると、律と蘭の手を引いて「ちょっとこっちに来てくれ!!」と廊ろう下かに出る。いきなりのことに声を失っているふたりをおいて、辺りに人ひと影かげがないかすぐ確かく認にんした。


　──よし！　誰だれもいない！


　ここなら秩序派から盗ぬすみ聞かれることもないだろう。


「ど、どうしたっていうんだい!?」


　律が目をしばたたかせてこちらを見ていた。ぼくは声をひそめ、そっと口を開く。


「この学園を守るために、ぼくに力を貸して欲しいんだ」


「……もしかして、エージェントの話かい？　でも丈途、それは辞やめるはずだろ？」


「水墨校長に言われて気づいたんだ。ぼく自身、閃学園の無秩序に救われたひとりなんだよ。だからこそ、その無秩序で手に入れた閃きの力で学園を守らなきゃいけないんだ！」


「まいったなぁ……。こうなった丈途は、もう僕がなにを言っても聞かないんだろうね」


　その言葉に迷わず頷うなずいたぼくを見て、律は仕方なさそうに笑うと「わかった。協力するよ」とつぶやく。


「あたし、その秩序派って人たちの存在をまったく感じないんだけど……そもそも校長の話、本当なの？」


　蘭がいぶかしげにこちらを見つめてきた。秩序派は水面下で活動しているのだ。みんなが知らないのも無理はないだろう。


　ぼくはポケットに手を入れ、一枚の写真を取り出す。英語の先生から渡わたされた、おかっぱ頭にハチマキをして丸まる眼鏡めがね姿で勉強する女生徒の写真だ。


「これが秩序派の特別講義を受けた生徒の末路さ」


「なにこれダッサ！　あたし、こんなの嫌いやよ!!」


「そうなりたくなければ、秩序派を止めるしかないんだ」


「そんな……」


　蘭は呆ぼう然ぜんと写真を眺ながめていたが、やがて我に返ると「……わかったわ。あたし、やる。もし妹たちがこんな風になったら……たえられないもの」とこちらへ目をやる。


　……ちなみに〝妹〟とは、蘭をお姉さまとして慕したう女子たちのことだ。百合ゆり少女の蘭らしい理由だが……助かる。


「ふたりとも、ありがとう！」


　ぼくは顔をほころばせてふたりを見つめた。


　──そのとき、教室の入口から誰かの視線を感じる。慌あわてて目を向けると、一眼レフのカメラを構えた女の子が立っていた。


「来夏……」


「どうやら面おも白しろそうな展開になってきたようだな。私もまぜてもらうぞ」


「あ、ありがとう……」


　仲間が増えてよかった……のかな？　目的は醜みにくい写真なんだろうけど……。


「──で、丈途。あたしたちは具体的になにをする……あっ！」


　蘭が、話している途と中ちゆうで廊下の先へ目をやる。誰か来てしまったのだろうか。ぼくも同じ方向へ目をやると、鳴唐さんがこちらに歩いてくるのが見えた。


「蘭さん。ちょうどよかった。これ、貸してもらった漫まん画が……」


　鳴唐さんが蘭のもとへ来て『百合と共に去りぬ』と題された漫画を渡す。


　……この本、鳴唐さんが前に言ってた「私のなにもかもが染しみついているから、これを私だと思って」だなんて過激な台詞せりふが書かれてた漫画だよな……。鳴唐さん、この本に毒されてないといいんだけど……。もし鳴唐さんがこんな過激な百合漫画に毒されてしまったら、蘭の思うつぼだ。同じ女子寮りようで寝ね泊とまりしているわけだし、それこそ一緒にお風ふ呂ろに入ってドキドキしながら互たがいの胸に手をそえて「吹音ちゃんの胸、小さくてかわいいわ」「蘭さんの胸ってふっくらしてて女の子らしくて……吹音、憧あこがれちゃう」とか言って少しだけ揉もみ合って互いに赤くなったり、下手したら一緒にベッドに入って「吹音ちゃん……ここをね、こうすると気持いいのよ」とか蘭が鳴唐さんの汚けがれを知らない腿ももの内に指を這はわせて得意の弾だん丸がんタッチで激しく責めて「やぁぁっ……！　吹音、吹音……壊こわれちゃうっっ!!」だなんて鳴唐さんが叫さけびながら潤うるんだ瞳ひとみで蘭のことを見つめて悦よろこびの表情を浮かべて──。


　……ぽたりぽたりと、床ゆかに紅い滴しずくが落ちていた。


　……あっ。思わず妄もう想そうして紅の聖書レツド・バイブルしちゃった……。


　周りに目をやると、律と蘭と来夏が呆あきれた顔をしてこちらを見つめていた。


「丈途くん大だい丈じよう夫ぶ!?　吹音、ティッシュ持ってるよ!?」


　鳴唐さんが急いでポケットに手を入れようとすると、蘭が黙だまって彼女の手を止め、首を横に振ふる。


「こんな馬ば鹿かほっといていいのよ。今、絶対にあたしの漫画を見て妄想してたんだから」


　不思議そうにする鳴唐さんの脇わきで、蘭がこちらに蔑さげすむような冷たい視線を送っていた。


　……そんな、ぼくが妄想したの前提で話を進められても……いや、したんだけどさ……。


　仕方がないのでぼくは自分のティッシュを使い、両鼻をふさぐ。


　そのときふと、後ろから女の子の声がした。


「……みんな集まって、どうしたの？」


　振り返ると、こちらをうかがうようにして立つ謡江がいた。ここに集まっているのは普ふ段だんからよく話すメンバーなので不自然ではないだろうが……廊ろう下かに五人でたまっていればさすがに目立つのだろう。


「実はさ──」


　謡江なら大丈夫だと思い、ぼくは事情を一通り説明した。すると謡江は一いつ瞬しゆんだけ鳴唐さんへ目をやると、次いで「私も参加するわ」と即そく答とうする。


「え!?　たいして考えもせずに……いいの!?」


「もう決めたの。やるわ。吹音さんはどうするの？」


「あっ……それが吹音……」


　鳴唐さんは、妙みように言いづらそうにこちらを見つめる。


　……やっぱり、鳴唐さんはこういう荒あら事ごとは嫌なのかな？


　無理に誘さそっているわけではないと伝えようとすると、彼女が先に口を開いた。


「実は吹音……映画の主演、やることにしたの」


　…………………………………………………………………………………………………………。


「えぇぇ!?」


　あまりのことに声を上げつつ、ぼくは頭が真っ白になっていた。絶対に断ると思っていたのに……どうして……？


　啞あ然ぜんとして鳴唐さんを見つめる中、ぼくはあのクロトという先せん輩ぱいを思い、不安が広がってゆくのを感じた。




３　わちゃめちゃアイドルグループ結成！







　　　♪♪♪『少女の決意』♪♪♪





　吹音が丈途を屋上に呼び出した日の放課後。吹音は教室でリードを見つめ、考えこんでいた。


　──丈途くんに応おう援えんしてもらってるんだから……がんばらなくちゃ！


　吹音は自分を励はげますように頷うなずくと、席から立ち上がる。


　ちょうど、同じタイミングで丈途も席から立っていた。まじわる吹音と丈途の視線……。


　丈途くん……。


　吹音はリードを握にぎりしめると、丈途に心配をかけないよう精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおを見せた。そして、これ以上迷わないよう一気に教室を駆かけ出る。


　目的は──映研だ。


　校舎を出て特別教室の集まった棟を目指す。その棟の一角に映画研究会が使用している部屋があった。


　吹音はついに決心したのだ。引っ込み思案な自分を変えるため、映画に主演することを。そして、もし本当に変われたら、そのときは──。


「丈途くんに吹音の気持、正直に伝えるの」


　吹音は自分に言い聞かせるようにつぶやくと、映研の扉とびらを開く。


　その瞬しゆん間かん、シャンデリアやふかふかの絨じゆう毯たんで彩いろどられた豪ごう奢しやな一室が目に飛びこむ。ただの部室には見えないほどの贅ぜいが尽つくされた所だった。


　部屋の奥に設置された大きなソファーに、クロトが座っているのが見える。彼は凝こった装そう飾しよくのティーカップを優ゆう雅がに口元へ運んでいた。


　クロトは吹音に気づくと「やぁ、よく来たね。待っていたよ」とソファーから立ち上がる。突とつ然ぜん部屋を訪ねてきた吹音を見ても、なぜか驚おどろいた様子がない。


　クロトの脇に、ビデオカメラを構えて吹音を撮とっている男がいた。まるで吹音が来ることを知っていたかのように狙ねらいすまして撮さつ影えいしている。


　吹音はふたりの様子を見て困こん惑わくしていた。


　……なにかおかしい……でも、でもここで逃にげたら吹音……変われない！


　吹音はポケットに入っているリードを握りしめると、勇気を振ふり絞しぼって大きな声を出す。


「吹音……映画に出ます！」


「ありがとう。こんなに嬉うれしいことはないよ。さっそく今後の予定を話し合おうじゃないか」


　クロトは微笑ほほえみ、自分が腰こしをおろしていたソファーへ吹音を案内して座らせた。そして自身は吹音の前にひざまずくと「この映画の成功を祈いのって」と、吹音の手を取る。次いで彼女の手の甲こうへ唇くちびるを近づけ──。


「クロトさん！」


　唐とう突とつに部屋の扉が開き、ひとりの男子生徒が入ってくる。だがその生徒はクロトの様子を見た途と端たん、慌あわてて「す、すみません！　取込み中でしたか……!!」と恐きよう縮しゆくしきって頭を何度もさげた。クロトに対して激しい畏おそれでも抱いだいているかのような態度だ。


　クロトはそんな男子生徒を射い貫ぬくような冷たい視線で見つめる。しかし、それは一いつ瞬しゆんのことだった。次の瞬間には「報告を頼たのむよ」といつも通りの声を出す。


　男子生徒は吹音に聞こえないよう、クロトのそばまで行って耳打ちをした。


「──例の特別講義、女子寮りようの前で開始しました──」


「そうか。計画通りだね。お疲つかれさま」


　クロトがねぎらうように言うと、男子生徒はすぐに部室を出ていってしまった。


　それを見届けたクロトは、再び吹音の前に向き直り、一礼する。


　ビデオカメラを構えた男はその様子を粛しゆく々しゆくと撮り続け、ただ影かげのようにして部室にいた。まるでこれが、映画の一シーンであるかのように……。


「吹音さん。ぼくと一いつ緒しよに素す晴ばらしい映画を撮りましょう。そしてこの撮影を通じて貴女あなたがより素敵な女性になれるよう、ぼくは全力を尽くします」


　吹音の瞳ひとみを真しん摯しに見つめながら、熱をこめて語るクロト。その姿は、心から映画を愛し、純じゆん粋すいに吹音を想おもっているかのようであった。


　……この人、いい人なのかも。吹音を変えるためにこんなに一いつ所しよ懸けん命めいになってくれて……。


　クロトの情熱をまのあたりにして、吹音は心を許し始めていた。なにかに打ちこむ人に悪い人はいない。そういう思いがあったからだ。


「クロトさん。吹音が主演する映画、どんな内容なの？」


「そうですね……。少女の奏かなでる美しいメロディーが腐ふ敗はいした学園を変えてゆく……そんな、心温まるヒューマンドラマですよ」


　そう言って微笑んだクロトの瞳には、なぜか冷たいものが宿っていた。





　　♪　　♪　　♪　　♪





　──ぷぷっ。ねぇ、屋上のアレ見た？


　──見た見た。変な生徒は見慣れてたけど、アレはケッサクよねぇ～。


　──なんかさぁ〝反省〟してるんだって！





　……どうしたのだろうか。朝から教室が騒さわがしいのはいつものことだが……みんな、妙みように浮うき立っている。


　不思議に思いながらも自分の席に向かうと、先に登校していた律が待っていたかのように話しかけてきた。


「丈途。さっそく秩ちつ序じよ派がやってくれたらしい」


「秩序派が？」


「とにかく屋上に行こう。どうもホームルームに出ている場合じゃなさそうだ」


「え？　それってどういう──」


「私も行こう。被ひ写しや体たいが呼んでいる」


　来夏がいつの間にかぼくの後ろに立っていた。


　被写体って……なんだ？


　けげんな顔をするぼくをおいて、律と来夏はさっさと歩き始めてしまった。


　そんなぼくらを少し離はなれた所から眺ながめていた蘭は……動かない。


　実は彼女、昨日エージェントになった直後、その場ですぐに辞やめたのだ。理由は単純に鳴唐さんである。映画出演の話を聞き「あたし、やっぱりエージェントを辞めて吹音ちゃんと映画に出る!!」とわめいたのが発ほつ端たんであった。


　まぁ……無理に誘さそうようなことでもないしね。


　ただ、クロト先せん輩ぱい……。彼の存在が気がかりだった。


『──きみは人見知りが激しくて気持をストレートに表せない今の自分……本当に好きかい？』


　クロト先輩が鳴唐さんにその台詞せりふを言ったとき、鳴唐さんは激しく動どう揺ようしていた。まるで、心の奥に隠かくしていたものを一直線に突つかれたかのようであった。


「シナリオの才能って……人の気持がわかるのかな？」


　同じ文筆業とはいえ、小説とシナリオでは作り方がまったく違ちがう。ゆえにぼくはいまだクロト先輩の力がよくわからなかった。それが心のどこかに引っかかっているのかもしれない。


「……気にしすぎかな」


　心の中に芽生えた不安を軽く笑って取り除くと、ぼくは律たちと一緒に先を急いだ。


　屋上に着くと、見み世せ物ものでも眺めるかのようにして笑っている生徒たちが目に入る。


　……秩序派、一体なにをしたんだ？


　人の合間をぬって先へ進むと、そこでは数人の男子が──〝反省〟していた。


　彼らは横一列に並び、立ったまま腰を曲げてベンチの背に片手をついている。その姿はまさに、猿さる回まわしでおこなう猿の反省ポーズだ。


「ど、どういうことなの!?」


　ぼくは思わず声を上げてしまった。


　よく見ると生徒たちの手足は縄なわでベンチに繫つながれ、反省ポーズのまま動けないよう固定されている。彼らの背中には〝反省〟と書かれた紙まで貼はってあった。


　この光景……なんか見覚えがあるな。──そうだ！　ぼくが〝エロ禁止〟って書かれた紙を貼られて正座させられていたときと同じタイプの仕打ちじゃないか!!


「ふははははっ！　ほふく前進やケンケンやうさぎ跳とびの天才たちで集まって学内クロスカントリーレースをしていたようだが……交通の邪じや魔まだからといって普ふ通つうに駆かけて注意しにきた秩序派に捕つかまった亀かめどもよ！　己おのれの遅おそさを嚙かみしめながらみんなの前にさらされるなど……醜みにくいぞ!!」


　突とつ然ぜん、連続的なフラッシュが辺りを包んだ。……確かく認にんするまでもない。来夏だ。


　……それにしても来夏、どうしてそんなことを知ってるんだよ。ある意味、とてつもなくエージェントの才能を感じる……。


「でも、ちょっと道を占せん領りようして遊んでたからってここまでするだなんて……秩序派、やりすぎだよ」


　秩序派の考えはあまりに極きよく端たんすぎる気がした。絵に描かいたような優等生でなければ認めないとでもいうのだろうか。みんな、いろんな考えを持って生きているというのに……。


　ぼくの横で、律がうなるようにして考えこんでいた。


「丈途の件といい……早く対応しないとまずいね。秩序派が本格的に動き始めたようだ。とにかく、この事件を解決するための数理モデルを作って計算を進めて──」


「おい丈途！　撮さつ影えいの邪魔だ！　少しは状じよう況きようを考えろ!!」


　真しん剣けんに事件のことを考えて話す律をよそに、来夏は目の前のシャッターチャンスに必死だった。


　……やっぱり、来夏をエージェントに加えたの……間ま違ちがいだったかな。


「ポルノ作家く～ん！」


　不意に、女の子の元気な声が聞こえる。辺りを見回すと、白衣の裾すそを引きずった創がこちらに駆けてきていた。


「英語の先生から秘密基地を借りたんだ！　まずはみんなとそこに行こう～!!」


「そっか、じゃあまずそこに……って、秘密基地ぃ!?」








　学園の敷しき地ちを囲む柵さくの周りには木々が茂しげっている。昼間でも太陽の光を遮さえぎって、どこか湿しめっぽい所だ。この辺りにわざわざ近づくような生徒などいないだろう。今のような──授業中なら特に！


「本当に大だい丈じよう夫ぶ!?　いくらエージェントだからって授業までさぼって……」


「大丈夫だよ～。ボク、授業に出なくてもだいたいできるから」


　そういう問題じゃない！　でも創……頭いいね!!


　ぼくは内心の突っこみを押し隠しつつ、後ろに目をやる。ぼくと創のあとからついてくる律と来夏と謡江……。みんなには悪いことをしてしまった。


　木々の合間をぬって少し歩くと、創はひとつの切株の前で止まる。


「えと、確かこれを九十度……」


　創は喋しやべりながら切株を少しだけ回した。すると──。


　ウィィィン……。


　機械音とともに、近くの木の幹が一部スライドする。そして、地下へと続く階段が姿を現した。


「これ……なに!?」


「秘密基地への階段だよ～」


「わかるけど……わかるけどさ……なんでこの学園、こんなのがたくさんあるんだよ!?」


　ぼくの声も虚むなしく、近くにいた律たちは苦笑いを浮うかべるだけであった。


　……ぼくもそろそろ、あきらめの境地に達した方がいいのかな……。


　みんなで階段をおりると、中の電気が自動でついた。そして壁かべ一面にはめこまれたテレビが姿を見せる。テレビには学内の様々な場所が映し出されていた。通学路や校舎、男子寮や女子寮でさえそこに映っている。


　……もし寮の廊ろう下かを風ふ呂ろ上あがりのラフな恰かつ好こうで歩く女子がいたら、ここから見られるな……。


　ぼくはふと、そんなことを考えながら「凄すごい設備だね」と声を漏もらしていた。


「……丈途。女子寮の廊下を眺ながめながら鼻の下を伸のばして言う台詞せりふじゃないぞ」


　──ギクッ!!


　律が、額に青筋を立ててこちらを見ていた。


「……女子寮の画面だけ、切っておきましょうね」


　謡江が、頰ほおを引きつらせながら喋る。


「はははっ！　このシステムさえあればいつどこで誰だれが醜いことをしているかリアルタイムでわかるぞ！　素す晴ばらしい!!」


　来夏が楽しそうにテレビ画面に見入っていた。


　……ぼくたち、ほんとまとまりがないな……。


　秘密基地は教室ほどの広さがあり、様々な機械類が配置されていた。ここを拠きよ点てんにすればエージェント活動がやりやすくなりそうだ。


　ぼくたちは部屋の中央に設置されていた机の前に集まると、さっそく話し合いを始める。


「丈途。秩ちつ序じよ派を止めるって言っても……そもそも、どうやって止めるつもりなんだい？」


　律の台詞に、ぼくはいきなりつまってしまう。これまで秩序派を止めると言ってはきたが、方法はまったく考えていなかった。これは秩序と無秩序の……言わば思想の戦いだ。もし力で止めたとしても、秩序派は考えを曲げないだろう。それでは本当の意味で学園の無秩序を守ったとは言えない。


「秩序派を止めるには、無秩序のよさを伝える必要があると思うんだ。とにかく、秩序派のボスに一度会って話す必要があると思う」


　ぼくの言葉を聞いて、来夏が鼻を鳴らす。


「そのボスが誰かわからないんだ。まずは情報収集が先決だな」


「でも、情報を得る糸口すらまったくないのが現状なんだよね……」


　ぼくの台詞でみんなが黙だまりこんでしまった。水墨校長たちですら有力な情報を集められなかったのだ。簡単にはいかないだろう。


　そんな中、律が机の上に置かれていた学園の地図を興味深げに見つめていた。


「……どうしたの？」


「この地図、秩序派が生徒を襲おそった場所と日時が書かれてるみたいだよ」


　よく見ると、地図には赤いバツ印と日時がセットになっていくつか記されていた。


　律は地図を手に取ると「まずはこの地図のデータをもとに、数学で秩序派の本ほん拠きよ地ちを計算してみよう」とこちらへ目をやる。


「計算って……数学でそんなことができるの!?」


「犯罪にはなんらかの規則性があるんだ。一見複雑な問題に見えることも、重要な要素にだけ着目してごく少数の主要変数に還かん元げんすることで計算は可能なのさ」


　……言ってる意味はわからないが……数学って凄いな……。


　律はさっそく白紙とペンを持つと、なにかつぶやきながら計算を始めた。


「──本拠地から近すぎる場所にはバッファゾーン緩衝地域を設けて人を襲わないはずだから──今まで人が襲われた地点から計算するに、最も秩序派の本拠地である可能性が高いゾーンは──」


　そのとき、紙の上を素早く走っていた律のペンが、止まった。


「女子寮だ！」


　その言葉を聞き、みんなが声を失う。……本拠地が女子寮って……それって──。


「秩序派のボスは、女子ってこと!?」


「その可能性はかなり高いね。構成員も女子が中心だろう」


　……ぼくは女子に襲われて、女子に自分の部屋のエッチな本をあさられて女子寮前に緊きん縛ばく放置されたの!?　い……いろんな意味で恥はずかしすぎるっっ!!


　ひとりで身み悶もだえしていると、来夏が考えるようにしてつぶやく。


「たとえ秩序派が本当に女子だったとしても、女子の誰かまではわからん。秩序派をおびき出して捕つかまえてから情報を吐はかせた方が確実だと思うぞ」


「おびき出すって……どうするの？」


　ぼくが聞くと、来夏はそのまま黙りこんでしまった。


「秩序派って……この学園の無秩序が嫌きらいな人たちなんでしょ？」


　謡江が、確かく認にんするような視線をこちらに送る。


「そうだね。校長が言うには、閃学園の無む茶ちや苦く茶ちやな校風に嫌いや気けがさした生徒たちってことだけど……」


「それなら、秩序派をおびき出すにはあの人たちが我が慢まんならないほどの──」


「「無秩序!!」」


　ぼくと謡江の声が、重なった。


「じゃあ謡江にアップテンポを歌ってもらって──げふっ、ごふっっ!!」


　ぼくは言葉の先をごまかすために思いっきりむせた。


　──だ、駄だ目めだ！　謡江にアップテンポを歌われたら……秩序派だけじゃなくてぼくたちも我慢ならない！　というか絶対にみんなぶっ倒たおれてしまう!!


「……丈途くん、どうしたの？」


　謡江が不思議そうにこちらを見つめていた。


　ぼくは「む、無秩序っぽい曲でも歌えば、秩序派が止めに来るかなぁと思って……」とつぶやき、なんとかうやむやにしようとする。


「ほう……。丈途にしては中々のことを言うな」


　ぼくの適当な台詞せりふに、来夏が感心したように頷うなずいていた。


「面おも白しろいアイデアね。そういう曲を歌うコンサートをするって大々的に宣伝すれば、秩序派は絶対に止めに来ると思うわ」


　謡江まで、ぼくの適当な言葉に乗り始めてしまった。


「……みんな、もうちょっと現実的な方法を考えようよ」


　律が苦笑いしながら、みんなの話を止めに入ってくれる。


　……よかった。適当に言ったアイデアがこのまま通ったらどうしようかと思った……。


　ぼくが安心していると、創が「ならボクの発明を使ってよ～」と言って部屋の奥へと進む。


　彼女の歩く先を見ると、白いシーツで隠かくされた大きな物が目に入った。


「この秘密基地、マッドサイエンティストっぽくて恰かつ好こういいから、ボクの研究所としても使おうと思ってね。発明を色々持ちこんだんだ～。本当はボクが世界を狂くるわすマッドサイエンティストになった暁あかつきに使おうと思ってた装置なんだけど──」


　そう言いつつ創がシーツを引くと、中から大人の身の丈たけほどある大型の機械が現れた。


「それ……なに？」


　ぼくの言葉に、創は意い気き揚よう々ようとして笑え顔がおを弾はじけさせる。


「巨きよ大だいホログラム再生装置だよ～！　ボクが世界に宣戦布告するとき、恰かつ好こよく登場するために作ったんだ～」


「世界に宣戦布告って……やめてくれよ！　秩序派より危険な存在じゃないか!!」


「えぇ～。でも、みんながボクの顔を見ただけで恐きよう怖ふに震ふるえ上がるんだよぉ～？」


　ぼくは創の顔を改めて見つめた。透すき通るような肌はだと日本人離ばなれした造形の中には、小こ柄がらな彼女ゆえの幼い愛らしさがある。


　……案外、変な人気が出ちゃったりして……。


　ぼくが頰ほおを緩ゆるめていると、創は首をかしげてこちらへ目をやる。


「……？　どうしたの??」


「創は愛あい嬌きようがありすぎるから……恐こわくはないかもしれないね」


　その言葉を聞いて彼女は不満げに呻うめくと、手で自分の眉まゆをつり上げて「創様のおでましだぞ！　世界を狂わすマッドサイエンティスト様だぞ!!」と、将来に向けて練習を始めてしまった。


「でかしたぞ、マッドサイエンティスト！　この装置で私の醜みにくい写真を再生しつつコンサートを盛り上げれば──目と耳に耐たえ難がたいカオスのできあがりだ!!」


　来夏は創が発明した装置の前に行き、大喜びで声を上げていた。


　目と耳に耐え難いカオスって……そりゃ、コンサートに加えて来夏の写真まで使ったら秩序派は怒おこりそうではあるけど……。


「──ではマッドサイエンティスト、こういうのはどうだ──」


　いつの間にか、来夏は創とふたりで勝手に相談を始めてしまった。


　……このふたりに任せて大だい丈じよう夫ぶかなぁ……。


　不安げに見つめていると、謡江がぼくの隣となりにそっと立つ。


「それにしても不思議ね……」


「え？」


「私、てっきり吹音さんもエージェントになると思ってたわ」


「それは……」


　──実は、ぼくも心のどこかで鳴唐さんは協力してくれると思っていた。クロト先せん輩ぱいが鳴唐さんに言った「今の自分……本当に好きかい？」という言葉が原因で、協力してくれなかったのだろうか。


「でも私……素す直なおに喜んでいいのよね？」


　謡江はそう言って、半歩だけこちらに近づく。たったそれだけで、ほとんど互たがいが触ふれ合いそうな距きよ離りになった。彼女の甘い香かおりが、ふわっと漂ただよってくる……。


「う、謡江──」


　喋しやべりかけて、言葉が止まった。彼女はそのキラキラとした瞳ひとみを潤うるませ、溢あふれそうになる想おもいをすんでのところでこらえるようにしてじっとぼくを見つめていたのだ。


　──ドキッ。


　彼女の瞳に、胸が高鳴った。やはり、謡江はかわいい。アイドルのような顔もそうだが……仕草のひとつひとつが女の子らしくて、かわいい。それに……いつもぼくのそばにいてくれる。彼女といつからこんなに親しくなったのか考えたとき──あの、手の怪け我がのことを思い出した。


　才能テストでぼくが倒たおれているとき、まだたいして親しくもなかったぼくを謡江は必死に助けてくれた。そのせいで、彼女は両手に包帯を巻くほどの大きな怪我をしてしまったのだ。こんなにぼくのためにがんばってくれる女の子が、他ほかにいるだろうか？　しかも謡江はファンクラブまであるほど男子に人気だというのに……。


「丈途くん。私が前に言ったこと、ちゃんと考えておいてね。その……本気で聞いたんだから」


　ほ、本気で!?


　──ドキッッ!!


　さっきとは別の意味で胸が高鳴った。今の台詞……おそらく鳴唐さんと自分のどちらが好きなのかはっきりして欲しいと聞いた、あの質問のことだ。あれが本気だったということは、謡江は本気でぼくのことを想っているということになる……。





　それ、告白じゃん!!





　呆ぼう然ぜんとするぼくに、謡江は頰を染めながら「一いつ緒しよにこの学園を守りましょうね」と声をかける。彼女は次いで恥はずかしさをごまかすように踵きびすを返すと、一気に部屋を駆かけ出てしまった。


　あとに残されたぼくはただ、謡江の言葉に衝しよう撃げきを受けて立ち尽つくすのみであった……。












　本部のデータベースから得た情報の中に、ひとりの男の写真があった。今回のミッションに関わる重要人物だろう。詳しい情報を得るため、俺はダウンタウンにある場末のバーへ向かうことにする。そこに、つき合いの長い情報屋がいるのだ。


　店の中に入ると、こんな場所に似つかわしくないアイドルのような顔をした女がカウンターの中にいた。シックなワンピースドレスに身を包み、ワンポイントたるハートのペンダントを揺らせた女。彼女はこの店の歌姫だ。しかしそれは表の顔で──実は、情報屋。


「今日はなにが知りたいの？」


　女はカウンターにバーボンを一杯出しながら言う。


　しかし俺はそれに手を出すことなく、すぐにカウンター裏へ回った。ちょうど今、店内に客はいない。当り前のように女の腿の内へ手をやると、ショーツの上からじらすように回し始めた。


「ちょっ……んんっ……なに？　いらついてるの？」


　俺がすぐ体を求めるときは決まっていらついているとき……。女はそんな俺の性格を知るほどにつき合いが長い。下手な恋人同士よりも互いのことを知っているだろう。だが、エージェントたる俺は自分の感情を言い当てられたことに余計いらついてしまった。女の股間に這わせていた五指をすべて動かし、同時に全体を責める。俺の指に翻弄されて波打つ女の股間……。煽られるようにして、段々と熱を帯びてくる。


「やあっ……！　はっ……お願い……やめ……」


　チリィィン、という音とともに店の扉が開く。俺が素早くカウンター下に隠れると、三名の男たちがカウンターに座って雑談を始めてしまった。


　……ちょうどいい。女は声がかれるのを気にして激しいセックスを好まない。今なら──嫌でも叫べまい。


　俺は女が愛想よく接客しているのを眺めつつ、手でグリグリと股間を押し上げる。女は会話の合間に「んっ……そうね。でも……あっ……」と、隠しきれない喘ぎをまじえていた。


　──ちょっと、いい加減にしてよ！


　女が小声で俺に話しかける。


　だが俺は気にせず、女の股間を集中して責め続けた。ショーツの両端を握ってわざと思いきり持ち上げて圧迫し、そのまま左右に揺らして布のザラついた感触で股間のすべてを愛撫する。


　──やぁっっ！　はんっ……あぁ……だ、駄目……。


　動かすごとにショーツは濡れ汚れている……。もう、染みが広がりすぎて使い物にならないほどだった。アイドルのような顔とは裏腹な、淫乱な姿。


　──駄目っ！　これ以上はもう……んくぅ……本気になっちゃう……あぁっ……!!


　女は快楽で接客に集中できなくなり、悦び浸りそうになる表情を押し殺しながらじっと立ち尽くしていた。


　……駄目押しだ。


　俺はショーツを股間にそって寄せて一本の布束にすると、ほとんど女が浮いてしまうほどに持ち上げ、激しく前後に揺らす。女はショーツに自重がかかっているせいでより強い責めを受け、その足はもう、まともに立てないほど震えていた。


　──はぐぅ……！　お、お願い……やあっ……!!　早く、用件を言って……。


　女の言葉を聞いて、そろそろお遊びをやめることにする。懐から一枚の写真を取り出し、女から見える位置に掲げた。


「この写真の男を調べてくれ」


　女は写真を手に取ると、カウンター下に隠してあったスキャナに読み取らせてどこかへ電話し始める。ほとんど二言三言で会話をすませた女は、すぐにしゃがんで俺と目を合わせてきた。


「その男……かなり危険って有名よ。今回ばっかりはひとりじゃなくて仲間も呼んだら──」


「わかってないな」


「……え？」


「秘密は、知っている者が少なければ少ないほど漏れない。単純な原理だ。それだけの仕事が俺に回ってくる。つまり──」


「今回も、ひとりでやるのね」


　女はため息をつくと、急に俺を抱きしめて熱いキスをする。


「お願い、死なないで。私、あなたのこと……」


　そこから先の台詞は、俺の熱いキスで封じた。












『廊ろう下かを走るな！』


　朝のホームルーム前、ぼくは校内で見かけ始めてもう何日目かになる貼はり紙を見てうんざりしていた。


「またか……。秩ちつ序じよ派、毎日こりもせずよくやるよ」


　言いながら、ぼくはいつものように貼り紙をはがす。ここ数日、至る所にこの紙が貼られ続けているのだ。


　だがそれよりも──。


「きゃあ～～！　またすべっちゃったわ!!」


　少し離はなれた所で、廊下に倒たおれている女子が見える。彼女の友達とおぼしき人が手を差しのべながら「もう廊下を走るのやめたら？」と呆あきれ顔で話しかけていた。


　──そう。実は今、学園の廊下がとてつもなくすべりやすくなっているのだ。貼り紙を見かけ始めた日からこうなのである。すぐに監かん視しカメラの映像を確かく認にんしたところ、おかっぱ頭の女子たちが夜中に学校へ現れて貼り紙を貼ったり廊下になにか塗ぬりたくったりしている姿が映っていた。


「油断も隙すきもないと言うか……。もう、一晩中交代でカメラを監視しないと駄目なのかなぁ」


　授業があるので秘密基地に行くのは放課後だけだったが……そうも言ってられない状じよう況きようである。ただ、廊下になにか塗っていた秩序派が全員女子だったことから、律が計算で弾はじき出した「秩序派の本ほん拠きよ地ちは女子寮りよう」という答がかなり高い確率で正しいとわかったことは収しゆう穫かくだった。……なぜか、英語の先生から渡わたされた秩序派の女子の写真と同じく、生徒の身元は確認できなかったが……。


「……ちょっと恐こわいな……。秩序派は絶対いるのに、自分の存在を完全に消して学園を少しずつ秩序に染めようとしてる……」


　──創、来夏、早くコンサートの準備を終わらせてくれ……。


　ぼくは心の中で強く願う。ふたりは今、秩序派をおびき出すコンサートを開くために準備を進めているのだ。なにもできない自分がもどかしい……。


「……丈途くん。また貼り紙があったのね」


　声のした方へ顔を向けると、謡江が不安そうにこちらを見つめていた。


「こんなことすぐに終わらせるよ」


　ぼくが安心させるように言うと、彼女は「うん……」とだけ頷うなずき、急にぎこちなくなってこちらを避さけるようにして去ってしまった。


「謡江……あの告白以来ずっとあんな感じだな……」


　ぼくと話さないというわけではないが、どうしても最後はぎこちなくなって話が終わってしまう。とはいえ、告白した後でも普ふ通つうに接するなどできるはずもないだろうが……。


　教室に入ると、窓まど際ぎわの席で一心に台本を読む鳴唐さんが目に入る。彼女は映画の主演をまっとうするため、暇ひまがあればずっと台本を読むようになっていた。そのせいで、最近はみんなとほとんど話さない。話しかけようにも、真しん剣けんに台本を読む彼女を見て気軽に声をかけられるはずもなかった。


「……がんばってね」


　ぼくはそっとつぶやくと、自分の席に座る。鳴唐さんが映画に出ることを素す直なおに喜べない自分がいたが、支えになると約束したのだ。応おう援えん……しなければならないだろう。


　……なんか、今のぼくって全部が中ちゆう途と半はん端ぱな感じだな……。


　秩序派との戦いも謡江の告白も鳴唐さんとの約束も……なにもかもが中途半端だ。時間だけがどんどん進み、焦あせりがつのってゆく……。


「とにかく、謡江にはいつまでに答を出すかちゃんと伝えないと、不安ばっかり感じさせて悪いよな……」


　──チャラララ～♪


　いきなり、携けい帯たい電でん話わが鳴り響ひびく。着信内容を見ると担当編集者からだった。亜希先生が教室に来るまでまだ時間はある。慌あわてて電話に出ると、嬉き々きとした声が響いてきた。


『──やりましたよ！　エージェントのポルノ、人気爆ばく発はつです!!』


「よ、よかった……。これで連れん載さいを続けられそうですね」


『もちろんですよ！　この調子でがんばってください!!』


　その後、担当はぼくに今後のスケジュールを説明して通話を終えた。


　……なぜだろう。仕事がうまくいってるのに、まったく嬉うれしくない……。


「ぼくも、ポルノのエージェントみたいに全部恰かつ好こよくこなせたらなぁ……」


　創からメールが来たのは、そんなときだった。


『放課後になったら、みんな急いで秘密基地に来てね～！』


　……やっと準備が整ったらしい。これで秩序派を止められる!!


　ぼくは笑えみをたたえて頷くと、まだ朝のホームルームすら始まっていないというのに、放課後のことで頭が一いつ杯ぱいになった。








　一日の授業が終わると、ぼくは急いでみんなに声をかけ、一いつ緒しよに秘密基地へ向かおうとする。しかし、来夏だけ姿が見えない。


　仕方がないので来夏をおいたまま秘密基地へ行くと、なぜか……大型バイクが置いてあった。


「……創、これってなに？」


「遠えん隔かく操作型バイクだよ～」


「遠隔操作型って……こんなの、なんの役に立つの？」


「特とく殊しゆバイクってエージェントっぽくて恰好いいでしょ？　それにね──」


「醜みにくい写真を、撮とり直す必要があるんだ」


　創の声にかぶせるようにして女の子の声がする。目を向けると、そこには黒のライダースーツに身を包んだ──来夏がいた。


　漆しつ黒こくのスーツは彼女の体に貼はりつくようにしてそのボディーラインを露あらわにしている。スレンダーで長い足も、くびれのはっきりとした腰こしも、なだらかに盛り上がった胸も……すべてが見える。彼女は背が高く美人なため、ライダースーツを完かん璧ぺきに着こなしていた。


　エ……エロかっこいい!!


　思わず、心の中で叫さけんでしまった。


「来夏、どうしてそんなサービス……じゃなくて、恰好をしてるの？」
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「ホログラム用のカメラで写真を撮り直す必要があるんでな。監かん視しカメラの映像を見て醜い瞬しゆん間かんが起こりそうな場所を探し、バイクですぐその場に向かって撮ろうと思うんだ」


　来夏の握にぎるカメラを見ると、いつもの物とは少し形が違ちがっていた。


「ボク、結構がんばったんだからね。ホログラムの撮り方は特殊だから、普通のカメラと同じ操作で撮れるよう疑ぎ似じホログラム用のカメラを作ったんだ～。それに合わせてホログラム再生装置もちょっと改造して……しかも、バイクの改造までしてたから時間がかかったんだよ～」


　創は言いながら、世界に宣戦布告するときに使うと言っていたホログラム再生装置をポンポンと叩たたいていた。


　……よくわからないが、この数日ずいぶん忙いそがしかったことだけはわかった。


「じゃあ、バイクには来夏ちゃんの他に誰だれが乗るか決めて～」


「え？　なんでバイクに他ほかの人まで乗る必要があるのさ??」


「そのバイクって一応は遠隔操作型なんだけど、時間がなかったからオートバランサーまではつけられなかったんだよねぇ。来夏ちゃんは写真を撮るからバランスとってる余よ裕ゆうがないし……誰か人力でバランサーやって～」


　じ、人力でバランサーって……。ここまでハイテク化しておいて、やけにローテクな……。


　周りに目をやると、律も謡江も自信なげに顔をそらしていた。この場にいる全員がバイクに乗ったことはないはずだ。自信がある者などいないだろう。


「ちなみに律くんには、バイクを遠隔操作する際の座標計算を担当して欲しいんだ～」


　……ということは、ぼくか謡江か……。


　その瞬間、謡江と目が合う。彼女は急に赤くなると、ぼくから顔を背そむけて気まずそうに黙だまりこんでしまった。


　……このままじゃ駄だ目めだよな。ちゃんと、謡江に伝えなきゃ。


「謡江！　バイクにはぼくが乗るよ。それとさ……謡江から言われたことはちゃんと考えてるから、秩ちつ序じよ派との戦いが終わるまでは待ってくれないかな？　エージェントはエージェントでさ、お互たがい楽しくやろう」


　その言葉を聞いて、謡江がはっとしたようにこちらを振ふり向く。そして「丈途くん……」とつぶやくと、はにかみながらも笑え顔がおを見せてくれた。


「うん。私、待つわ」


　彼女はまだ告白の答が不安なはずなのに、ぼくに気を遣つかわせまいとしてか笑顔を絶やさずこちらを見つめていた。


「──丈途、それじゃあ行くぞ！」


　来夏がいきなりぼくの襟えり首くびをつかんでバイクに向かい始める。


「え!?　来夏、ちょっ……」


　──ぼく、バイクの乗り方わからないんだけど！


「ねぇ！　バイクの練習をしてから写真を撮りに行こうよ!!」


「なにをまどろっこしいことを言ってる！　安心しろ！　私もバイクは初めてだ!!」


　来夏は自信満々で言い切ると、ぼくを強ごう引いんに運転席へとまたがらせ、自分は後部座席に座った。


　不意に背中へと密着してくる、ふたつの柔やわらかな膨ふくらみ……。ライダースーツごしの感かん触しよくゆえにいくらか服の硬かたさを感じるが、それでもなお柔らかいと思う来夏の膨らみ……。次いで彼女はぼくをギュッと抱だきしめ、そのしなやかな体を押しつけてきた。彼女の長い髪かみがぼくの肩かたに触ふれ、わずかなくすぐったさを感じる。


「ら、来夏……なにするの!?」


「こうしないと私が振り落とされるだろうが」


「や、でもこれは、なんて言うかさ……」


「ふたりとも～、無線だよ～」


　創がぼくと来夏の首に輪っかをかける。ハンズフリータイプの物らしく、輪っかにマイクと片耳用のイヤホンが付いていた。


「──あっ、丈途くん！　学園の端はしで周りをこそこそ確かく認にんしてる怪あやしい人がいる!!」


　謡江が、モニターを見ながら叫ぶ。


「では、ミッションスタートだな」


　来夏が静かに言った。


「了りよう解かいだよ～！」


　創が楽しそうな声とともになにかのボタンを押した。すると、突とつ然ぜんバイクの下の床ゆかが上じよう昇しようし始め……天てん井じようが、横にスライドする。


「な、なんでこんな仕し掛かけが!?」


　声を上げつつ周りを見ていると、バイクはあっという間に地上の林へと着いた。


『カオスお助け号……発っっ進～～!!』


　無線から創の声が聞こえると同時に、バイクが急加速を始める。


「なにそのネーミング～～～～～～～～～!!」


　体が吹ふっ飛びそうになりながら、ぼくは盛大に風を受けつつ叫さけんでいた。








「はぁ……はぁ……はぁ……」


　創と来夏の考えた作戦のおかげで、醜みにくい写真はたった一日で充じゆう分ぶんな量が集まった。だが、バイクの猛もうスピードを前にぼくはバランスをとるのに必死で、撮さつ影えい終しゆう了りようと同時に疲ひ労ろうで倒たおれそうになっていた。


　来夏はそんなぼくを気にもとめず、満足げにカメラを見つめている。


「これがホログラムで表示されるなんて、今からコンサートが待ち遠しいぞ」


　彼女は口の端はしを上げながらカメラを創に手て渡わたしていた。


　……来夏と色々撮とり回ったが、一番醜かったのは女の子同士が争う写真だ。理系の才能を持つ女子たちが「どちらがより臭くさい薬品を調合できるか」で二手に分かれ、薬品をぶちまけ合っていたのだ。発ほつ端たんは軽い言い争いだったようだが、いつの間にかみんな本気になり、臭さを歪ゆがんだ顔で耐たえながらその場でさらに臭い薬品を作っていた。互いに臭さで死にそうになりつつも相手を負かすために必死の形相で争いを続ける様は、一種の地じ獄ごく絵え図ずである。


　……ぼくも相当臭かったけどね……。


「あとは、どんなコンサートにするかね」


　謡江が考えるようにしてつぶやいていた。


「秩序派をおびき出すなら……やっぱりヘビーメタルかい？」


　律が首をかしげてこちらを見つめる。


　……確かに、秩序派が嫌いやがりそうな音楽ならヘビーメタル辺りだろう。だが、こんな大がかりな仕掛けで罠わなを張るのだ。もっと確実に秩序派を怒おこらせる方法があるならそれを取りたい。


　なにか他ほかにいい案はないものかみんなへと目をやる。謡江と視線が合ったとき、ふと、彼女のヘビメタファッションを想像してしまった。アイドルみたいにかわいい顔でごついシルバーアクセサリーと革かわジャン革パンを着こなす謡江……。カオスのエネルギーに溢あふれた声を、渾こん身しんのシャウトとともに聴ちよう衆しゆうへとぶちまける雄ゆう姿し。


　……うん。無いな。


　ひとりで納なつ得とくするように頷うなずいたそのとき、ぼくは来夏の撮った醜い写真の数々を思い出す。


　……あの写真に合わせてヘビメタをやるより、正せい攻こう法ほうで攻せめた方が組合せ的にはあり得ないというか……まさに無む秩ちつ序じよって感じかも……。


　ぼくは、自分の考えについ笑えみをこぼしてしまう。


　みんなの方を向くと、さっそく相談を持ちかけてみた。








「──みんな、準備はいいね？」


「ほ、本当にやるの……？」


　ぼくの言葉に、謡江の不安げな言葉が返ってくる。


　彼女は今──原色バリバリの桃もも色いろワンピースに身を包んでいた。ワンピースの裾すそは狙ねらったように短く、その美しい太ふと股ももを惜おしげもなく披ひ露ろうしている。八十年代アイドルを彷ほう彿ふつさせる、キュートでちょっとエッチな姿だ。


「なんだか学園祭みたいで楽しいね～」


　創が、あっけらかんと笑っていた。彼女も謡江と同じく八十年代アイドル風の恰かつ好こうだが、服の色は白だ。いつも白衣の裾を引きずっているせいか、丈の短い服を着るとクォーター独特の肌はだの白さが主張されて美び貌ぼうが際きわ立だつ。


「丈途！　本当にこれで私の醜い写真が活いきるんだろうな!?」


　ブラックカラーの衣装を着た来夏が、腰こしに手を当て額に青筋を立てていた。スレンダーな彼女がこの服を着ると、まるで最さい先せん端たんのファッションでも見ているような気分になる。ボディーラインのわかるライダースーツとは一味違ちがう、肌の見える露ろ出しゆつ度どの高い服……。彼女のしなやかな肢し体たいが色気とともに強調されていた。


　やっぱり……エロかっこいい！


「……で、なんで僕までやる必要があるんだ？」


　後ろから、怒いかりを押し殺した声が聞こえる。恐おそる恐る振ふり返ると、鮮あざやかなブルーのワンピースを着た──律がいた。中性的な顔立ちのうえ、ワンピースからのぞく足もすらっとしていて……本当に女の子のようだ。


「……ごめん。思った以上に似合ってた。なんか……ごめん」


「なんでそこで謝る!?」


「いや、一応これって無秩序なコンサートだから、ひとりくらい男がまじってた方がいいかなぁと思ったんだけど……」


「なら丈途がやればいいだろ!?」


「だってさ、律に荒あら事ごとは向かないだろ？」


　ぼくがそう言った瞬しゆん間かん、少し離はなれた所から歓かん声せいがわき上がった。


　──そろそろ時間だ。


「みんな、よろしく頼たのむね」


「丈途くん……本当に大だい丈じよう夫ぶ？」


　謡江がぼくを心配するように見つめている。


「大丈夫さ。秩序派の誰だれかひとりを捕つかまえるだけなんだからね。そしたら秘密基地に連れて行ってみんなで情報を聞き出せばいいんだから……謡江はステージに集中してくれ」


　そう言って笑うと、謡江は「うん！　私、最高のステージにするね!!」と笑みを返してくる。


　……よかった。もう、いつもの謡江だ。あのまま気まずかったら……嫌だもんな。


「じゃあ、ミッションスタートだよ～！」


　創の軽快な声とともに、陽気なポップスが流れ始める。みんなはそれを聞くと舞ぶ台たい裏うらからステージへと向かった。


　──ここは学園の中庭。前もって学園中に〝カオスコンサート〟と題したポスターを貼はり出して宣伝はすませておいた。コンサートの開始時刻は……一時限目の授業中だ。──そう。つまり今、ぼくたちは思いっきり授業をさぼってコンサートをやろうとしているのだ!!


　謡江が出演するということで、彼女のファンクラブも総出で授業をさぼりステージを見に来ていた。彼らがいればコンサートは充じゆう分ぶん盛り上がるだろう。


「「──Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ う・た・えっ！　Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ う・た・えっっ!!」」


　謡江がステージの中央に立つと、ファンクラブのメンバーが大だい歓かん声せいを上げる。ファンクラブのコスチュームたる背に謡江の顔がプリントされたピンクのハッピを着て、彼らは所ところ狭せましとステージ前に集まっていた。


　心強い応おう援えんだが……喉のどが張り裂さけんばかりの謡江コールを発する男たちは、見ていてちょっと引く。


　エージェントのメンバーがみんなの前に出そろうと、醜みにくい写真の疑ぎ似じホログラムがステージ全体を包むほどの巨きよ大だいさで表示され始めた。


　美術系の天才が、自作した好きな人の等身大フィギュアを溺でき愛あいしている写真。美女で知られるメイクの天才が、凄すさまじいすっぴん顔をさらした写真。カンニングの天才がカンニングの疑いで追試を受ける中、あまりに簡単な問題を自力で解いてしまった瞬間の写真……ステージ上では、醜い写真のホログラムが音楽に合わせて次々と切り替かわっている。


「……醜い写真がホログラムでこんなに大きく表示されると……さらに醜いな」


　ぼくは苦笑いすると、ステージ上にいるエージェントのメンバーへと目をやった。


「──みんな、今日は私たちのコンサートに来てくれてありがとう！」


　謡江がみんなに手を振ると、一際大きな歓声が上がる。


「私たち、今日がデビューだからメンバーを知らない人も多いと思うの。曲が始まる前に、ちょっとだけ自己紹しよう介かいさせてね。私はこのチームのリーダーを務める謡江です。今日は久しぶりにアップテンポを歌うから、すっごく楽しみにして来ました！」


　謡江に続くようにして、創が元気に声を上げた。


「ボク、いずれ世界を狂くるわすマッドサイエンティストになる創！　毎日コツコツと準備を進めてるから、ボクが世界を狂わすときはちゃんと恐きよう怖ふに震ふるえ上がってね!!」


　創のとんでもない自己紹介を流して、来夏がどすのきいた声を出す。


「お前ら、このコンサートの目玉は醜い写真だからな。私たちの方はいいから写真を見ろ！　写真を!!」


　明らかに聴ちよう衆しゆうへ喧けん嘩かを売っている来夏に隠かくれるようにして、律がぼそりと喋しやべった。


「僕……数学大好きな律です。こういうの恥はずかしいから……その……あんまり僕の方を見ないで!!」


　見ないでと言われれば余計に見たくなるのが人情。律は聴衆の視線を一身に集めてしまい、恥ずかしさで赤くなっていた。


　みんなの自己紹介が終わると、ぼくはステージ裏へ行ってマイクの受信機の前で待機する。今回の曲はアップテンポなので、謡江が曲の紹介を終えた瞬間に彼女のマイクを切る手はずになっていたのだ。


　……ごめん、謡江。すっごく楽しみにしてたらしいけど……でも、これも学園の無む秩ちつ序じよを守るためだから……。


　これだけ派手にやれば、秩序派は必ず怒おこるだろう。絶対になにか仕し掛かけてくるはずだ。


　──さぁみんな、楽しく盛り上げて秩序派をおびき出してくれ!!


「では聞いてください。私たちのデビュー曲『キレイに食べてね[image: ]』です」





　キレイに食べてね[image: ]


　ちょっと醜い胸むな元もとが　コンプレックスなの


　でもアナタになら　食べられてもいい


　ふたりだけの秘密のＧＡ－Ｉ－ＨＡ－ＫＵ


　醜い胸も醜いお口も　醜いアソコだって……


　全部全部　あげちゃう！


　だから　キレイに食べてね[image: ]


　たった今エッチな妄もう想そうで緩ゆるんでる　そのお口で





　ステージにいるみんなは、簡単な振ふり付つけだがかわいらしい踊おどりでリズムにのっていた。……とはいえ、各おの々おのずいぶん個性的な動きではある。


　来夏は表情を一いつ切さい変えず、淡たん々たんとかわいい振付けをこなしていた。


　律はキュートな踊りに戸と惑まどいながらもがんばってくれている。


　創は……いつもの元気なノリでステージを駆かけ回り、聴衆に手まで振ふっていた。


　そして──謡江。さすが学園のアイドルと言うべきか、動きひとつひとつに愛あい嬌きようがあって、しかも輝かがやいている。原色バリバリの桃もも色いろワンピースをものともせず着こなし、ステージでひとりだけ際きわ立だっていた。知らず、ぼくも謡江コールに参加しかけたほどだ。


　当然のごとく辺りは謡江コールが占しめていた……が、なぜかたまに「律っちゃ～ん！」という声がまじっていた。


　……律、人気あるんだ。しかも……アイドルとして！


　ぼくは苦く笑しようしかけたが……なんとなくみんなの気持もわかるので、中ちゆう途と半はん端ぱな表情のまま止まってしまう。


　……律、アイドルの恰かつ好こうが凄すごく似合ってるもんな。中性的な顔だし、肌はだも綺き麗れいだし……。あの恰好で「丈途……僕、アイドルとしてみんなの律になるんじゃなくて、ひとりの女の子としてきみだけの律になりたいんだ」なんて言われたら……不覚にも抱だきしめてしまいそうだ。そしてその薄うすい胸に手を這はわせて「あっ……んんぅ……丈途、こんな所で……」なんて頰ほおを染めさせて「ぼくだけの律になるんじゃなかったの？」と言いつつその柔やわらかい唇くちびるへ向けて──。


「って、なに本気で考えてるんだよぼくはっっ!!」


　危あやうく、妖あやしい世界に引きずりこまれるところだった。しかも……律っちゃんの魅み力りよくで!!


　ぼくは冷ひや汗あせを拭ぬぐうと、改めてみんなに目をやった。


　タイトルこそ秩序っぽく「キレイに～」と謳うたっているが、歌詞はどう聞いても無秩序にすることで秩序派を挑ちよう発はつしている。しかもあえてヘビメタでなく八十年代アイドル風の陽気な曲を歌うことで、来夏の醜みにくい写真との組合せの酷ひどさを強調し、ステージの無秩序ぶりをさらに高みへと持っていっていた。


　言うなればこれは──無秩序の歌、八十年代アイドル風!!


　生きつ粋すいの秩序派なら、我が慢まんならないだろう。


　……ちなみに、作詞はぼくである。


　ステージは歌が進むにつれてさらに加熱し、ついには謡江ファンクラブが踊りながら合の手を入れ始めた。





　キレイに食べてね[image: ]


　──もちろん！


　ちょっと醜いお尻しりが　コンプレックスなの


　──そんなことないカワイイお尻！


　でもアナタに見られるの……恥ずかしい


　──キレイに食べるよさぁさぁおいで!!





　……こういうの、オタ芸って言うのかな？


　客席の一番前を陣じん取どって、恰かつ幅ぷくのいいオールバックの男が全力で踊っていた。──ボスの才能を持つ、党とう野の総そう才さいだ。普ふ段だんはダブルのスーツを着てどこかの重じゆう鎮ちんのような雰ふん囲い気きを漂ただよわせている男だが──。


「こうやって見ると、面おも白しろい奴やつだな」


　とはいえオタ芸のおかげでこのコンサートのカオス度が上がっていることを思うと……悪いことばかりではないのかもしれない。


　でも総才……ボスの才能をこんなことに使うだなんて、とんっっでもない才能の無む駄だ遣づかいだな!!


　そのとき、総才がファンクラブの後ろで棒立ちしていた普通の生徒たちへ向け、声を張り上げた。


「お前ら、ここへなにをしに来たのだ!?」


　……へ？


「コンサートを楽しみに来たのではないのか!?　アイドルたちを崇あがめるために来たのではないのか!?　今、棒立ちで曲を聞いている者ども！　自分が恥はずかしいと思わないのか!!」


　い、いきなりなにを言うんだ……!?　そんなこと言われたって……。


「踊おどる阿あ呆ほうに見る阿呆、同じ阿呆なら──」


「「踊らにゃ損々!!」」


　謡江ファンクラブが一いつ斉せいに声を上げる。それにつられて、棒立ちしていた生徒たちが思わず踊り始めた。総才たちの振ふり付つけを追うようにして体を動かし、合の手をどうにかまねている。


「な……なんでみんな……」


　総才の言葉で、聴ちよう衆しゆうすべてが楽しそうにオタ芸を始めてしまった。


　ぼくはその様子を呆ぼう然ぜんと眺ながめながらも、みんなのあまりに楽しそうな顔を見て考えこんでしまう。


「……まさか、踊っていないぼくこそが阿呆なのか……？」


　試ためしに、そっと振付けだけまねをする。リズムにのって体を動かすと、心躍おどるものがあった。ついでに、合の手もまねしてみる。声を出すとすっきりして、気持がよかった。


　──良いい！


　ぼくはステージ裏で、総才たちと同じようにオタ芸を始めてしまった。


　た、楽しいぞ!!


「やっぱりコンサートは騒さわぐに限る──」


　言いかけた瞬しゆん間かん、校舎の方から駆けてくる大集団が目に入った。みんな怒いかり心しん頭とうの顔をしており、ステージを呑のみこまんばかりの勢いでこちらへ全力疾しつ走そうしている。


　──し、しまった！　オタ芸に夢中になってる間に……秩ちつ序じよ派が来ちゃった!!


　慌あわててステージ裏から出て客席の脇わきへと走る。


　く……総才のボスの才能にのせられてしまった……。ちょっと出で遅おくれちゃったかも……。


　改めて目の前の大集団を見つめた。まさかこんなに秩序派がいたとは……誰だれかひとりを捕つかまえなきゃ……。





「──異常な馬ば鹿かが作ったとしか思えない、その頭悪い歌を今すぐやめやがれ！　聞いてるだけで耳が腐くさる!!」


「──騒ぎたきゃ学園の外でやりなさいよ！　私だってさぼりたいけど……一応授業中でしょ!!」


「──って、そのホログラム、俺じゃん……。おい！　どういうことだよ!!」





　──そうか！　コンサートがあまりにカオスすぎて、普通の学園生まで怒おこらせちゃったんだ!!


「……よかった。あれが全員秩序派だったらどう逃にげようかと思った……」


　……でも、普通の生徒までまじってたら、誰が秩序派なのかわからないな……。


　困ってステージに目をやると、みんな平静を装ってコンサートを続けていた。そんなとき、急に無線が入る。


『──丈途！　ステージから見て右斜ななめ後方にいる眼鏡めがねの女、捕まえろ!!』


　来夏の声だった。実はみんなが持っているマイク、スイッチひとつで無線の送話口に切り替かえられるようになっていたのだ。


　言われた通りの方向を見ると、眼鏡をかけた三つ編みの女の子が〝消音装置〟と書かれたバットを振ふりかざしてこちらへ駆かけてきていた。眼鏡と三つ編み……確かにいかにも秩序派のような恰かつ好こうだが……。


「来夏、どうして秩序派だって言い切れるの？　勘かん違ちがいってことない??」


『写真家の目を舐なめるな！　いいから捕まえろ!!』


『──丈途、はやまるな！　ここで間ま違ちがった人を捕まえたらもう秩序派もだまされない確率が高い。もっと確実に見み極きわめてから──』


『私を信じろ!!』


　律の制止を無視した来夏の力強い台詞せりふで、反射的に体が動いていた。ぼくは眼鏡の女子へ向かって一直線に駆け抜ぬける。


　進みながら、ぼくはポケットに手を入れて野球ボールを取り出した。そして相手が近づいたとき、思いっきり振りかぶって投げつける。


　──ポスンッ！


　ボールは女の子に当たると、情けない音を立ててしぼんでしまった。だが──それでいい。


　女の子は突とつ然ぜんその場に崩くずれ落ちると、眠ねむりこんでしまった。


「さすが創だな。催さい眠みんガスもお手のものか……」


　ステージ上に目をやると、ぼくが女の子を捕まえたのを見てみんな逃げ始めていた。


　──今のうちにこの子を秘密基地まで運ばなきゃ！


　ぼくは女の子を抱かかえると、急いでその場を離はなれ始めた。








　椅い子すに座った状態で手足を縛しばられている女の子が、眼鏡の奥に潜ひそむ目を鋭するどくしてこちらを睨にらんでいる。どうやら生きつ粋すいの秩序派らしく、かたくなにぼくらの質問を突つっぱねていた。


「私、なにも喋しやべらないからね!!」


　仇かたきでも見るような目つきで声を荒あらげる女の子……。捕まえて秘密基地に連れてきたはいいが、ぼくらは行きづまってしまったようだ。


「この女……どうしようか？」


　来夏がカメラをいじりながらつぶやく。それを聞いた律と謡江が、戸と惑まどい気味に顔を合わせていた。


「彼女、簡単には口を割らなさそうだね……」


「そうね……ほんと、どうしようかしら……」


　律と謡江が悩なやむ中、創がなんでもないように声を上げる。


「解かい剖ぼう──」


「二度と喋れなくなるから!!」


　ぼくは創の口を慌ててふさいでいた。


　……ほんと、創って無む邪じや気きなマッドサイエンティストだよな……。


　律はしばらくなにか考えていたが「秩序派ならあれを持ってるはずだよね？　確かく認にんしよう」と言い、女の子のポケットに手を入れて生徒手帳を取り出す。


　だが中身を確認した律は、大きなため息をつくばかりであった。


「……校訓が書きかえられてるね。偽にせの生徒手帳だ。この子、完全に秩序派だけど……秩序派に繫つながる情報は生徒手帳に書かれてなかったよ」


　律は言いながら生徒手帳を自分のポケットにしまっていた。


　──パシャッ。


「ここはエージェントらしく拷ごう問もんがいいんじゃないか？」


　来夏はカメラでみんなを試し撮どりしつつ、淡たん々たんと口にしていた。


　ご、拷問って……いや、でも……そうでもしないと喋ってくれそうにはないけど……。


『──エージェントたる者……非情にならなければならない時が必ず来る!!』


　英語の先生の言葉が、頭をよぎる。


　……そうだ。ぼくは閃学園の無む秩ちつ序じよを守るため、心を鬼おににしなければならない。せっかく捕つかまえた秩序派の生徒に甘くして学園を救えないだなんて、そんなの……エージェントじゃない!!


　ぼくは一歩前に出ると、女の子を見み据すえる。


「な、なによ……そんな恐こわい顔したって、秩序派のことは喋らないからね。だいたいポルノ作家なんかになにが──」


「今すべてを吐はけば、きみは苦痛を味わわないですむ」


　ぼくの静かな声に、女の子が息を呑のんだ。台詞にこめられた決意を感じ取ったのかもしれない。だが女の子はまだ抵てい抗こうするかのように「ふんっ」と鼻を鳴らすのみだった。


　ぼくはもう一歩、前に出る。


「丈途くん……？」


　謡江が不安そうにぼくのそばへ駆け寄ってきた。


　しかしぼくは彼女を手で制し、女の子を見据え続ける。


「……これが最後の警告だよ。今すべてを吐けば、きみは苦痛を味わうことなく解放される」


「……っ！　言うじゃない！　やれるものならやってみなさいよ!!」


　女の子は完全に開きなおってぼくを睨み返していた。


　……仕方ない。ぼくはこの学園を守るため──非情になる!!


　その瞬しゆん間かん、ぼくは目をつぶり、彼女をこれから襲おそうであろう苦痛を想おもった。












　情報屋から教えてもらった男の周囲を探っているうちに、ある組織にたどり着いた。しかしあまりにガードの堅い組織だったため、幹部の娘に近づくことに決める。外国暮しのためか、護衛もついていないようなのだ。


「あんたみたいな礼儀知らずの男に、なにも教えるもんですか!!」


　……捕まえた女は、宗教色の強いお堅い学校の生徒だった。黒ベースの長袖セーラー服に身を包み、インテリ眼鏡をかけて三つ編みをしているその姿は、いかにも真面目で勝気そうに見える。だがしょせん、子供。


「さて、礼儀知らずには教えられないと言われたわけだが……レディーに対する礼儀を示せば、教えて頂けるわけだ」


　俺はいきなり女の唇にキスをする。ぷっくりと膨れた弾力ある感触が伝わってきた。若さの特権のような感触……。子供相手だからといって、悪いことばかりではないらしい。


　女は突然のキスに動揺したのだろう。急にしどろもどろになって声を上げる。


「こ……こんなの、神への冒瀆よ！　赦されるとでも──」


「生憎と俺は無神論者でね。見たことないんだ……神様って奴をな」


　そう言うと、セーラー服の上から女の胸に手を這わせる。張りがあるとかないとかまだ言えぬ、膨らみかけの胸……。その幼さを微笑ましく思いながら、俺は胸を軽く押しつつ手を回す。


「なっっ！　こんな……んんぅ……」


　女は未知の感覚に襲われたかのように呆然とし、息を呑んで俺の手を見つめていた。


「本当の拷問はこんなもんじゃない。だがこれから素晴しいレディーに成長するであろうきみには、レディーに対する礼儀をもって拷問しよう」


　俺は言うなり長いスカートをたくし上げ、純白のショーツに目をとめる。そこへ手を当てると、ゆっくり押し上げるようにして揉み始めた。女の温かで柔らかな股間の手触りが、白い布越しに伝わってくる。


「あんっ……な、なにこれ……？　わ、私……んっ……」


　初めての快楽に戸惑っているのだろうか。身をよじって悶えたせいでずれ始めている自身の眼鏡も気にせず、女は潤んだ瞳でこちらを見つめている。


「くうっ……べ、べつにあんたの汚らしい手で……あはぁっ……か、感じてるわけじゃないんだから……やっ……！」


「そうか、すまなかったな。ではもっとがんばらなくてはいけない」


　俺はさきほどより丹念に女の腿の内を揉み始める。ショーツ越しでもわかるその股間の形に合わせ、そっと縁を撫でるようにし、窪みの奥へと指を突き立てた。段々とショーツは濡れ始め、女の喘ぎにも余裕がなくなってくる。


「んくっ……！　はぁっ、あっ……なによ、こんなの……ひあっ……！」


　もう、充分ショーツが濡れた頃だろう。


　俺は女のあごに手を這わせると、そっと視線を股間へ向けさせた。己の濡れたショーツを見た女は、絶句して震え始める。


「私……もうお嫁に行けない……」


　その瞬間、女は泣き崩れてしまった。


　──拷問、成功だ。俺は女の耳元に口を寄せると「さぁ、早く話すんだ」とささやく。


「私、あんな人の娘なんかに生まれるんじゃなかった……こんな男に襲われて……。話すから、もう消えて……」


　女の嗚咽は、無駄な抵抗をしてしまったことへの後悔にまみれていた。












　……ぽたり……ぽたり……ぽたり。


　床ゆかに、紅あかい滴しずくが落ちていた。どうやら思わず紅の聖書レツド・バイブルしてしまったらしい。


　そんな中──。


「嫌いやぁぁぁぁ!!　やめてぇぇぇ!!」


　秩ちつ序じよ派の女子が苦痛に顔を歪ゆがませ、涙なみだを流していた。


　──そう、精神的苦痛。秩序を重んじる者が、自分をモチーフにした淫みだらな妄もう想そうを目の前で話されれば……その痛みは計り知れない!!


　女の子は嗚咽を漏もらしつつ「ごめんなさい……喋しやべります……喋りますからやめてください」と何度も繰くり返していた。


「拷問……成功ね。成功したからなにも言わないけど……でも……答を待ってる女の子の前で、普ふ通つうこういうことする？」


　謡江が、頰ほおを引きつらせながらこちらを見ていた。


　……言われてみれば、自分に告白してくれた子の前でその答を言う前にこういうことをするのは……あり得ないかもしれない。


「その……ぼくはエージェントとして仕方なくこの拷問をやっただけで、決して趣しゆ味みだとかデリカシーがないとかじゃなくて──」


「秩序派の中心は……映研メンバーなんです」


　女の子の言葉に、一いつ瞬しゆん、みんなが固まる。


「え、映研って……あそこって、確か今──」


「吹音さんがいるところ……ね」


　ぼくの言葉にかぶせるようにして謡江が驚おどろきの声を漏らしていた。彼女は次いで、はっとしたようにこちらをうかがう。


　ぼくは、血の気が引いていくのを感じていた。


　鳴唐さんが……鳴唐さんが秩序派と一いつ緒しよにいる……そ、そんな……。


「……多分、秩序派はクロト先せん輩ぱいを中心に動いてるんだと思います……」


　秩序派の女子が漏らす言葉を聞いたとき、ぼくは反射的に足を踏ふみ出していた。


　──あの先輩が黒幕だったのか!!


　すぐに階段の前にたどり着くと、そのまま脇わき目めも振ふらず駆かけ上がる。


「──おかしいな。計算だと女子寮りように本ほん拠きよ地ちがあるのに……映研が……」


　後ろから、律の考えるような声が響ひびいていた。


　だが、そんなことは関係ない。鳴唐さんは今──学園の敵と一緒にいるんだ!!








　秘密基地の周りにある林を抜ぬけ、舗ほ装そうされた道をひたすらに走っていた。特別教室の集まった棟むね……。その一角に、映画研究会の使う部屋がある。


　みんなが後ろからついてきているかどうかわからない。振り返って確かく認にんする余裕もなかった。


　──早く、早く行かなきゃ!!


　ぼくはさらに駆ける速度を上げる。息が切れて体がどんどん重くなるのを無視してひた走った。


　やっと映研が使う部屋の前に着くと、急いで扉とびらを開ける。すると──鳴唐さんが見えた。蘭とふたりで、台本を片手になにかの台詞せりふを言い合っている。ふたりはぼくに気づいた瞬しゆん間かん、ぽかんと口を開けてこちらに見入っていた。


　──よかった！　無事だった!!


　ぼくの後から何人かの足音が近づき、映研の部屋に入って止まった。エージェントのみんなだろう。しかしぼくはそれを確認することなく、ある一点に視線が釘くぎ付づけになっていた。


　奥のソファーに座ったままぼくを見て微笑ほほえむ、クロト先輩だ！


「クロト先輩！　あなたが秩序派の黒幕だったんですか!?」


「……黒幕だなんて言い方はやめて欲しいな。まるでぼくが悪者みたいじゃないか」


　先輩は動じた様子もなく言い放っていた。むしろ、その声こわ音ねからは余裕すら感じてしまう。


　ふと、彼のそばにカメラマンが立っていることに気づいた。……なぜか、ぼくのことをじっと撮とり続けている。まるで映画でも撮さつ影えいしているかのように粛しゆく々しゆくとした態度だ。部屋にいる何人かの映研メンバーも、カメラマンと同じく粛々として動かない。すべてをクロト先輩に任せているかのようであった。


「しかし……丈途くん。こんなに早くここまでたどり着くとは計算外だったよ。ぼくがシナリオで決めた尺を勝手に変えてもらっては困るね。映画が無む茶ちや苦く茶ちやになってしまうじゃないか」


「なにをわけのわからないことを言ってるんですか！」


「ふっ……誉ほめてるんだよ。きみのキャラクターやこの学園の背景……様々な要素を考えた上でぼくが決めたシナリオを、ごくわずかではあるが逸いつ脱だつしたんだからね」


「シナリオって……」


「この学園に秩序をもたらすためのシナリオさ」


「いくら学園の無秩序に嫌いや気けがさしたからって……そんなことで他ほかの生徒まで巻きこむんですか!!」


　ぼくとクロト先輩の会話に、鳴唐さんと蘭が戸と惑まどっていた。ふたりはまだ事情を知らないらしい。


「そんなこと……か」


　クロト先輩は軽く笑うと、ソファーから立ち上がって鳴唐さんの横へ行く。


「丈途くん。きみはこの学園の価値を考えたことがあるかい？」


「……価値？」


「この学園にいる生徒はみんな天才だ。きちんと組織だって動けば大きな力を発揮できる。くだらないコンサートのために発明をしたり笑える作詞をするなんて──才能の無む駄だ遣づかいだ!!」


　さ、才能の無駄遣いって……。


「校訓たる『閃ひらめきを信じろ・感性を信じろ・我が道をゆけ』という言葉……本当に、学園生のためになっていると思うかい？　きみたちみたいな才能の無駄遣いをする生徒たちに、本当に未来があると思うかい？」


「ぼくはこの学園に来て、やっと自分らしくいられるようになったんです！　この学園の無秩序に救われたひとりなんです！　だから学園の無秩序を乱す秩序派は……絶対に止める!!」


「まるで正義の味方気取りだね。だがきみの言葉はずいぶんと自己中心的だ。そもそも、真まことの正義とはなんだね？　多くの人の幸せを考えて動く……それが正義ではないのかね？　みんなに未来ある正しき道を示し、この学園の真価を発揮させる……それこそ、我々秩序派の考える正義なのさ」


「みんな好きなように学園生活を送ったらいいじゃないですか！　真価を発揮とかなんとか……そんなの、関係ないでしょ!!」


「……学園の真価を発揮した先に、さらなる未来がある。今のきみには想像もできないような大きなことを成しとげられる。だが……どうやらきみとはわかり合えないようだね。いいだろう。では──勝負だ」


　クロト先輩は静かに言い放つとこちらを正面にとらえ、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみでぼくを鋭するどく見み据すえる。


「秩序と無秩序……主流の思想となって学園に根付いた方が勝ちだ。互たがいに物語に関かかわる者として、この戦いを物語に見立て、己おのれの知略を尽つくして戦おうじゃないか」


「思想を広めるための頭脳戦ってわけですか……わかりました。ぼくは学園のエージェントとして、秩序派を絶対に止めます！」


　クロト先せん輩ぱいの視線に対たい抗こうするかのように、ぼくも先輩を正面から見据える。


　先輩とぼくの視線が、互いに一歩も譲ゆずらぬ鋭さをもってかち合った。


「先輩。戦いを始める前に、そろそろ本当の名前を教えたらどうです？」


「言ったはずだ。名のってもしょうがないのさ。ぼくはクロト。この名はいずれ世界を席せつ巻けんする。本名など価値はないさ」


「……そうですか。ならこれからはお望み通り〝クロト〟と呼び捨てで言いますよ」


「ふっ……きみも中々言うね。ではどちらがハッピーエンドをつかめるか……勝負を始めよう」


　クロトはそう言うと、優ゆう雅がに鳴唐さんの前へひざまずき、一礼する。


　ど……どういうことだ!?　勝負を始めるって言って──。


「吹音さん。貴女あなたにはまだお話ししていないことがありました。今までの会話である程度はおわかりかと思いますが……ぼくは秩序派という派は閥ばつを立ち上げ、この学園に秩序をもたらして皆みなを正しき道へ導こうとしておりました」


「正しき道……？」


「はい。その理想実現のため、吹音さんのお力をお借りしたいと考えておりました。貴女の奏かなでる美しいメロディーで、この腐ふ敗はいした学園を輝かがやけるものに変えたかったのです。実は……それこそが今、貴女が読んでいる台本に記された──吹音さん主演のヒューマンドラマなのです！」


　な……なんだって!?　クロトは映画の撮さつ影えいじゃなくて、秩序派の目的を達成するために鳴唐さんに主演を頼たのんでたっていうのか!?


「……え？　それじゃあ、あなた吹音のことだましてたの……？」


「だますだなんて畏おそれ多い。しかし真実の一部を黙だまっていたことは認めます。……すみません」


「……吹音、そんな人……嫌きらい。そんな人と一いつ緒しよになんて……いられない」


「そうですか……。しかし『そんな人』と言うのであれば、丈途くんもそうでしょう」


　──ドクン。


　クロトのその言葉を聞いたとき、なぜか嫌いやな予感がした。確信に満ちたクロトの態度……それが、不安をよりつのらせてゆく。


「丈途くん、自分から言ったらどうかね？」


　──ドクンッ。


　クロトは立ち上がり、こちらを見つめる。その口の端はしが、わずかに上がった気がした。


「……言うつもりがないなら、ぼくから言うしかないね」


　──ドクンッッ。


「きみ、ポルノ小説が恋れん愛あい小説だなんて、よくも言えたものだね」


　───────────────────────────────────────!!


　まるで、断罪されているかのような気分だった。


　今まで……鳴唐さんと出会って、ずっと隠かくし続けていたこと。クロトはそれをあざ笑うかのように、たった今、この場で暴ばく露ろしようとしている!!


「──っっ!!　クロ──」


「吹音さん。ポルノ小説とは、性的興味をそそるような描びよう写しやをした文学……。つまり、女性を淫みだらな目で見つめ、よりによってそれを物語として記すものなんです！　丈途くんはそれを生業なりわいとしている男なんですよ!!」


　あぁ…………。


　終わった。


　そう、思った。


「……丈途くん。本当なの……？」


　こちらを見つめる鳴唐さんの瞳には、まだ言われたことを受け入れられないかのように不安が満ちていた。彼女のあんな顔……見たくない。だけどもう……どうしようもない。


　ぼくは力なく首を縦に振ふると、うつむいたまま黙りこんでしまった。
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「そんな……丈途くん……。ねぇ、噓うそでしょ……？」


　鳴唐さんのむせび泣く声が流れ始めた。それは段々と大きくなり、いつの間にか辺りには彼女の嗚咽おえつだけが響ひびいていた。


　……駄だ目めだ。とても顔を上げられない。この場から、今すぐにでも消えてしまいたい……。


「きみのようなエロ作家は……吹音さんにふさわしくない！」


　クロトは刑けいを告げるかのように言い切る。その強い口調に、しかし本当のことを今まで黙っていたぼくは、なにも言い返せなかった。


「丈途のことは……その、みんな気づいてたし、噓をついてたってほどでもないんだよ？」


　律が、鳴唐さんに向かって遠えん慮りよがちに言う。


「まぁ、気づいてなかったのは鳴唐だけだからな。噓かと言えば微び妙みようだ」


　来夏が頷うなずきながら喋しやべる。


「ポルノ作家くん面おも白しろいよ～？　なんで泣くのぉ??」


　創が不思議そうに首をひねる。


「あたしですら言わなかったことを……あんた、ある意味凄すごいわ」


　蘭が、呆ぼう然ぜんとクロトを見つめていた。


　……みんな、気を遣つかって色々言ってくれてるのはありがたいんだけど……残念ながら、まったくフォローになってないよ……。


「吹音……丈途くんがそんな人だったなんて……吹音……」


「吹音さん！　あなた、いっつも丈途くんのそばにいたのに……そんなことで気持がぐらついちゃうの!?」


　謡江が鳴唐さんに向かって声を荒あらげていた。その勢いで、彼女のハートのペンダントが揺ゆれる。


「だって吹音……女の人をそんな風に見てる男の子……嫌いやっっっ!!」


　鳴唐さんはそう言うと、こちらに背を向けて本格的に泣き始めてしまった。


　あぁ……もう、完全に終わった……。


「ちょっと吹音さん！　それは言いすぎよ!!　そりゃ、丈途くんの書いてる話はかなりエッチだけど……丈途くんだって本気で作家をやってるんだから──」


「嫌なの!!　吹音、そういうの嫌だし……丈途くんだから……だから、もっと嫌なのっっ!!」


「なんなの!?　吹音さん、あんなに丈途くんのこと想おもってたのにこんなことで拒きよ絶ぜつして……。私、少しでもあなたのことをライバルだなんて思ってたの……馬ば鹿かみたい!!」


　謡江は叫さけぶと、怒おこったように「丈途くん、もう帰りましょ！　帰って作戦会議よ!!」とぼくの腕うでを取る。


　……鳴唐さん。


　泣き続ける鳴唐さんは、あえてぼくと目を合わせないかのようにずっと背を向けたままであった。


　そんな彼女のそばに、クロトが立つ。そして慰なぐさめるかのように優やさしくその肩かたを抱だいていた。


「吹音さん。ぼくと一緒にこの腐ふ敗はいした学園を変えましょう。そして、丈途くんのような無む秩ちつ序じよ派が起こすこのような悲しみを、ともに学園からなくそうではありませんか」


　次いでクロトはこちらへ目を向けると、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみで、じっとぼくを見み据すえてくる。


「さぁ、戦いはもう始まっている。作家らしく、読者のぼくを楽しませてくれよ？」


　そう言って微笑ほほえんだクロトを見て、ぼくはとんでもない奴やつを敵に回してしまったことを悟さとった。




４　才能封印!?　妄想を奪われた丈途







　クロトから宣戦布告を受けてすぐ秘密基地に戻もどったぼくたちは、さっそく作戦会議を始めようと机を囲んでいた。すべてはこれから始まるのだが……ぼくは、すでにすべてが終わったかのように机に突つっ伏ぷしていた。


「ついにばれたな」


　来夏が机の上でカメラを点検しながら口にする。


「むしろはじめからわかってたことだけど……鳴唐さんが純じゆん粋すいすぎたんだよ」


　律が、助け船を出すような口調で全然助けていないことを言う。


「ポルノ作家くんは今まで通りヘンタイでいいと思うよ～」


　創が元気に声を上げていた。


「丈途くんがエッチなのは前からわかってたことじゃない！　もう、吹音さんったらなんなの!!」


　謡江が眉まゆを逆立てて声を張っている。


　……こうやって聞いてると、自分が本当に駄だ目めな奴に思えてくるな……。


「……ぼく……ぼく……」


　言葉にならない声で呻うめいていると、来夏が一枚の写真を取り出して眺ながめていることに気づく。この秘密基地で秩序派の女の子を問いただしているときの写真だ。女の子を中心に撮とられており、その後ろで創が彼女を解かい剖ぼうしようと大おお鉈なたを振ふり上げてよろついていた。そんな危なっかしい創を必死に止めようと、謡江が慌あわてて駆かけている。律はいつも通りの冷静さで女の子の持つ偽にせの生徒手帳を没ぼつ収しゆうし、ポケットに入れていた。


　来夏はぼくの視線に気づき、思い出したように説明を始める。


「お前ら秩序派の黒幕がわかったとき、秘密基地の存在を知ってる女をおいてそのまま出たからな。ちゃんと口止めしてから帰しておいたぞ。『お前が仲間を裏切った証しよう拠こ写真はきちんと撮ってある。ユダ裏切り者であることをばらされたくなければ、今日のことは黙だまっていろ』とな」


　……手て抜ぬかりないな。というか来夏……凄すごい。ほんと、エージェントとしての才能を感じる。


「この写真は後で携けい帯たい電でん話わのデジタルカメラに撮り直して、お前らにも送信しよう。重要な証拠をひとりで持っていると、私になにかあったとき困るからな。それにユダが生まれる瞬しゆん間かんの写真を撮れる機会は中々あるものではない。記念にもなるだろう」


　なんの記念だよ……。


「そういえば、ユダは『最さい後ごの晩ばん餐さん』という絵でも有名で、あれは構図で裏切り者を表現している──」


　来夏はそのまま、絵の構図について色々説明を始めてしまった。


　──チャラララ～♪


　急にぼくの携帯電話が鳴り響ひびいた。……担当編集者からだ。どうしたというのだろうか？


「はい、芥川です」


『明日の新聞に載のせる原げん稿こうがまだ届いてないんですが……大だい丈じよう夫ぶですか？　もうストックしてた原稿が切れてるんですが……』


　──あっ！　秩ちつ序じよ派との戦いに夢中で、ストックの数を忘れてた!!


「もう内容は考えてあるんで、ちょっと待っててください！」


　ぼくは電話を切って近くにあった紙とペンを取る。秩序派の女の子を拷ごう問もんしたときのポルノを清書すれば、連れん載さい分として充じゆう分ぶん通じるだろう。


　急いで清書をすませ、すぐに秘密基地を出ようとして──ふと足を止めた。


　……筆がのった勢いで、この次に載せる連載原げん稿こうも書いておいた方がいいかもしれない。クロトとの勝負が始まって、また忙いそがしくなるかもしれないし……。


　ぼくは頷うなずくと、さらにもう一話ポルノを書き始めた。












『俺はエージェントの使命を果たすため、絶海の孤島に来ていた。悪者は絶対に逃がさない。この俺の命にかえても世界を守ってみせる──』


「噓おっしゃい、このエロ作家め!!　無垢な女の子にポルノ小説を恋愛小説だなんて言って……。この音魔女フクネが許さないですぅ～～♪」


　──小説を執筆中だったぼくの背後に、いつの間にかフリフリのミニスカートを着た小柄な女の子が立っていた。彼女はクラリネットを手に、かわいくポーズを決めている。


「だ、誰なの!?」


「問答無用ですぅ～。そのいやらしい目でクラスメートを眺め、脳内で裸にしてあんなことやこんなことをする合法犯罪者め！　自主規制や発禁からは逃れられても、この音魔女フクネからは逃げられないのですぅ～♪」


「くっ……よくわからないけど、今すぐこの場から消えないとお前でポルノを書くぞ!!」


「ふふんっ♪　どうぞやってみなさいなのですぅ～☆」


　女の子は余裕の笑みで言い切っていた。


　ぼくはお言葉に甘え、原稿用紙を新しい物に替えると彼女のフリフリの服を原稿の中でボロボロにし、その平らな胸やかわいらしいおへそを描写して喘ぎ声を──。


「ふっふっふっ……かかりましたわね！　児童ポルノ禁止法違反ですぅ～！　たった今、あなたは合法犯罪者から非合法犯罪者になったのですぅ～☆」


「えっ!?　そ、そんな……ずるっっ!!　ぼくはまだ微妙なライン──」


「お黙りなさい！　そして聞くがいいですぅ～！　フクネ・フォルテ・ハーモニー♪」


　女の子がクラリネットを吹くと同時に、超絶大音量のハーモニーが辺り一帯に響き渡る。その音は草の根一本残さぬ破壊の限りを尽くし、ぼくはおろか付近に住む罪のないご近所様まで吹っ飛ばしていた。だが、そんなことは古より何万回と繰り返されてきた正義の味方のお約束に過ぎないのかもしれない。


　宙を舞う中で、彼女の元気な声が聞こえてくる。


「フクネは乙女の裸を守るため、フォルティッシモでがんばりますぅ～♪」












「な……なんじゃこりゃぁぁぁぁ!!」


　とんでもない内容になってしまった原稿を見つめ、ぼくは啞あ然ぜんとしていた。


　な……なぜ音魔女フクネちゃんが……。ぼくが鳴唐さんのポルノを書こうとしたときだけしか出ないキャラクターなのに……。


　慌あわてて書き直したが、書くたびに音魔女フクネちゃんが出てしまい、エッチな男を退治し続ける。


　ど……どういうことなんだ!?


　映研の部屋にのりこむ前に考えていた拷問ポルノは書けた。のりこんだ後で新しく考えたポルノだけがエロとかけ離はなれたものになっている。これって一体……まさか……。


「鳴唐さんにポルノの本当の意味がばれたショックで、エロを書けなくなったんじゃ……」


　自分でたどり着いた結論に、背筋が冷たくなった。


「だ、大丈夫だよね。そのうち普ふ通つうに書けるようになるよね。多分、きっと……」


　言いながら、自分の声がうわずっていることを嫌いやでも自覚してしまう。


　……やばい。もし書けなかったら……ぼくはどうなってしまうんだ。


　──チャラララ～♪


　また、携けい帯たい電でん話わが鳴った。出てみると、少し焦あせった担当の声が聞こえる。


『もう原稿できてるはずですよね!?　まだ届いてないんですけど!!』


「明日の新聞に載せる分はできてます。ただ……明後日あさつて以降は……やばいです」


『……え？　どういうことですか??　まだ書く時間は充分あるでしょう??』


「……ちょっと、いきなりのスランプに見み舞まわれて……」


『な、なに言ってるんですか!?　やっと連載の人気が戻もどって、これからってときなんですよ!!』


「エロとかけ離れた変な萌もえ小説なら今大量に手元にありますが……読みます？」


『………………』


　なぜか、担当の返事はなかった。不思議に思っていると、意を決したような声が電話口から響ひびいてくる。


『毎日発売される新聞の連れん載さいですから、編集部としては才能の尽きた作家さんに構っている余裕はありません。芥川さん。今までお疲つかれさまでした。あなたの残りの人生に、幸さち多からんことをお祈いのりしつつ……さようなら』


　……プー、プー、プー……。


　通話の切れた音だけが、電話口から流れていた。


「さ……才能が尽きただって!?　なんて失礼なこと言うんだ!!」


　叫さけびながら、ぼくは音魔女フクネちゃんばかり書かれた大量の小説を見つめる。


　……確かに、才能尽きてるかも……。


　携帯電話を握にぎりしめたまま、ぼくはその場に立ち尽くしていた。





　　　♪♪♪『少女の願い』♪♪♪





　──丈途くんがあんな人だったなんて!!


　吹音は大きなショックとともに、瞳ひとみに涙なみだを浮うかべていた。


　……吹音のことをいつも励はげましてくれた丈途くんが……吹音の閉じていた心を少しずつ開いてくれた丈途くんが……。


　そう思うと、吹音は余計に涙を溢あふれさせてしまう。


「吹音さん……かわいそうに。ずっとあの男にだまされていたんだね。こんなに心の綺き麗れいな貴女あなたを、あの姑こ息そくな男は……」


　クロトは同情するようにつぶやき、うつむいている吹音と視線を合わせるようにして膝ひざを突ついた。


「閃学園の無む秩ちつ序じよに甘えて好き放題している生徒ばかりだから、丈途くんのような者が出てくるんだ。吹音さん。ぼくと一いつ緒しよにこの学園に秩序をもたらし、みんなに正しき道を示そう」


　クロトの力強い言葉に、吹音の心が一いつ瞬しゆん揺ゆらいだ。そして、あることに気づく。


　……無秩序に甘えている？　──そう、そうだ！　丈途くんに秩序のよさを教えれば、きっとエッチなことをやめてくれる！　吹音……がんばらなきゃ！　いつも吹音のことを助けてくれた丈途くんのために、今度は吹音が秩序で丈途くんを救うの!!


　吹音は決意を胸に涙を拭ぬぐうと、クロトを真っ直すぐに見つめる。そして「吹音、秩序派に入る!!」と力強く宣言した。


　その瞬しゆん間かん、今まで粛しゆく々しゆくと撮さつ影えいを続けていたカメラマンの手が、一気に動く。吹音を正面からとらえ、彼女の仕草を、表情を、逃のがさぬよう息を殺す。吹音主演のヒューマンドラマ……その重要なシーンを前に、カメラマンの集中力はいやが上にも増しているようだった。


「ありがとう、吹音さん！　貴女がいてくれれば、学園は必ず秩序に満ちた素す晴ばらしい所になる!!」


　クロトがそう言って吹音の手を取ろうとすると──。


　パシィン!!


　横合いから、クロトの手を払はらう者があった。ポニーテールの女の子──霧線蘭だ。


「調子に乗ってあたしの吹音ちゃんに手を出さないで!!」


「あぁ……これはすまない。しかしきみはどうする？　映研には秩序派の中心メンバーがいるとわかったわけだが……」


「もちろん入るわよ！　吹音ちゃんが入るのにあたしが入らないわけないでしょ!!」


「……だろうね。頼たのみにしているよ。きみの才能は汎はん用よう性が高い」


「まるであたしが入ることを知ってたみたいに言うのね、あんた」


「シナリオの才能のおかげで、人の心の動きに敏感なんだ。書き手ひとりで作品としてまとまる小説とは違ちがって、シナリオは物作りの過程にある設計図……つまり、人を動かすためのものだからね。ちゃんと現場の人間のことを考えて作れないと駄だ目めなのさ。自然と他人の言動にも目がいく。小説とシナリオの違い……それは、ぼくと丈途くんの戦いにも大きく影えい響きようしてくるだろうね」


　自信に満ちた笑えみを浮かべ、そう語るクロト……。そんな彼を見て、蘭は目を鋭するどくした。


「あんたに協力するには、ひとつ条件があるわ」


「なんだい？」


「吹音ちゃんのこと──かわいく撮とりなさい」


　その言葉に、クロトは「ふっ……」と声を漏もらす。次いで、彼は視線を吹音へと送った。


「言うまでもないことさ」


　クロトのいとおしげな眼まな指ざしを受ける中、吹音はただ、じっと一枚のリードを見つめていた。





　　♪　　♪　　♪　　♪





　部屋の窓から差しこむ朝あさ陽ひを前に、ぼくは机の前で呻うめいていた。


「結局書けなかった……」


　部屋中に散乱している原げん稿こうを眺ながめ、呻きはさらに増してしまう。ぼくは昨日ポルノ小説を書けなくなってから、今朝までずっと原稿に挑ちよう戦せんし続けていたが……最後まで、音魔ま女じよフクネちゃんしか書けなかった。


「もう、音魔女フクネちゃんで食べる道を探そうかな。ははっ……」


　乾かわいた笑いが部屋の中に響く。


　……才能、尽つきてるな……。


　思わずよぎってしまった考えを、頭かぶりを振ふって否定した。


「とにかく学校に行こう！」


　自分を励ますように言うと、すぐに登校の準備をして部屋を出た。


　教室に着くと、ホームルームが始まるまでの時間を席で寝ねて過ごす。一いつ睡すいもせず原稿を書き続けた疲つかれが、今になってどっと押し寄せていた。


　そのとき、教室の入口から「丈途！」とぼくを呼ぶ声がする。


　……せっかく寝てたのに……誰だれだ？


　顔を向けると、葉巻の紫し煙えんをくゆらせた総才が立っていた。ダブルのスーツを着て、いつも通り重じゆう鎮ちんのような雰ふん囲い気きを醸かもしている。彼の周りにはピンクのハッピを着た謡江ファンクラブのメンバーが何人かいた。


「丈途よ。昨日のコンサート……よくぞおこなった。誉ほめてつかわそう」


　総才は満足げに言うと、こちらへ向かって紫煙をひと吐はきしてきた。


「今日ここに来たのは他ほかでもない。わしに会いたいという政治家がついに現れてな。接待がてら旅行をしたいと誘さそわれ、しばらく学園を休むことになったのだよ」


　……人の貴重な睡すい眠みん時間を邪じや魔ましておいて……自じ慢まん話ばなしか!!


「わざわざずる休みの報告なんてしてくれてありがとう。それじゃ、もう寝るから」


「なっ……！　ちょっと話を聞け！　わしが言いたいのは、つまりわしが学園におらぬ間、謡江さんに悪い虫がつかぬかということだ!!　そう──お前のような悪い虫がな!!」


　……そういうことか。出かける前に釘くぎを刺さしにきたのか。


「お前のことは謡江さんのファンクラブ一同がちゃんと監かん視ししておる。ゆめゆめ忘れぬようにな」


　総才は紫煙とともに言葉を吐くと、念を押すように一度こちらを睨にらみ据すえ、去っていった。


　……総才、全然こりてないな。前に総才たちが作ったリアルＲＰＧをクリアしたとき、少しは大人しくなるかと思ったんだけど……。


「──丈途くん！」


　また、廊ろう下かからぼくを呼ぶ声がする。


　……今度は誰だろう？


　声の主の姿が見えなかったので教室を出てみると、こちらへ向かって駆かけてくる謡江が目に入った。


「……どうしたの？」


「いいから周りを見て!!」


　謡江に言われて廊下を見回すと、生徒のほとんどが──眼鏡めがねだった。


「な……なにこれ!?」


　驚いて声を上げると、それを聞きつけた律と来夏が教室から出て同じように廊下を見回す。


「……みんな常識を信じろだの秩ちつ序じよを信じろだの、口々につぶやいてて……」


　謡江が不安そうに声を漏らしていた。


「まさかこの眼鏡の生徒たち……みんな秩序派なの!?」


「多分ね……。さっき軽く学園を回ってみたけど、生徒の三分の一はこんな感じなの」


　さ……三分の一も!?　秩序派ってそんなにいたの!?


　呆あつ気けにとられていると、律が「どうやら先手を打たれたようだね。秩序派は今朝、一気に増えたみたいだ」と校舎の外へ目をやった。


　ぼくも校舎の外を見てみると、一階の入口近くで誰かが演説しているのが目に入る。あれは──クロトだ!!


　彼の演説を支えるようにして、素そ朴ぼくで温かなメロディーが流れていた。人の心を癒いやす綺き麗れいな音色……。考えるまでもなく、誰の演奏かわかった。


「鳴唐さん……」


　ぼくは声を漏らすと、いつの間にか走り出していた。


　後に続いてきた謡江たちと一いつ緒しよに校舎の入口まで来ると、何人かの生徒たちが登校中の生徒に眼鏡と生徒手帳を配っているのが見える。それと同時に、演説の内容が聞こえてきた。





　──とある学校に、あいさつひとつできない非常識な男がいた。だがある日、その男は一度も話したことのないクラスメートに気まぐれであいさつをした。その日からふたりは段々と話すようになり……数十年後。男が人生に失敗して路頭に迷っているとき、偶ぐう然ぜんそのクラスメートと再会し、人生についてのアドバイスを受け、男は再び素す晴ばらしい人生を歩むことになった。ゆえに──常識を信じろ！　あいさつをせよ!!





「こ、この演説って一体……!?」


　ぼくが声を上げると、律が感心したようにクロトへ目をやる。


「なるほど。物語の力をうまく使ってるね」


「……どういうこと？」


「『赤信号を渡わたるな』って直接的に言われるより『僕が赤信号を無視して渡ったら、後ろからついてきた見知らぬ子供が車にひかれて死んだ……。だから、赤信号は渡るな』って言われた方が納なつ得とくするだろ？　同じ理り屈くつさ。ストーリーがある方が心に残るんだ」





　──ある所に、無秩序を愛するがゆえに自分の才能で人に迷めい惑わくをかけ続ける男がいた。そのせいで男はたくさんの人から怨うらみを買い、ある日、襲おそわれて半死半生の状態となる。自身の行こう為いを深く反省した男は以来、人のためにその才能を使い……数十年後、心豊かな人間関係を築き、幸せを嚙かみしめていた。ゆえに──秩序を信じろ！　才能で人に迷惑をかけるな!!





　クロトは同じような内容で「制服さえ着れば人は背筋を正し、勉学に励はげみ、歴史的な偉い業ぎようを達成できる！　ゆえに正しき道をゆけ!!」と続け、延々と秩序的な演説を続けていた。


　登校中の生徒たちはクロトの演説を聞くと感かん銘めいしたように頷うなずき、秩序派から眼鏡と生徒手帳を受け取っている。この演説で、秩序派は一気に人数を増やしているようだった。


　──くっ！　もうクロトとの勝負は始まってるんだ！　先を越こされた!!　……でも、いくら物語の力を使っているからって、どうしてここまで一気に秩序派が増えるんだ??


　ぼくが困こん惑わくしていると、クロトの脇わきに立ってクラリネットを吹ふいている鳴唐さんに目がとまる。なんと、彼女の顔にも……眼鏡があった！


「アイドルに秩序派の恰かつ好こうをさせて演奏させつつの演説か……。秩序派が一気に増えるわけだ」


　律がうなるように鳴唐さんのことを見つめている。


「鳴唐さんが秩序派の恰好をしたら秩序派が増えるって……どういうこと？」


「鳴唐さん、いつも中庭でクラリネットの練習をしてるだろ？　下校中の生徒がその演奏を聞いて彼女のことをよく見てたりして……実は、鳴唐さんって結構な数のファンを持ってるんだよ。しかも、男女両方に」


　だ、男女両方に!?　さすが閃学園だ……。いや、さすが鳴唐さんと言うべきなのかな……？


「丈途。どうやら僕たちはかなり早い段階からクロトに先手を打たれていたようだ。クロトが鳴唐さんにこだわっていた理由がやっとわかったよ。多くのファンを持つカリスマ的なアーティストが思想を広めれば、たくさんの人に影えい響きようを与あたえる。実際、超ちよう有名アーティストが国の機関から危険人物と見なされて監かん視しされていたという話もあるくらいだ。それに、音楽家が戦争や政治に利用された例はたくさんある。感情レベルですぐに想おもいを伝えられる音楽の効果は……絶大なんだ」


「そんな……それじゃあ鳴唐さんはクロトから完全に利用されてるってことじゃないか！」


「……そうだね」


　ぼくは鳴唐さんの方を向くと、反射的に叫さけんでいた。


「鳴唐さん！　ぼくの小説のことで色々あったからって……どうして秩ちつ序じよ派なんかに入るのさ!?」


　声が届いたのか、鳴唐さんは演奏をやめてこちらを振ふり向く。そして、眼鏡めがねの奥から強い意志を宿した瞳ひとみをのぞかせ、ぼくを見み据すえた。


「丈途くん。学園のエージェントを辞やめて、秩序派になって」


「な……なんでそんなこと言うのさ!?　鳴唐さん、クロトに利用されてるのがわからないの!?」


「吹音、利用されてなんかないもん。だって……吹音の意志で秩序派に入るって決めたんだから」


「なっ……!?」


「丈途くんは無秩序の中で好き放題してるから駄だ目めなの。ねぇ……秩序派に入って？」


　鳴唐さんは懇こん願がんするように瞳を潤うるませ、秩序派が配っていた眼鏡を一本取る。そして、こちらへ向かって歩き始めた。


　……な、なにをするつもりなんだ……？


「丈途くん。お願いだから……ね？」


　まさか……あの眼鏡をぼくにかける気なんじゃ……。


「吹音と一いつ緒しよに、秩序を守りましょ？」


　鳴唐さんは心の底から案じるような声でつぶやいていた。彼女はぼくの正面に立つと、持っていた眼鏡を掲げ──。


　パシィン！


　思わず、ぼくは眼鏡を払はらっていた。眼鏡とともに、彼女の手まで払ってしまう。


　ぼくの手の平に残る、彼女の小さな手の感かん触しよく……。


　鳴唐さんが啞あ然ぜんとする中、少し離はなれた所に「カチャンッ！」と眼鏡の落ちる音がした。


「た……丈途くん──」


「ちょっと丈途！　吹音ちゃんになにするのよ!?」


　誰だれかが、ぼくめがけて飛んだのが見えた。相手は女の子らしく、重力に逆らってこちらへ両足を向けつつ飛びこむその姿は──パンティー丸見えだ！


　──水色と白のストライプ!!


　そう思った瞬しゆん間かん、思いっきり顔面に女の子の両足がぶつかり、吹っ飛ばされてしまう。


「ぐげっ……!!」


　地面に転がる中で目に映ったのは、鬼おにの形相でこちらを見据える蘭だった。


　……ぼく、蘭に蹴けられたのか。水色と白のストライプ……。蘭、意外と爽さわやかでかわいらしいパンティーをはいてるんだな……。


　そう思いながら蘭の顔をよく見ると、そこにも……眼鏡があった。


「秩序派に入るつもりがないなら、もう吹音ちゃんに話しかけないで!!」


　ぼくを睨にらみつつ声を張り上げた蘭は、誰がどう見ても秩序派である。


「──丈途くん。意地を張らず、きみも秩序派になったらどうかね？」


　転がっているぼくの前に、クロトが立った。顔に仄ほのかな笑えみを浮うかべ、こちらを見おろしている。


　……くっ！　人を馬ば鹿かにしたように笑って……!!


　ぼくは怒いかりを抑おさえつつすぐに立ち上がり、声を張った。


「まだ勝負は始まったばかりなんだ！　音楽を使って支持者を増やすなら、こっちには謡江がいる！　このままじゃ終わらないぞ!!」


「ふふふっ……」


　クロトはなぜか不敵に笑っている。それを見た瞬間、心がざわついた。


「な、なにさ……」


「彼女のファンクラブの会長……党野総才くんと言ったかな。どうやらもう学園にいないようだが……本当にきみたちだけでやれるのかね？　統とう率そつ者を失った集団というのは、きみが思っている以上にもろい。きみたちにはあの集団を維い持じすることすら難しいんじゃないのかい？」


　──あっ！　そうだ!!　総才、もう政治家との旅行に向かっちゃったんだ……。まいったな……。謡江のファン層は、メインがファンクラブのメンバーだとはっきりしている。総才さえいればうまくファンを増やしてくれたかもしれないが……今のままだと、クロトが言う通りファンクラブを維持するのも大変だ。


「って……あれ？　でも、どうしてクロトが総才がいないことを知ってるんだ??」


「どうしてもなにも、ぼくがプレゼントした旅行だからね」


「えぇ!?」


　そ、そんな……。総才の旅行までクロトが仕組んだことだったなんて……。


　クロトに目をやると、うっすらと口の端はしを上げていた。


「一応ぼくは有名人なんだ。それなりに人脈があるんだよ。ボスの才能……秩序派に協力してくれるなら大きな力になったが、謡江さんのファンなら仕方ない。下手にことを荒あら立だてるより、舞ぶ台たいから去ってもらった方がいいからね」


「くっ……！」


　完全にぼくたちが後手に回っている。クロトたちの今朝の活動を見れば、ぼくたちも謡江に頼たのんで同じことをしたに決まっているのだ。クロトはそれを見み越こして総才が学園を出るよう仕組んでいたなんて……。


「丈途くん、もう少しがんばって欲しいね。勝負というものは、互たがいの力が拮きつ抗こうしていないと面おも白しろくないんだ。きみはこの勝負の筋書きをきちんと考えているのかね？　そもそも無む秩ちつ序じよ派の主人公は誰だい？　その主人公はなにゆえ無秩序を求め、どんな方法で学園に無秩序をもたらそうとしているんだい？」


「す、筋書きや主人公って……」


「ふぅ……丈途くん。言ったはずだ。互いに物語に関かかわる者として、この戦いを物語に見立て、己おのれの知略を尽つくして戦おうと。主人公の設定やドラマ展開に対するアイデアなど基本中の基本だろう。プロ作家ともあろう者がそんなことも考えずに勝負をしていたとは……」


　クロトはそこでなにかに気づいたように一度考えると、急に友好的な笑みを浮かべてきた。


「失礼。ぼくの勘かん違ちがいだったね。今日の朝刊に載のっていた情報を忘れていたよ。きみの新聞連れん載さいは終わってしまったようだし……もう、プロ作家ではなかったね。さっきは言い過ぎた。すまない」


　クロトはそう言って、友好的な笑みを薄うすい笑いへと変える。


「しかし丈途くん。昨日のあのシーン、ずいぶん気に入ってくれたようだね」


「……あのシーン？」


「ぼくが吹音さんの前でポルノ小説の真実を伝えるシーンさ。丈途くんはあのシーンに感情を揺ゆさぶられてポルノを書けなくなったんだろ？」


「な、なんでそのことを……」


「そういうシナリオだったからね。勝負が始まると同時に、きみの才能は封ふうじさせてもらったよ」


　な……なんだって!?　クロトはぼくの才能を封じるためにあんなことをしたっていうのか!?


「シナリオとは人を動かすもの……。丈途くん。きみはぼくのシナリオの上で踊おどるしかないんだ」


　勝負開始とともに徹てつ底ていして作戦を展開しているクロト……。く、悔くやしい!!　けど、凄すごい……。これがシナリオの才能なのか……。


　完かん璧ぺきにクロトの手の内にいた自分を知り、ぼくはそのあまりの実力差を前になにも言い返すことができなかった。


「……おや、そろそろ次のシーンに移る時間だ。あまり冗じよう漫まんにすると観客が嫌いやがるからね。観客だけじゃない。ぼくのシナリオでこの映画──吹音さん主演のヒューマンドラマ──を作っている秩序派のスタッフたちも、シナリオで計画した通りに動かないとどう映画を作ったらいいのかわからなくなってしまうからね。失礼するよ」


　クロトはぼくに背を向けると、秩序派のメンバーを連れて校舎へ向かい始める。彼らと一いつ緒しよに去る鳴唐さんが「丈途くん……」と、ぼくを心配そうに見つめていた。








『廊ろう下かを走るな！』


『あいさつをしよう！』


『節水と節才能！』





　……ここ数日、急激に学内の貼はり紙が増えた。秩序派が増えたせいだろう。


　ぼくたちエージェントは無秩序のよさをアピールしようと、秩序派と同じように朝の演説を始めた。


　謡江にバラードを歌ってもらいつつ、ぼくは声を張り上げる。


「無秩序派なら、廊下を大激走してもあいさつがわりに罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐はいても才能の無む駄だ遣づかいでテストの点が悪くなっても……なんでもやり放題だよ～！　楽しいよ～!!」


　ぼくが必死に喋しやべるも、誰だれも耳をかたむけようとはしない。


　な……なんで!?


「……丈途。そんな演説ならしない方がいいよ」


　律が苦く笑しようを漏もらしていた。


「まるで馬ば鹿かだな」


　来夏が鼻を鳴らしてひとりで校舎に戻もどってゆく。


「ボク、今度朝一でポルノ作家くんに罵詈雑言を吐いて言葉責めするね!!」


　創だけが、ぼくの演説を楽しそうに聞いていた。


「……ぼくも、クロトみたいに演説を物語仕立てにできれば……」


　しかし、ポルノ小説の才能を封じられたぼくにそれは無理だった。いくら謡江の歌がよくても……これではどうしようもない。


　演説で対たい抗こうすることをあきらめたぼくたちは、秩序派のせいですべりやすくなっていた廊下を元に戻すことにする。放課後になって生徒たちが帰った後、ぼくたちは創が発明したすべり止めを誰にも見られないようにして校舎中に塗ぬって回った。


　だが次の日になると──。


「うわっ……！」


　ドスンッッ!!


　登校してすぐに廊下を走ろうとしたぼくは、思いっきりすべって尻しり餅もちをついてしまった。


　どうして……!?


「ポルノ作家く～ん！　監かん視しカメラの映像を確かく認にんしたらね、夜中に秩序派がなにか廊下に塗ってたよ～!!」


　創は廊下をスケートのようにしてすべりながら「速～い！」と笑いつつこちらへ来ていた。


　そんな……ぼくたちがすべり止めを塗ったその日になにか上うわ塗ぬりするだなんて……秩序派、いくらなんでも行動が早すぎる！　これもクロトがシナリオの才能でやったことなのかな…………………………………………………………………………………………………………………。


「まったく……作家のくせに情けない奴やつだ！」


　朝のホームルームが始まる前。廊下でエージェントのみんなと話し合いをしていると、来夏がいらついたように言い捨てる。


「作家のくせにって……でも、今はスランプで小説を書けないから……」


「クロトは現実をシナリオに見立てて、学園をどんどん変えてるんだぞ！　そんなことを言っている場合か！　お前もクロトと同じ物語を作る天才だろう!!」


　ぼくは反論できずに黙だまってうつむいてしまった。


　すると、謡江が急にこちらの隣となりに立って来夏を見み据すえる。


「来夏さん！　そんな、丈途くんばっかり責めないで!!」


　謡江はぼくをかばうようにして自然と手をこちらの腕うでにそえる。謡江の綺き麗れいな指が、ギュッとぼくをつかむ……。


「謡江……」


　嬉うれしかった。


　こんな状じよう況きようでもぼくをかばってくれるその姿が、嬉しかった。


　ぼくは思わず目め頭がしらが熱くなるのを感じる。


　あぁ……謡江とつき合えば、ぼくが落ちこんだときいつもこうやって癒いやしてくれるんだろうなぁ。例えばテストの点が悪くて落ちこんだときも「もう……仕方ないわねぇ」と言いつつぼくを抱だきしめてくれて、さりげなくその形のいい胸を押しつけてきて「どう？　元気になった？」なんてちょっとエッチな励はげまし方をしてくれて、そのまま抱きしめる腕にさらに力をこめて、ぼくは段々息が苦しくなる中で謡江から「お馬鹿さんにはおしおきが必要だものね。たっぷり後こう悔かいしなさい」だなんて甘い声でささやかれつつ意識が遠のいて──。


「謡江、ギブ！　ギブアップだから!!」


「……なにを言ってるの？」


　謡江が、ぼくの腕に手をそえたまま不思議そうにこちらを見つめていた。


　──しまった！　妄もう想そうが暴走して……って、あれ??


　ぼくは、自分が今おこなった妄想の内容をもう一度思い返してみた。しかしどう考えてもいつもの妄想とは違ちがう。エッチな妄想のはずなのに……なぜか、女の子からいじめられている。


「ま、まさかぼく……エッチな発想そのものができなくなったんじゃ……」


　自分の言葉に、愕がく然ぜんとした。ポルノ小説を書けないどころか、エッチな発想すらできないだなんて……そんなの……もう、ぼくじゃない!!


「……エッチなことは無理して考えなくていいのよ。そんな辛つらそうな顔をする問題じゃないでしょ」


　謡江が、頰ほおを引きつらせながらぼくに言う。


「謡江！　これはポルノ作家として本当に重要な問題なんだ！　このままじゃぼく、作家として終わっちゃうよ!!」


　ぼくが必死に声を上げると、謡江は「……ごめんなさい。そうよね。丈途くんにとっては本当に大切なことなのよね」と、ぼくの腕にそえた手をそっと握にぎり直していた。


「──ふん。謡江は丈途を甘やかしすぎだ。もういい！」


　こちらの様子を見て来夏は呆あきれ果てたように言い捨てると、教室に入ってゆく。


　その瞬しゆん間かん、教室中から「おはよう！」という声が響ひびいた。


　来夏はその言葉を当り前のように無視すると、黙って自分の席につく。


　すると、さきほどあいさつをした生徒たちがみんなして彼女の机の周りを囲み始めた。


　「おはよう」


「「おはよう！」」


「「「おはよう!!」」」


　生徒たちの奏かなでる、おはようの大合唱……。ひとりの机を囲んでみんなが一斉にあいさつしている様は、はたから見るとかなり恐こわい。


　……来夏がいらついているのもわかる。三組の半数はもう、秩ちつ序じよ派なのだ……。








　秩序派の貼はり紙を片っ端ぱしからはがし、朝はわざと登校時間ギリギリに来て「真面目まじめに廊ろう下かを歩いてたら、こんなとき遅ち刻こくしちゃうよね～」と声を上げつつ廊下をスケートのようにしてすべり、放課後は創の発明した全自動竹馬や全自動大縄なわ飛とびで楽しく騒さわぐ……。ぼくらはそうやって、無秩序のよさを宣伝しようとした。だが、貼り紙は次の日には元に戻もどっており、ぼくたちがアピールした無秩序のよさも……秩序派には害悪にしか見えていない。


　ぼくらの活動が空回りしている間にも、秩序派に共感する生徒はどんどん増えていった。


　クロトの演説が無秩序の中で感じる不安をうまく煽あおり、鳴唐さんの音でその不安を癒すことで秩序派は生徒の心をつかんでいる。


　鳴唐さんの素そ朴ぼくで温かな音とともに、秩序派の思想は確実に学園中へと浸しん透とうしていた。大好きだった鳴唐さんの音色が……今は、聞くのが段々辛くなってきている。


　彼女は自分の意志で秩序派に入ったと言っていたが……本当なのだろうか？　ぼくは、どうしても信じられなかった。中学時代に不登校だった彼女は、閃学園に来て学園生活が楽しくなったと心から喜んでいた。そんな彼女が秩序派に入るだなんて……やはり、おかしい。


「絶対……なにかあるよな」


　休み時間、鳴唐さんのいる席を見つめた。彼女は蘭をはじめとする秩序派に囲まれ、誰だれも近づけない状態になっている。近づくのにはかなりの勇気がいるが……逃にげてもなにも始まらない！


　ぼくは意を決するようにして席から立ち上がった。そして、本当に久しぶりに鳴唐さんのそばまで行く。


「──なんの用よ！」


　蘭が、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを鋭するどくしてこちらを見み据すえてきた。しかしぼくは、真っ直すぐに鳴唐さんへと視線を注ぐ。


「鳴唐さん、どうして秩序派に入ったの？」


　ぼくの突とつ然ぜんの質問に、鳴唐さんは「そ、それは……」と口ごもってしまう。


「秩序が素す晴ばらしいものだからに決まってるでしょ！　無秩序派のエージェントなんてしてるあんたが近づいたら、吹音ちゃんが無秩序で汚けがれちゃうじゃない！　あっち行きなさい!!」


「ぼくは友達と話してるだけなんだ。蘭にそんなこと言われる筋合ないだろ」


「あるわよ！　吹音ちゃんは秩序派のヒロインなの！　特別な存在なの!!」


「なんだよ……それ」


　言い争うぼくと蘭を、鳴唐さんは不安そうに見つめていた。眼鏡をかけて知的な雰ふん囲い気きを醸かもしている彼女だが、こういうときの表情は変わらない。純じゆん粋すいで繊せん細さいで……だからこそ守りたくなるような、そういう顔をしている。


　ぼくは彼女から質問の答を聞くため、目の前の秩序派たちをかきわけて足を踏ふみ出した。


「「順番は守りましょう！」」


　鳴唐さんを囲む生徒たちが口をそろえた瞬間、ぼくは輪の外へ一気に押し出され「最さい後こう尾び！」と足元を指される。


「じゅ、順番って……」


「吹音ちゃんと話すためにみんな順番待ちしてるの！　丈途もちゃんと並びなさい！　まっ、一生順番は回ってこないだろうけどね」


　蘭はそれだけ言うと、鳴唐さんと話を始めてしまった。しかも……授業の予習についての話を！　蘭、今まで休み時間にそんなこと話したことなかったくせに!!


　……駄だ目めだ。なにがなんでも無秩序派は近づけさせないつもりだ……。


　蘭は鳴唐さんと淡たん々たんと予習の話を続けている。鳴唐さんのことを好きなはずなのに、笑え顔がおひとつなくただ会話しているだけだった。


「ら、蘭……どうしちゃったんだよ。普ふ段だんはもっとうるさくて、楽しそうじゃないか……」


　周りを見ると、秩序派の生徒たちはみんなきちんと席に座って自習していた。休み時間なのに笑い声ひとつない。


「なんだよこれ……。こんな学校、楽しくないだろ……？」


　黙もく々もくと自習する秩序派たちは、ぼくのつぶやきを完全に無視していた。


　秩序と無秩序。思想を広めるための戦い……。どうやったら勝てるのか、まるでわからなくなってしまった。








　水に濡ぬれた布一枚に裸ら体たいを隠かくし、はち切れんばかりの豊満な胸をあえて前に突つきだして座る大人の女性の写真……。まるで男を欲ほつしているかのような視線も、キスが来るのを待っているかのような唇くちびるも、すべてがこの一枚を撮とるためだけに用意されたエロス。


「……よし。ここまでエロい写真なら、今のぼくでも妄もう想そうできそうだ」


　登校する前のちょっとしたあき時間。ぼくはベッドの上に座ってグラビア本を広げていた。


　写真の女性と目を合わせると、生なま唾つばを呑のんで天を仰あおぐ。


「──ぼくは女が欲するがままにその大きな胸に手をやり、濡れた布から水が滴したたるほどの力で揉もみこむ。グニュリと形を変えた胸を前に、女は『はぁっ……んんぅ……』と喘あえぎを漏もらしていた。それだけで女は本気になってしまったのか、急にぼくを押し倒たおすと馬乗りになってくる。『もう！　痛いじゃない！　いいわ、やり返してあげる。濡れた布ってね、叩たたくといい音がするの』。女は微笑ほほえむと自身を包んでいた布の端はしを持ってぼくへと振ふりおろし、パァァン！　パァァン！　といい音を立てておしおきを始め──」


　……って、駄目じゃん！　また妄想で女の人からいじめられちゃった!!


「……やっぱり無理なのか……」


　ぼくはグラビアを閉じるとベッドの上に身を投げる。


「いつものエッチな発想が戻れば、なにかいいエロアイデアが出て秩ちつ序じよ派に勝てる気がするんだけどなぁ……」


　つぶやきも虚むなしく、登校時間になってしまった。今日もまた、秩序に染まった学校へ行かなければならない。


　学校へ行く道すがら、素そ朴ぼくで温かな鳴唐さんの演奏が流れてきた。それと一いつ緒しよにクロトの演説も聞こえてくる。


　鳴唐さんはぼくに目をとめると一いつ瞬しゆんだけ指先が震ふるえ、演奏に異音が入ってしまった。彼女は慌あわてて気を取り直すと、今度はこちらから顔をそらして演奏を続ける。……もう、ぼくとは目も合わせたくないのだろうか。


　クロトはぼくが近くを通っても気にとめる様子がなく、悠ゆう々ゆうと演説を続けている。まるで、ぼくが無秩序派のエージェントであることを忘れてしまったかのような振ふる舞まいだった。


　ぼくは現状を打開できない悔くやしさを押し殺しつつ、下げ駄た箱ばこまで進む。


　下駄箱の前では、生徒たちのかわす「おはよう！」の声が響ひびいていた。誰だれしもがきちんと制服を着て、眼鏡をかけている。少し前までならこの時間の下駄箱にはいろんな人がいた。理系の才能を持つ生徒が実験明けで焦こげた寝ね間ま着きのまま登校したり、美術系の才能を持つ生徒が壁かべに偽にせの入口を描かいて登校する生徒たちを激げき突とつさせて遊んでいたり……今となっては、懐なつかしい思い出だった。


　授業が始まると、教室が静まり返ったまま時間が過ぎる。先生がホワイトボードに書かれた問題を指して「誰かわかる者はいないか？」と聞いたときだけ、教室中の手が一いつ斉せいに挙がった。みんな……優等生だ。


　静けさは休み時間になっても続き、生徒のほとんどが黙だまって自習を始める。


「こんなの……閃学園じゃない」


　ぼくは教室にいるのが嫌いやで、廊ろう下かへと出た。今の学校は……来るのが辛つらい。


「──秩序派のおかげで廊下がいいトレーニング場になったなぁ!!」


「──あぁ、これは鍛きたえられるぜ!!」


　廊下の奥から男たちの大声が聞こえてきた。次いで、すべりやすい廊下をものともせず猛もうスピードで駆かけ抜ぬける集団が見える。しかも──逆立ちで!!


「普ふ通つうの廊下じゃわざわざトレーニングする意味がないもんな！　すべりやすいからこそ、ずば抜けたバランス感覚が必要になるってもんだ！　秩序派、ありがとうよ!!」


　……おそらくスポーツ系の才能を持つ生徒たちだろう。学園がこんな状態になっても無秩序を貫つらぬき通す、生きつ粋すいの無秩序派たちだ。


　そんな彼らを秩序派たちは必死に追う。もちろん、歩いてだ。なにも知らなければ秩序派たちを見て笑っていただろう。しかし、ぼくは秩序派のひとりがどこかへ無線を飛ばしているのに気づいた。


　いきなり、全教室から秩序派が出てくる。そして逆立ちで走る男たちを一気に取り囲んだ。


「た……助けなきゃ！」


　スケートのようにして廊下をすべって無秩序派のもとへ急ぐと、突とつ然ぜん、無秩序派に怒ど鳴なられてしまう。


「これは俺たちの戦いだ！　お前みたいな軟なん弱じやく野や郎ろうは手を出すんじゃねぇ!!」


　……またか。


　ぼくは苦々しい顔をしてその場に止とどまるしかなかった。無秩序派の生徒を助けようとするといつもこうなのだ。理由は簡単で、よく知りもしない者と秩序派のように仲良くするつもりはないとのことだ。ぼくたちエージェントは今まで何度も無秩序派に「みんなで力を合わせよう！」と呼びかけていたが、毎回断られていた。生粋の無秩序派だからこそ、簡単には人と組まないのである。そのため、無秩序派はみんなバラバラに動いてゲリラ的な戦いをしていた。


「こんなやり方じゃ、秩序派は止められないのに……」


　逆立ちした男たちの前に、秩序派は障害走用のハードルを何個も設置していた。そして準備が整うと「さぁ、走れるものなら走ってみなよ」と鼻で笑って道を明け渡わたす。


　無秩序派は秩序派の挑ちよう発はつに憤いきどおり、逆立ちしたまま走り始めたが……ハードルを跳とび越こえているうちにどんどん体力を消しよう耗もうし、すぐにスピードが落ちる。


「これで廊下が静かになったね」


　秩序派は静かに言い、みんなで教室に戻もどって自習を続けた。








「──見て見て。あの人たち、まだ私服着てるわよ」


　エージェントの仲間と昼休みに廊下で集まっていると、秩序派の生徒たちがこちらを見てあざ笑ってきた。来夏と創は私服のため、秩序派から目をつけられているのだ。


「……ぼくたち、校則にある通り好きな恰かつ好こうをしてるだけなのに……」


「まぁ、ここまで秩序派の人数が増えると発言力も強くなってくるからな」


　来夏がなんでもないように言う中、創は「ボクのは仕事着！　私服じゃないよ～!!」と見けん当とう違ちがいの怒いかりを爆ばく発はつさせていた。


　……このふたりの無秩序っぷりは、ある意味で心の救いだな。


「ぼく、明日から私服で登校するよ」


　前々から考えていたことだった。ぼくは入学当初から制服登校だが、無秩序派のエージェントがきちんと制服登校しているのもおかしいと思ったからだ。


　謡江はそんなぼくを見つめ、首を横に振ふっていた。


「それじゃあまるで、秩序派に振り回されてるみたいじゃない。私は……今まで通りの閃学園がいいわ」


　そう言われて、はっとした。その通りだ……。秩序派がいるからわざわざ私服登校をする……それでは、秩序派に振り回されているのと変わらないではないか。


「──謡江さん、そろそろ考えてくれましたか？」


　制服に眼鏡めがね姿の男子生徒たちが、並んで謡江の前まで来る。


「秩序があれば謡江さんはポルノ作家なんかにだまされず、みんなのアイドルとして清いままでいられます。謡江さんの純潔を守るためにも、秩序派に入ってください！」


　彼らは口々に「謡江さんのためなんです！　目を覚ましてください!!」と必死に謡江へ話しかけている。


　──そう。彼ら……謡江ファンクラブのメンバーなのだ。ことあるごとにファンクラブのコスチュームたる背に謡江の顔がプリントされたピンクのハッピを着ていた彼らだが、今では制服に眼鏡という組合せしか見せない。


　……謡江ファンクラブもずいぶん変わったな。総才がいないだけでこんなことになるだなんて……。


　彼らは時計を確かく認にんすると「では自習がありますので、また次の機会にお話しさせて頂きます」と言って教室に戻っていった。


　……秩序派は、昼休みも自習しているのだ。


「ほんと、秩序派ってなにが楽しくて学校に来てるんだろ」


　ぼくの言葉を聞きながら、謡江は去ってゆくファンクラブのメンバーを複雑な顔で見つめていた。


「謡江……ごめん。ぼくがクロトに対たい抗こうできるアイデアを出せないばっかりに……」


「私だってエージェントなんだから、学園がこうなった責任は私にもあるわ。丈途くんだけが責任を感じることないのよ」


「でも、ぼくはクロトから直接勝負を申しこまれたのに、これじゃ……」


　力なく喋しやべるぼくを見て、謡江が励はげますように「私もがんばるから！　ちょっと見てて!!」と言って自分の教室へ駆かけてゆく。


「謡江……？」


　ぼくは慌あわてて彼女を追い、教室の前まで行った。中にいる女子はほぼ全員が眼鏡をかけており、制服もちゃんと着ている。ごくわずかだけいる私服の女子は、仲間内からはぶかれているかのように教室の端はしにいた。


「わ、私……がんばるわね」


　教室の入口に立って言う謡江の声は震ふるえていた。緊きん張ちようがひしひしと伝わってくる。


　……謡江、なにをするつもりなんだ？


　ぼくが問いかけるよりも早く、謡江は意を決するようにして足を踏ふみ出す。そして、眼鏡をかけた秩序派の女子たちに近づいた。


「みんな、制服をちゃんと着てるだけじゃあきてこない？」


　謡江が努めて明るい声を作っているのがわかる。


「ちょっとオシャレするだけで、気分も明るくなるわよ？」


　彼女は自分が身につけているハートのペンダントや胸むな元もとのリボンを軽く振り、アクセサリーのかわいさを主張する。だが、それを見た秩序派の女子たちが急にひそひそ話を始めた。


「──なにあれ？　自じ慢まんしてるの??」


「──ちょっとくらい男子からちやほやされてるからって、調子に乗ってるんじゃない？」


「──嫌いやねぇ……無秩序派って変に自己主張が強いからウザいのよ」


　その言葉を聞いた謡江の表情が、固まった。


「──だいたい、前から気に入らなかったのよねぇ。無秩序的っていうか、なにかと目立ちたがるしさぁ」


「──わかるわかる。この間だってコンサートなんてしてねぇ」


「──あれは笑えたわ。ほんと、馬ばっっ鹿かみたい。私たちはあんな馬ば鹿かにならないよう、自習を続けましょ」


　その瞬しゆん間かん、謡江が一歩だけ後ずさり、止まった。


　次いで、彼女は一気に教室を駆け出てしまう。


「謡江！」


　ぼくの横を抜ぬけて去る彼女の瞳ひとみには、確かに涙なみだが浮うかんでいた。


　──追わなきゃ!!


　反射的に走り出していた。すべる廊ろう下かで転ばないよう気をつけつつ、全力で彼女の後を追う。廊下を抜け、階段をくだり、校舎の外へ出た。それでも謡江は止まる様子がなく、中庭まで来てしまう。


　──まずい！　謡江、本気で傷ついてる！　自慢だとか目立ちたがりとか……謡江はそんな子じゃないのに!!


　秩ちつ序じよ派の女子たちが本当に腹立たしかった。だが、今は謡江だ。彼女のもとへ行くのが先だ!!


　中庭の端に来ると、謡江は木こ陰かげにうずくまるようにしてその場に崩くずれ、止まった。


　ぼくはやっと彼女に追いついて、そばに腰こしをおろす。荒あらい息を整えていると、謡江のすすり泣く声が聞こえてきた。


「謡江……」


　ぼくの言葉に謡江は反応せず、ただむせび泣いている。


　こ、こういうとき……どうやって励ましたらいいんだ!?


　女の子の扱あつかいに慣れていない自分を、こんなにもどかしく思うことはなかった。謡江はぼくを励まそうとして無理にがんばり、女子からあんなことを言われてしまったのだ。ぼくにだって……責任はある。


「謡江……ごめん」


　ぼくが謝ると「丈途くん……わかってないよ」と、謡江の声が聞こえる。


「ど、どういうこと？」


「あれは私の意志でやったことよ……なんで謝るの？　そんなことにまで責任を感じて欲しくない……」


「えっ!?　そ、それはその……ごめん」


「だから、もう謝らないでよ」


　謡江が顔を上げ、こちらを見つめる。目を真っ赤に腫はらし、頰ほおは涙で濡ぬれていたが……なぜか、ぼくを見て彼女は微笑ほほえんでいた。心の底から安心するように、いとおしいものを見つめるように……。


　な……なんで!?


「あんな小説を書いてるのに、丈途くんってこういうときはほんと駄だ目めなのね。でもそういうところ……好きよ」


　ドクンッ!!


　心臓が、跳はね上がった。謡江の〝好き〟という言葉を聞き、胸の鼓こ動どうがどんどん速くなっていくのがわかる。


「丈途くんの小説だったらこういうとき……どうするの？」


　ぼ、ぼくの小説だったら!?　……そりゃ、謡江が傷ついているのをいいことに、慰なぐさめるふりをして抱だきしめつつその胸へと手を這はわせて「んふっ……丈途くん、そんな……あっ……駄目っ……」だなんて声を漏もらしてしまうほど丁てい寧ねいに揉もみ上げるかな。すると謡江がいきなり「どさくさにまぎれて調子に乗ってるんじゃないわよ！」って怒おこってぼくの頰に往復ビンタを何回も何回も食くらわせて──。


「ひぃぃぃっ！　ゆ、許してください！　二度としません……二度としませんからっっ!!」


　ひとり震ふるえるぼくを見て、謡江が申し訳なさそうに「へ、変なこと聞いてごめんなさい！　もしかして、また女の子からいじめられる妄もう想そうをしちゃったの!?」とこちらをのぞきこむ。


「う……うん。思わずそんな妄想をしちゃった……」


「そう……重じゆう症しようね。でも……ちょっとくらいなら、エッチな妄想も入ってるの？」


「い、一いつ瞬しゆんだけなら……でも、すぐにいじめられちゃって……」


「……ふぅん。一瞬は、私でエッチなこと考えたんだ」
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「いや！　それは、その……」


　慌あわてるぼくを見て、謡江は「いいのよ。本当はよくないけど」と微笑む。


　──え!?　いいの!?


「一瞬だけでもエッチな妄想ができたってことは、丈途くんの才能は尽つきてるわけじゃないと思うの。きっとまた、エッチなことを考えられるようになるわ」


「そ、そうかな……」


「そうよ。大だい丈じよう夫ぶ。ちょっとずつリハビリしていけばいいのよ。焦あせることないわ」


「謡江……」


　彼女の言葉に、目め頭がしらが熱くなってしまう。心が少し軽くなった気がした。こんな悩なやみを相談できる人なんて……そうはいない。しかも謡江は女の子なのだ。こんな悩みを相談できる女の子なんて、普ふ通つうは、もうつき合っている人しか──。


「エッチな妄想を応おう援えんするっていうのも、変な話ね。でも丈途くんだったらいいわ。私、応援するわね！」


　そう言って、謡江はぼくに笑え顔がおを向けた。さきほどまでの涙なみだの跡あとは、もうない。


　昼の温かな風が中庭の芝生しばふを抜ぬけ、ぼくたちを通りすぎる。緑の匂においをたっぷりと含ふくんだ風は吸うだけで心が落ち着いた。


　不意に、謡江が校舎をじっと見つめていることに気づく。


「……どうしてこんな風になっちゃったのかしらね」


　彼女は言いながら、自分の着ている服へと視線を移した。


　秩序派のクラスメートから悪口を言われる原因になった、自分流にアレンジした制服……。今までの閃学園なら、人の個性を咎とがめて泣かせるだなんてことは絶対になかった。どうにかしなければならない……。


　ふと、ぼくの手に温かい感かん触しよくが絡からむのを感じた。目をやると、地面に置いていたぼくの手に、謡江の綺き麗れいな指が絡まっている。


「なっ……！　謡江!?」


「せっかく丈途くんが私を励はげましに来てくれたんだもん。ちょっとくらい……甘えさせて」


　そう言って、謡江はぼくの肩かたにしなだれかかってきた。


　ぼくは一瞬にして顔が火ほ照てり、動けないまま慌てふためいてしまう。


　いい匂のする謡江の髪かみが、甘い吐と息いきが、柔やわらかな体が、ぼくに触ふれていた。


　……あぁ……なんか、頭の奥がぼうっとしてきたな……。


　遠くで、授業開始のチャイムが鳴っている。


「私、最近学校に来るの……不安なの」


「秩序派が増えたから？」


「……うん。閃学園が他ほかの学校と少し違ちがうって知ってて入学したけど、最初はあんまりにも想像と違って戸と惑まどってたの。でもね、段々慣れてきて……いつの間にか、この学園のこと好きだなって思うようになってきて……それなのに……みんなは私と逆で、閃学園の自由なところにどこか不安を感じ始めてたのね」


「……そうだね。まさか秩序派がこんなに増えるだなんて……。クロト、きっとみんなの不安をはじめから見み抜ぬいてて、色々作戦を練ってたんだ」


「私、あのクロトって人……なんだか好きになれないわ。馬ば鹿か正直な丈途くんと逆で、いつも裏でなにか考えてる感じがする」


　馬鹿正直って……今の、誉ほめてくれたってことでいいんだよね……？


「あの……丈途くん。ありがとう。丈途くんが私を追って来てくれて……その、嬉うれしかったわ」


　そう言って笑った謡江は、ぼくの手を、その綺麗な手でより強く握にぎりしめてきた。








　──問題が起こったのは、それから数日後のことだ。




５　メガネ来夏の最後のメッセージ







『無秩序に終しゆう止し符ふを！　十日後、ついに閃学園に生徒会創立!!』





　登校して校舎の入口まで来たとき、ぼくは啞あ然ぜんとした。入口の扉とびらに、生徒会創立を謳うたうポスターが貼はられていたのだ。


　ポスターには生徒会のメンバーが記されていた。書記や会計の名を流し見て先を読むと──。





『副生徒会長──霧線蘭


　副生徒会長──クロト


　生徒会長──鳴唐吹音』





「え……えぇぇ!?　鳴唐さんが生徒会長!?」


　あまりのことに、一いつ瞬しゆん頭が真っ白になってしまった。


　……あ、あの引っ込み思案な鳴唐さんが……生徒会長だって!?


「あり得ない……こんなの、絶対に鳴唐さんの意志じゃない！　クロトだ！　またクロトがなにか仕組んだんだ!!」


　──そのとき、ぼくは気づいた。今日に限って秩序派が校舎前で勧かん誘ゆうをしていないのだ。


　……おかしい。絶対になにかある!!


　ぼくは慌あわてて駆かけ出し、教室に向かって急ぐ。


　息を切らして教室に入ると──。


　鳴唐さんが、いない。


「……まだ、登校してないだけなのかな……」


　荒あらい息をつきながら、不安をまぎらわせるように言う。


　……ちゃんと来てくれるよね、鳴唐さん……。


　しかし、ホームルーム開始のチャイムが鳴っても彼女は登校しなかった。亜希先生が教室に入り、とうとう出欠の点呼が始まってしまう。


　ぼくの隣となりに座る律が、うなるようにして口を開いた。


「鳴唐さんと……蘭も登校してないね。あのポスターといい、これはなにかありそうだ」


　視線を巡めぐらせると……確かに蘭もいない。


　……鳴唐さんのことで頭が一いつ杯ぱいで、まったく気づかなかった……。ぼく……やばいな。


　そう、思った。鳴唐さんが秩ちつ序じよ派としてがんばるほどに、鳴唐さんは遠くなってゆく。そして、ぼくの焦あせりがどんどんつのる。


「──吹音さんは生徒会長になる準備を進めているため、しばらく休みます。蘭さんも、副生徒会長になるためしばらく休みます」


　亜希先生の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ぼくは思わず声を上げる。


「先生！　そもそもこの学園に生徒会なんてないじゃないですか!!　そんな理由で休みを認めるんですか!?」


「みんなも才能に関かかわることで休むときあるでしょ？　それと同じよ。むしろ丈途くん。あなたこそ最近さぼりすぎです。気をつけなさい」


「いや……それはその……」


　亜希先生はぼくをひと睨にらみすると、何事もなかったかのように点呼を続けた。


「──手も挙げずに意見を言うだなんて……」


「──生徒会の創立は学校行事だろ。休んで当然だよ」


　秩序派のささやき合う声がしている。だがぼくにはそれをまともに聞く余よ裕ゆうもなかった。


　……鳴唐さん。生徒会長になるために学校まで休むなんて……絶対、自分の意志じゃないよね？　早く……早く秩序派を止めなきゃ!!








　昼休みになると、エージェントのみんなと秘密基地で合流した。秩序派の生徒会立ち上げを止めるため、鳴唐さんを救い出すため、ぼくが緊きん急きゆう会議を開いたのだ。


「……しかし、鳴唐は自分から秩序派に協力しているように見えるのだが……。丈途、少し冷静になれ」


　来夏がぼくをたしなめるように言う。


「僕が思うに、鳴唐さんはポルノ小説の真実を知って感情的になってるんじゃないかな。そういう意味では、やっぱり自分から秩序派に協力してるんだよ。クラスメートのことをこう言うのは心苦しいけど……丈途、彼女のことはもうあきらめないか？」


　律が、ぼくを心配するようにして見つめる。


「ポルノ作家くん面おも白しろいのにね～。ボクがもしある日突とつ然ぜんポルノの真実を知っちゃったら……ぞくっとしちゃうっっ!!」


　創が、無防備にぼくへ抱だきつこうと駆けてくる。


　ぼくは創の額に手を押しつけて距きよ離りをとりつつ、考えこんでしまった。


「──ふんっ！　ふんっ!!　その邪じや魔まな手をどけて～!!」


　……鳴唐さんが自分から秩序派に協力してるんだとしたら、彼女を助けてなんの意味があるだろうか……？


「──ふんっ！　ふんっ!!　聞いてるの～ポルノ作家く～ん!!」


　……もし鳴唐さんが生きつ粋すいの秩序派だったら、秩序派と引き離はなしたところでぼくがもっと嫌きらわれるだけなんだろうなぁ……。


「──ふんっ！　ふんっ!!　──」


　謡江が、黙だまりこんでしまったぼくを見つめ、少し言いづらそうに口を開いた。


「私……ずっと不思議だったの。吹音さんはてっきりエージェントになると思ってたのに……丈途くんの真実を知ったからって、とても秩序派に協力するようには見えないのに……なにかあったのかしら？」


　──そうだ。ぼくもそれが不思議だった。いくらポルノ小説の真実を知ったからといって……やはり極きよく端たんすぎる。


「って……みんな！　鳴唐さんにポルノのことがばれた話、ほじくり返しすぎだよ!!」


　……あぁ。嫌いやなこと思い出したな……。ポルノのことがばれた瞬間の、あの修しゆ羅ら場ば……。今考えても……痛い。かなり痛い。ぼくが素す直なおに教えなかったせいとはいえ、まさかある日いきなり現れたクロトが、しかもあのタイミングで言うだなんて……。クロト、ぼくの秘密ですら映画のシーンを作る感覚で利用して……くっ……!!


「……鳴唐のことは保留にするとしてもだな、生徒会の立ち上げだけはなんとしても止めないとまずい。もう……ここまで追いつめられたら、あいつらの本ほん拠きよ地ちを直接潰つぶすしかないんじゃないのか？　それで秩序派との戦いも終りだ」


　来夏は鼻を鳴らして監かん視しカメラの映像へ目をやる。そこには特別教室が集まる棟むねの廊ろう下か……映研の部屋の扉とびらが映っていた。


　ぼくは来夏の台詞せりふに対し、慎しん重ちように答える。


「たとえ本拠地を潰したとしてもさ、それですべてが終わるわけじゃ──」





　前へならえ───!!





　ぼくが喋しやべっていると、どこからか大きな声が響ひびいてきた。地下にあるこの秘密基地にまで届く大号令……。


「どうやら、またなにか起こったらしいね」


　律が地上の方へじっと目をやっていた。


　──今度はなんだ!?　……もう！　次から次へと……どうしろって言うんだよ!!








　エージェントのみんなと号令の声をたどって駆かけてゆくと、中庭にたどり着いた。いつの間にかちょっとしたステージが設けられており、そこに大勢の生徒が集まっている。みんな整然と並び、綺き麗れいな列を作っていた。


　ステージ上には何名かの秩ちつ序じよ派が立っており、クロトも、蘭も、そして──鳴唐さんもそこにいた。


「ふ、吹音……この学園に秩序をもたらして、もっと素敵な所にしたいの！」


　鳴唐さんはマイクを握にぎり、中庭に集まっている生徒たちへ向かって話しかけていた。スピーカーから流れる鳴唐さんの声……わずかに、震ふるえていた。スピーカーの音が大きいため、震えがわずかでもよく聞こえた。


「む、無秩序だと……お、お友達に迷めい惑わくをかけちゃう人が出るの。吹音……そ、そういうの、嫌いやなの！」


　今度こそ、はっきりと鳴唐さんの声が震えていた。


　──やっぱり、無理してるんだ！


「そこまでして生徒会長になろうとするだなんて……鳴唐さん、クロトになにかされたのか……？」


　そう思うと、いても立ってもいられなかった。ぼくの才能が封ふうじられたときのように、鳴唐さんもクロトからなにか強きよう烈れつに心を揺ゆさぶられるようなことをされたのだろうか？


　……もし、クロトが鳴唐さんにそんなことをしてたら……許せない！　なにがなんでも鳴唐さんを助けなきゃいけない！　そして、楽しかった頃ころの閃学園を……鳴唐さんと一いつ緒しよにいて楽しかったあの頃を……取り戻もどしたい!!


　ぼくはステージ前まで一気に駆け、大声を張り上げる。


「鳴唐さん！　もうこんなことやめなよ！　そんなに声を震わせて……生徒会長なんて、ならなきゃいいじゃないか!!」


　ステージ袖そでにいたクロトが、叫さけぶぼくを見て鳴唐さんのそばに立つ。そして大きなため息をつき、わずらわしそうにこちらを見おろしてきた。


「……きみ、まだ学園にいたのかい？　なにもしてこないから、てっきり尻尾しつぽを巻いて逃にげたのかと思っていたよ。きみなんかに勝負を挑いどむだなんて……ぼくもまだまだだな」


　クロトはもはやぼくなど眼中にないかのように声を漏もらしていた。


　……っ！　完全に勝った気でいて……!!


「そろそろ大きなイベントを入れないと観客が退たい屈くつすると思ってこのシーンを作ったんだが……丈途くん。わざわざ来てくれたところを見ると、ずいぶんぼくのアイデアを気に入ってくれたようだね。どうだろう。これを機に秩序派に入らないかね？」


　クロトは疑問系で喋ってはいたが、はじめから答はわかっているのだろう。ぼくが口を開く前にパチンと指を鳴らした。


　その瞬しゆん間かん、ぼくは突とつ然ぜん誰だれかに両りよう腕うでをつかまれ、その場に膝ひざをつかされてしまう。


　反射的に周りを見ると、ふたりの男がぼくの腕を一本ずつがっちりと固めていた。


「なっ──!?」


　声にならない声を上げるぼくを見て、エージェントのみんなが慌あわてて駆けてくる。


　それを目にとめたクロトは、こちらに微笑ほほえみを向けた。


「安心したまえ。大事な演説中なのでね。丈途くんには特等席で大人しくご覧になって頂くための配はい慮りよをしたのさ」


　そう言って、クロトはさっさとステージの袖に戻ってしまった。


「──丈途！　いい加減にしなさい!!」


　蘭が、ステージ上からこちらを睨にらんでいる。腕を組み、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを鋭するどくし、怒いかりを露あらわにしていた。


「吹音ちゃんは今、生徒会長になるためにがんばってるのよ！　素す直なおに応おう援えんしたらどうなの！　今だったら、あたしのパシリとして生徒会に入れてあげてもいいわよ!!」


　……それ、全然嬉うれしくないんだけど。


　……蘭の使いっ走り……。彼女とは席が隣となりなので、ことあるごとになにか注文されるだろう。「あたしと妹たちの分のお弁当を買ってきなさい。もちろんあんたの金で」くらいは朝飯前で、精神的にもお財さい布ふ的にも痛い思いをするだろうし、もしかしたら「授業中、ずっとあたしの肩かたを揉もんでなさい」とか言われて百合ゆりのせいで男の匂においの染しみついていないある意味で綺麗な蘭の肩を、柔やわらかな肢し体たいを揉めたりして、肉体的にはきついけど精神的には意外と悪くない思いもしちゃったりして、あげくの果ては「ちょっと麓ふもと街まちの本屋で百合の十八禁エロ本を買ってきなさい！」なんて注文されて、恥はずかしさをこらえて往復二時間ほどかけて麓街からエロ本を買って戻るも、いきなり「こいつこんな本を持って登校してるわよ!!」とかみんなの前でさらされて足あし蹴げにされたあげく、おしおきで踏ふまれたりして精神的にもお財布的にも肉体的にも痛い思いをして、でも段々それが癖くせになって──。


　……なんか、変な快感に目覚めそうだな……。


　かなり馬ば鹿かなことを考えてしまった。って……こんなこと考えてる場合じゃない!!


「丈途！　どうなのよ!?」


　ずっと黙だまっているぼくに苛いら立だち、蘭が声を荒あらげる。


　……答は決まっている。ぼくは鳴唐さんと一緒だった、あの楽しかった頃の閃学園に戻したいんだ!!


　声を上げようとすると、鳴唐さんが蘭の服を申し訳なさそうに引っ張っていた。


「あの……吹音の演説……」


「あっ！　ごめんね、吹音ちゃん!!」


　鳴唐さんの言葉で、蘭はあっさりとステージ袖へ引っこんでしまった。


　……蘭、ほんとわかりやすいな……。


「そこが憎にくめないところではあるんだけど……」


　今は互たがいに、秩ちつ序じよ派と無秩序派に分かれてしまった。そう思うと、ぼくは一層憂ゆう鬱うつになる。


　鳴唐さんは場を仕切り直すようにステージ中央に立つと「ごくり……」とマイク越ごしに聞こえるほどの大きな生なま唾つばを呑のんだ。そして、震ふるえる声で演説を続ける。


「み、みんな聞いて。吹音が一いつ所しよ懸けん命めいに考えた──生徒会五訓なの」


　せ、生徒会五訓!?


　鳴唐さんの言葉とともに、ステージ上にいた秩序派のメンバーが大きな紙を広げる。そこに記してあったのは──。





　ひとつ、私服登校禁止


　ひとつ、才能の無む駄だ遣づかい禁止


　ひとつ、あいさつしないの禁止


　ひとつ、エッチな妄もう想そう禁止


　ひとつ、エッチな言動も禁止





　な……なんだこれ!?　前半の三つはまだわかるけど……後半の〝エッチな妄想禁止〟と〝エッチな言動も禁止〟って……なに!?


「吹音が生徒会長になったらみんな守ってね。絶っっっ対、約束だよ？」


「「はいっっ!!」」


　気持いいほどシンクロした返事が辺りに響ひびいていた。鳴唐さんの人気……改めて見せつけられた気がする。


「絶対なんだから……」


　最後にそうつぶやいた鳴唐さんは、なぜだか悲しそうにこちらを見つめていた。








　地下独特の湿しめった空気が漂ただよう中、ぼくたちは黙りこんでいた。陽ひの光すら入らぬこんな場所にいては余計に気がめいるだけだが、安全に話し合いをするならここしかないだろう。


　ぼくたちエージェントは、秩序派が中庭でおこなった演説が終わるとすぐにこの秘密基地に戻もどっていた。すぐに……なにか手を打たなくてはならない！


「──だから、さっさとあいつらの本ほん拠きよ地ちを潰つぶせばいいんだ!!」


　煮にえ切らないみんなに活を入れるように、来夏が声を荒げた。


「破は壊かいなら任せて～！　未来の最高マッドサイエンティストが腕を見せてあげる～!!」


　創が楽しそうに来夏の周りを走り回る。


「本拠地を潰した先に、なにがあるんだい？　秩序派はあそこの設備に依い存そんして活動しているわけじゃないだろ？」


　律がふたりをたしなめるように淡たん々たんと喋しやべった。


　……確かに、本拠地を潰してもなにも変わらない。でもこのまま手をこまねいていたってなにも変わらないんだ……。


「──そうだ！　鳴唐さんを取り戻せばいいんだよ!!」


「丈途。まだそれを言うか」


　来夏が呆あきれたようにため息をついていた。


「違ちがうよ！　生徒会長さえいなければ、生徒会の立ち上げはできないだろ？」


「……なるほど。それは一理あるな」


　来夏はしばらく考えこむと、急に手を叩たたいて声を上げる。


「よし！　私が鳴唐の部屋に行って、さっさとここまで運んでこよう！」


　ちょっとした荷物でも運ぶかのように、軽い口調だった。


　……鳴唐さんは軽いかもしれないけど、その言い方はないと思うよ。


「いや……よく考えたら、私は最近鳴唐を女子寮りようで見てないな。もしかしたら、どこか別の場所で寝ね泊とまりしてるんじゃないか？」


「……そうか。あのクロトがそんなところでへまをするはずがないか。でも……どうやって調べれば──」


　そのとき、部屋の壁かべ一面にはめこまれたテレビが目に入った。来夏もぼくの視線に気づいたらしく、同じようにしてテレビを見つめる。テレビには学内の様々な場所が映し出されており、誰だれがどこをどのようにして通っているか一目でわかった。


「「これだ!!」」


　ぼくと来夏の声が、重なった。


　すると創が「了りよう解かいだよ～」と声を上げ、すべてのカメラの映像を巻き戻し始める。


　みんなでそれを眺ながめて鳴唐さんを捜さがしていると──夜、クラリネットの練習を終えた彼女が秩序派のメンバーに送られ、特別棟とうの集まる場所を歩いている姿が見えた。鳴唐さんたちはそのまま棟のひとつに入り、廊ろう下かを進んである部屋に入る。そこは……映研だ。


「まさか……あそこで寝泊りしてるの!?」


　ぼくが驚おどろいていると、創が学園の見取り図を机に広げた。映研の部屋に目をやると、室内に「ＶＩＰ」と書かれたもうひとつの部屋があることに気づく。


「ＶＩＰって……まさか、ＶＩＰルーム!?」


　ぼくは映研の部屋を思い返してみる。


　天てん井じようからぶらさがったシャンデリアに、ふかふかの絨じゆう毯たん……。やけにお金のかかっている部屋だとは思っていたが……まさかＶＩＰルームまであるとは……。


「丈途。さらってきた鳴唐が私たちに協力しなかった場合、あいつを監かん禁きんするのか？」


「監禁!?　来夏、なに言ってるんだよ！　そんなことできるわけないじゃないか!!」


「ならどうするんだ？　放っておけばまた秩ちつ序じよ派に戻るだろ」


「それは……でも、監禁はしない！　とにかくやってみよう！　このままじゃなにも変わらないよ!!」


「丈途！　落ち着けって！　そんなのただの暴走だろ!?」


　律が慌あわててぼくを止めに入る。彼が言う通り、ぼくは暴走しているのかもしれない。でも……でも……。


「丈途くん……やめて」


　謡江の、悲しそうな声が響いた。


「吹音さんは自分の意志で、自分から秩序派に協力してるのよ？」


「ぼくたちが知ってる鳴唐さんは、秩序派に協力するような人じゃないだろ」


「演説までして生徒会長になろうとしてる吹音さんを……丈途くんは、どうしても助けたいって言うの？」


「……うん。どうしても助けたいんだ」


「そう……わかったわ」


　謡江はそれだけ言うと、急に黙だまりこんでしまった。


　どうしたのだろうと見つめていると、彼女が首からさげたペンダントが電光を淡あわく照り返して小さく揺ゆれていることに気づく。そしてその揺れが、彼女の体がわずかに震ふるえているせいなのだと気づく。


「私……丈途くんの答、ずっと待ってた。答が出るまで、待ってるつもりだった……でも、ごめん……私、もう……無理」


　……無理……？


「吹音さんのためにそこまでする丈途くんを見て、もう一いつ緒しよにはいられない」


「……謡江？」


　その言葉に、彼女は答えなかった。


　そして、さっきまで震えていたペンダントが一いつ瞬しゆん、止まる。


「丈途くん。私……楽しかったわ」


　謡江はそう言って、ぼくに満面の笑えみを向けた。


　次いで、その笑みが悲しみに打ちひしがれるように崩くずれ始めると──。


「さようなら」


　その言葉だけを残して、こちらに背を向ける。そしていきなり駆かけ出してしまった。


「う……謡江!!」


　ぼくの声も届かず、謡江はあっという間に部屋を出てしまう。


「謡江……」


　彼女がつけたハートのペンダントの残光が、瞳ひとみに焼きついたまま離はなれなかった。





　　　♪♪♪『少女の覚かく悟ご』♪♪♪





　──カタカタカタカタッ。


　──カタカタカタカタッ。


　吹音は映研の部屋で椅い子すに座り、じっとしている。しかしその膝ひざに置かれたクラリネットのケースが、揺れていた。彼女の手の震えが伝わって、否いや応おうなしに小刻みに動いているのだ。


「……吹音、言っちゃった……」


　今日の昼休みにおこなった中庭での演説。吹音は、勇気を振ふり絞しぼってステージに立っていた。そのときの緊きん張ちよう感かんが、夜になった今、どっと押し寄せてきたのだ。


「吹音の五訓、丈途くん……気づいてくれたかな？」


〝エッチな妄もう想そう禁止〟と〝エッチな言動も禁止〟……これは、吹音が丈途をエロの道から引き離すために考えたものだった。自分が生徒会長になれば、丈途がまっとうな道を歩んでくれる。そう思って、必死に考えたものだった。


「……不安かい？」


　震えている吹音のそばに、クロトが気き遣づかうようにして近づいてくる。


「吹音さん、大だい丈じよう夫ぶだよ。生徒会の立ち上げは必ず成功する。丈途くんにも手出しはできないさ」


「……どういうこと？」


「彼のことはちゃんと調べてあるんだ。ずいぶん突とつ飛ぴな奇き策さくを使うようだが……ぼくと彼の勝負が始まったシーンで彼の才能は封ふうじてある。このまま最後まで丈途くんが奇策を使うシーンは用意されてないんだ。念のため、他ほかにも手は打ってあることだしね」


「でも丈途くんは、いつも吹音じゃ思いもつかない方法を思いつくよ？」


「ははっ……吹音さんはずいぶんとあの男を買ってるんだね。でも、ぼくだって同じく物語を作る天才なんだ。少しは信じて欲しいな」


「あっ……ごめんなさい」


　吹音は慌てて頭をさげる。すると、その視線が自分の手元にあったリードをとらえた。丈途から「がんばってね！」と彫ほってもらった、あのリードだ。丈途と敵対することになって心が痛んでいる中、吹音にとってこれだけが救いであった。


　……丈途くん、待っててね。吹音、絶対に生徒会を立ち上げて、あなたに目を覚ましてもらうの！　吹音……がんばる!!


「吹音さん。そう力まなくていいんだよ。全部ぼくに任せてくれ」


　クロトは吹音を安心させるように、彼女の震える手をそっと自分の手で包んだ。


「えっ……!?」


　瞬しゆん間かん、男に耐たい性せいのない吹音は赤面してしまう。クロトは上級生のためか、丈途の手よりいくらか大きく、頼たのもしい感かん触しよくがした。


　……この人、やっぱりいい人だなぁ……。


　吹音はそう思いながらも、恥はずかしさをごまかすようにして自分の手をポケットに突つっこんでいた。


「いや、これは失礼。吹音さんが困っていると……ぼくは悲しいんだ」


　クロトは寂さみしげに言い、部屋の端はしへと目を向ける。そこでは、蘭が自分の演技の準備を進めていた。


「……状じよう況きようはどうだい？」


　クロトは吹音のもとを離れ、蘭のそばへと向かう。蘭は「だいたい終わったわ」と言うと、クロトへ目をやった。


　蘭の目の前には、なぜかパソコンが置いてある。


「なんで映画の撮さつ影えいで、本当のクラッキング不正なデータ操作をする必要があるのよ」


「映画にはリアリティーが必要なんだ。それに、ちょっと監かん視しカメラの映像を操作するくらい、きみにとってはたいしたことじゃないだろ？」


「まぁ……ね」


　そう言いつつ、蘭はクロトにいぶかしげな視線を向ける。だがその視界に吹音が入った瞬間、芽生えていた疑ぎ惑わくが飛び、蘭はその場に起立して吹音へと一礼した。


「吹音ちゃん！　共演者としてあたしもがんばるわね！　よろしくお願いします!!」


　無む秩ちつ序じよ派だった頃ころの彼女とは違ちがう礼れい儀ぎ正ただしいあいさつに、吹音は「よろしくお願いします」と同じく一礼する。


　蘭はそれを見ると、一いつ切さいの無む駄だ口ぐちを叩たたかず椅子へと座ってキーボードの上に両手を置いた。


「では、撮影を始めよう」


　クロトのその言葉とともに、ひかえていたカメラマンが蘭にレンズを向ける。そして──唐とう突とつに、連続的な破は裂れつ音が響ひびき渡わたった。機き銃じゆう掃そう射しやでもされたかのような音……。その音源は、キーボードを高速で叩く蘭の指だ。


　パソコンのディスプレイには目まぐるしく様々な画面が表示されては消え、目で追っていてもなにが起こっているのかわからない。


「──素す晴ばらしい。これが噂うわさの弾だん丸がんタッチだね」


　まるで映画の台詞せりふのように、クロトが優ゆう雅がに喋しやべる。カメラマンはそんなクロトにもレンズを向け、シーンを克こく明めいに記録し続けた。


　ふと、パソコンのディスプレイに丈途の顔が映る。今日の昼間、中庭で秩序派に両りよう腕うでを押さえられていたときの映像だ。


　クロトはそれを見ると口の端はしを上げていた。その表情は、さきほどまでの優雅な振ふる舞まいとはどこか違う、鋭するどい意志が宿っている。


「ふふっ……きみらの情報は、筒つつ抜ぬけなんだよ」





　　♪　　♪　　♪　　♪





　一分の隙すきもないよう何枚もの薄うすい盾たてを重ね、がっちりと縛しばってひとつの強固な盾にする。それをふたつ作り、両手に持てるようにした。多重構造の小さな防ぼう壁へき……。きっと、ぼくたちを守ってくれる心強い物になるはずだ。


　──よし！　準備オッケーだ!!


　その場にしゃがんだまま、ぼくはポケットからリードを取り出す。鳴唐さんから「がんばってね！」と彫ってもらった、あのリードだ。


「待っててね、鳴唐さん。必ず連れ戻もどすからね。そして昔の……あの楽しかった閃学園に戻してみせるから」


　ぼくは祈いのるようにしてリードを握にぎりしめると、覚かく悟ごを決める。盾を両手に立ち上がり、この秘密基地から出るための階段へと目をやった。


「それじゃあミッションスタ──」


「ちょっと待て丈途!!」


　鋭くぼくを制止する声……。


「……なにさ、律。まだ止めるの？」


「違う。ミッションは了りよう解かいした。でも……なんで……なんでこんな装備なんだ!?」


　声を荒あらげた律の腰こし回まわりには、たくさんの手しゆ榴りゆう弾だん風ゴムボールがついていた。中に液体が入っているのだが──なぜか、先っぽに小さな袋ふくろ状じようの突とつ起き部分がある。


「やっぱり、ぼくらが攻せめるなら無秩序的にやらなきゃ駄だ目めだろ？」


「だからってなんで……その、こんな──ゴム!!」


「いいだろ？　手榴弾風なんだしさ」


「よくないっ!!　屈くつ辱じよくだよ……こんな姿で外に出なければならないなんて……。こんな──ゴムっっ!!」


　律はやけに歯切れ悪く「ゴム!!」の部分を喋っている。


　……前々から初心うぶな奴やつだと思ってたけど……ちょっと先っぽに小さな袋状の突起部分があるくらいで、そんな……。


「ボク、そのコンドーム、がんばって作ったんだよ～？」


　創が律へ抗こう議ぎするように頰ほおを膨ふくらませていた。


　──そう。律が持っているゴムボール……創お手製のコンドームなのだ。重要なのは中に入っている創特製の超ちよう粘ねん着ちやく性液体の方なので、入れ物はなんでもよかったのだが……無秩序的にコンドームにした。
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「ボク、破れやすいコンドームを作るために結構苦労したんだよ～。簡単に破れすぎても困るから、強度の調節が難しかったんだ～。ちゃんと愛情を持って使ってね～～!!」


「持てないよ!!」


　律が、顔を真っ赤にして叫さけんでいた。


　……しかし、破れやすいコンドーム……。実際には使えない、はた迷めい惑わくな発明である。


「なら、ぼくの装備に変える？」


　そう言って、ぼくは両手に持っていた盾を掲かかげる。その表面には──半はん裸らになったお姉さんの写真があった。実はこの盾、エロ本なのだ。エロ本を何冊も重ねて強度を高め、盾にしていた。


「そんな物、余計に持てないよ!!」


　律は赤かった顔をさらに赤くし、ほとんど絶ぜつ叫きようしていた。


「……ふん。ほんと変態だな、丈途は」


　こちらを呆あきれたように見つめる来夏……。その手には、大量の鼻フックがあった。鼻にフックをかけてまるで豚ぶたのような面つら構がまえにするためだけに存在する道具……。


「まぁ、私はこれで醜みにくい顔の写真が撮とれるから構わんがな」


　来夏はどこか嬉うれしそうに喋しやべると、試ためしと言わんばかりに創の顔に鼻フックをかけ始めた。


「痛いたたっ……やめて～！」


「おぉ、あっさり醜くなるものだな。これはいい！」


　クォーター独特の日本人離ばなれした創の美び貌ぼうが……豚さんみたいにしっかり歪ゆがんでいた。


　……でも、豚さんみたいな顔になっても愛あい嬌きようがあるな、創って……。


「ま、こんな攻め方をするなら、謡江はいなかった方が幸せかもしれんな」


　来夏は言いながら、鼻フックをかけた創の写真を撮っていた。


　──ズキッッ!!


　なにげない言葉に、思いっきり胸が痛む。


『──私、もう……無理』


　つい数時間前、謡江はここでそう言った。


「無理って……相当だよな」


　相当、限界だったんだと思う。ぼくの行動が、そこまで謡江を追いつめてしまった。ここを出ていった謡江の姿が、ハートのペンダントの残光が、リアルに蘇よみがえってくる。


「……丈途。このミッション、こんなに焦あせってやる必要があるのか？」


　来夏が創の鼻フックを撮りながら漏もらす。


「創が発明した超粘着性の液体があれば負けはしないと思うが……生徒会ができるまでまだ時間はあるんだ。もう少しちゃんと準備を整えてからやってもいいんじゃないか？」


　……そうかもしれない。鳴唐さんが生徒会長になろうとして、謡江がいなくなって、ぼくは焦っているのかもしれない。だけどぼくは……一日も早く元の学園に戻もどって欲しいんだ！


「行こう!!」


　みんなに向かって力強く言うと、エロ本の盾たてを手にぼくは秘密基地を出た。


　…………………………………………………………………………………………………………。


『監かん視しカメラには誰だれも映ってないよ～。映研の部屋までさくさく行っちゃって～』


　秘密基地にいる創から無線が飛んできた。


　ぼくたちは今、特別棟とうが集まる一角にいる。ここから一気に映研の部屋まで駆かけ抜ぬけて、作戦決行だ。


「ミッション、スタート！」


　ぼくの声とともにみんなで足を踏ふみ出す。建物の陰かげを抜けて、映研の部室がある棟まで一直線に行ける道へと飛び出した。


　その瞬しゆん間かん──視界を埋うめ尽つくす、眼鏡めがねをかけた生徒たちが目に入る。


「な……なんで!?」


「おい、創！　どうなってるんだ!?　思いっきり待ち伏ぶせされてたぞ!!」


　来夏の怒ど鳴なり声に、創が慌あわてて無線を返してきた。


『えぇ～!?　でも、カメラには誰も映ってないよ～!?』


「そんなはずがあるか!!」


　──なにかがおかしい──。


　ぼくの胸に、どんどん不安が広がってくる。これもまた、クロトのシナリオ通りのことなのだろうか。もしそうだったとしたら……やばい!!


「創！　なんでもいいから発明を持ってきて、助けてくれ!!」


　ぼくが声を上げるも、創からの応答はない。


『──ザァァァァ──』


　急に、無線から嫌いやな雑音が流れ始めた。


「な……なにが起こったの!?」


　目の前にいた秩ちつ序じよ派たちが、こちらへ向かって一いつ斉せいに駆け出してきた。


　──駄だ目めだ！　もう考えてる余よ裕ゆうがない!!


「くっ……!!」


　ぼくは律の腰こしにさげられていたコンドームを取ると、次々と目の前の道にぶちまける。これで、いくらか時間が稼かせげるはずだ。


「逃にげよう!!」


　秩序派たちが超粘着性の液体に道を阻はばまれて立ち止まる中、ぼくは叫んでいた。


　みんなで息を切らしつつ、秘密基地まで駆け戻る。


「──創っ！」


　基地の中に入ると、部屋の中が一変していた。部屋が──綺き麗れいになっていた!!


　壁かべ一面を埋め尽くしていたテレビはすべて外されており、創の発明や道具も、置いてあった備品も、なにもかもすべてが部屋の隅すみに綺麗に片付けられていた。


　よく見ると、そのすべてが壊こわされており、しかもゴミごとにご丁てい寧ねいな分別がされている。


「ボク、秩序に汚けがされちゃった～」


　……そして、基地の中で大泣きしていた創は、制服を着せられて眼鏡をかけさせられていた。








　情けない……。焦って作戦を決行したあげく、秩序派に秘密基地を壊されてしまった。これは明らかにぼくたちの行動が秩序派に先読みされていた結果だ。まさか、すべてがクロトのシナリオ通りの展開だったとでもいうのだろうか……？


　創は秘密基地に発明用の設備や道具をすべて持ちこんでいたため、新しい発明はしばらくできなくなってしまった。生徒会の立ち上げまでに、次の発明は間に合いそうにない。ぼくのポルノ小説の才能も使えない中、創の発明まで封ふうじられてしまったのはかなり痛かった。


　ぼくたちに、抵てい抗こうできる手段は残されていないのだろうか？


「──みんな、吹音もがんばるから、一いつ緒しよに素す敵てきな学園にしていきましょう」


「「はいっ!!」」


　秩序派に秘密基地を襲おそわれて何日か経たった朝、登校していると鳴唐さんが校舎前で演説しているのが見えた。……実は、中庭での演説以来ずっとこうなのだ。鳴唐さんがひとりで演奏と演説をおこない、その間に秩序派が勧かん誘ゆう活動をしていた。その活動は朝だけでなく、今や昼休みと放課後までおこなわれている。生徒会立ち上げに向けて最後のたたみかけをしているのだろう。おかげで秩序派はさらに増え、もう、無秩序派はごく少数になっていた。


「これでやっと学園に真の秩序がもたらされるな」


「生徒会ができたら、無秩序派を退学にできるよう学園にかけあってもらおうぜ」


「いまだに無秩序をしてるような奴やつらは、いるだけで迷めい惑わくになるような無秩序の塊かたまりだからな。退学になればせいせいするよ」


　……秩序派たちは、自分たちも昔は無秩序を愛していたことを忘れ去ったかのように、無秩序派を嫌けん悪おしていた。


　登校しているぼくに秩序派が気づくと「あいつ、才能が涸かれたくせにまだ学園にいたのかよ。しかも無秩序派なんだろ？」と鼻で笑う。


「生徒会ができたら、才能が涸れた奴も退学にしてもらわなきゃな～」


　秩序派の嘲ちよう笑しようを聞きつつ、ぼくは歯を食いしばって前に進んだ。


　……まだ、まだ勝負はついてないんだ。無秩序派が勝つチャンスは……必ずある！


　自分にそう言い聞かせ、校舎の中へと入っていった。


　廊ろう下かを進んでいると、向こうから謡江が歩いてきていることに気づく。


　彼女はぼくに一いつ瞬しゆんだけ目をやったが、すぐに前を向いて無言のまま進み、そのままぼくとすれ違ちがった。


「謡江……」


　廊下を進む彼女の背に向けて、知らず言葉が漏もれる。だが、彼女にその声が届くことはなかった。


　……エージェントを辞やめて以来、謡江はずっとこうだ。ぼくと会っても話さず、目も合わせようとはしない。それでも彼女は今まで通り制服を少しオシャレにした恰かつ好こうで登校を続け、ひとり教室で浮ういていた。


　そんな彼女の気き丈じような姿を見て、胸が痛んだ。今すぐにでもそばに行って、ぼくたちエージェントがついてると伝えたかった。しかしぼくにはそんなことを言う資格も、エージェントとしての実力もない……。


　──そんなときだった。


「丈途。私は今日から秩序派に入るぞ」


　教室の近くで会った来夏は──制服を着ていた！　しかも、眼鏡めがねまでかけている!!


「ど、どうしちゃったのさ!?　来夏はなにがあっても無秩序派だと思ってたのに!!」


「──しっ！　声が大きいぞ」


　来夏は話を誰だれかに聞かれていないか、周りを入念に見回している。今はホームルームが始まる前の時間だ。秩序派はきちんと自分の席についていた。廊下にいるのはぼくたちくらいだろう。


　しかし……制服姿の来夏。雰ふん囲い気きがいつもと全然違う。背が高く美人のため、制服である紫むらさきのワンピースドレスを着ると本当に栄はえる。しかも眼鏡をかけているせいで知的さが増し、その姿はまるで──美人秘書だ！


「なんか……凄すっっごく似合うね」


　不覚にも、来夏の秩序派スタイルを全力で誉ほめてしまった。


「ば、馬ば鹿かなことを言うな！　こんな恰好……恥はずかしいんだぞ!!」


　来夏は珍めずらしくうろたえ、しどろもどろになって答える。ちょっと、頰ほおが赤くなっていた。


「私にはこんなちゃんとした恰好……似合わないだろ？」


　そう言って、眼鏡の奥の瞳ひとみをそっとこちらへ向ける。自分では本当に似合ってないと思ってるらしく、かなり不安そうであった。


　……美人秘書っぽい女の子が実は恥ずかしがり屋さんだなんて……いいなぁ。外ではツンツンしてるくせに、ふたりきりになった瞬しゆん間かん「お、お前にだけ見せるんだからな」とか言って顔を赤らめつつそっと服をはだけ始めて、きっちりした服の中に隠かくれていた淫みだらな胸むな元もとや腿ももをさらしてくれて、ぼくが「その恰好でいつもみたいに強がってみなよ」だなんて軽く言葉で責めつつ抱だきしめると「じゃあその言葉に甘えて……さぁ！　私の前にひれ伏ふすがいい!!」だなんていきなり足あし蹴げにされて思いきり踏ふまれまくって──。


「……やっぱり、私のこの恰好、似合ってないんだろ？」


「ご、ごめんなさい！　ひれ伏しますからいじめないで!!」


「……いじめる？」


　……あ。いつもと違う来夏に思わず妄もう想そうしたのに……またいじめられちゃった……。


「な、なんて言うか……かわいいと思うよ。うん」


「馬鹿にしてるのか!?　私は無秩序派なんだぞ!?」


「え？　だってさっき、秩序派に入るって……」


　来夏は再び声をひそめ、こちらに耳打ちしてくる。


「どうも今回の件、きな臭くさいと思わないか？」


「……どういうこと??」


「秘密基地を襲しゆう撃げきされたとき……秩序派の動きがあまりに正確で、しかも速かった」


「でも、それはクロトがシナリオの才能で全部仕組んでたことなんじゃ……」


「あいつの考えるシナリオ……つまり作戦は確かに凄すごいが、作戦を立てる人間というのは作戦を立てるための作戦も立てているものだ」


「……ごめん。ちょっと意味がわからない……」


　来夏はぼくの耳元で大きなため息をつくと「とにかく、ちょっと潜せん入にゆう捜そう査さをする」とつぶやく。


「せ、潜にゅ──!?」


　驚おどろいて声を上げそうになると、来夏が手を伸のばしてぼくの口をふさいだ。


「今日から私はお前やエージェントのみんなと話すのをやめる。……丈途。もし私になにかあったときは……これを頼たのむ」


　そっと、一枚の写真が手て渡わたされる。それは──ぼくが律を押し倒たおしつつ、蘭から自分のポルノ原げん稿こうを叩たたきつけられているときの写真だった。


「これ……ぼくが律にキスしちゃったときの写真じゃん!!」


　不意に、律の柔やわらかい唇くちびるを思い出す。


　……っ、記き憶おくの底に封ふう印いんしてたのに……。


　そのときふと、カオスコンサートのときブルーのワンピースを着ていた律の姿が思い浮かんだ。アイドルの恰好が似合いすぎて、律っちゃんコールを受けていたほどのかわいらしい姿。


　……あの恰好だったら、よかったのに……。


「って、よくないよ！　駄だ目めだろぼく!!」


「……なにをひとりで騒さわいでるんだ？」


　来夏がいぶかしげな目でこちらを見ていた。


「な、なんでもないよ！　でも、なんでこの写真なの？」


「それは……大切な一枚だからさ」


「え……？」


　困こん惑わくした顔で問いかけるぼくに、来夏は一度だけ微笑ほほえみを向ける。そして急に踵きびすを返すと、元気に教室へと入っていった。


「──みんな、おはよう！」








　部屋の窓から、湿しめっぽい夜風が吹ふきこんでくる。雨が降っているせいだ。もう少し風が強くなれば、窓を閉めないと雨が部屋に入りこんでくるだろう。


「小説の仕事がないと、ほんとすることないんだな……ぼく」


　ベッドの上に寝ね転ころがりながら、ぼくは天てん井じようをぼうっと見つめていた。


　来夏が秩序派になってもう数日経たつ。制服登校に変えたあの日から、彼女は少しずつ秩序派と話すようになっていった。ぼくと来夏は教室で会っても互たがいを無視し、一言も会話をかわすことはない。


　鳴唐さんや蘭や来夏……みんな秩ちつ序じよ派だ。クラスでよく話していた男友達も、ほとんどが秩序派になってしまった。ぼくはもう、クラスで完全に浮ういている。話をしているのは律くらいだろう。


　──チャラララ～♪


　唐突に、携けい帯たい電でん話わが鳴る。確かく認にんすると来夏からのメールだった。


　メールの中身は……写真だ。カオスコンサートで捕つかまえた秩序派の女子を、秘密基地で尋じん問もんしているときの写真。それが、携帯電話のデジタルカメラで撮とり直されていた。


「そういえば来夏、この写真をメールするって言ってたな」


　来夏とはもう直接話せないので、このメールは久しぶりの連れん絡らくになる。だが……。


「なんで件名も本文もないんだ？　せっかく久しぶりに連絡をくれたんだから、ちょっとくらい文字を打ったっていいだろうに……」


　とはいえ、その方が来夏らしいメールではある。


「秩序派になっても、こういうところは変わらないな」


　メールを見つめて微笑む中、来夏の秘書っぽい秩序派スタイルが頭に浮かんだ。あの、普ふ段だんはツンツンしているがふたりきりになると急に女の子らしくなりそうな、美人秘書風の姿……。


「似合ってたなぁ」


　あのとき来夏が見せた女の子らしい一面を思い出しながら、ぼくはベッドに入って目を閉じる。明日の夜にでも彼女に電話して、久しぶりにゆっくり話そうと思った。


　今の自分の行動を、明日すぐ後こう悔かいすることになると知らずに……。








　次の日の朝。ホームルームが始まったとき、ぼくはしきりに後ろを振ふり返って焦あせっていた。教室の最後列にある席。来夏がいるはずの席。そこには今──人ひと影かげがなかった。


　来夏が……登校してない!?


　ぼくは心配になり、ホームルームをする亜希先生に隠かくれ、何度も来夏にメールを送っていた。しかし……返信はない。


「どうしちゃったっていうんだよ……」


　出欠の点呼中、亜希先生に来夏が休んだ理由を聞いてみたが「私も聞いていません」とあっさり流されてしまった。


　ぼくの焦りとは裏腹に、来夏がいないことを誰だれも気にせず朝の時間が過ぎてゆく……。


　ホームルームが終わると、ぼくはすぐ来夏に電話をかけてみた。だが、やはり反応がない。


　どんどん焦りがつのる中、一時限目の授業中に創からメールが来た。彼女には女子寮りように行って来夏の部屋を確認してくれるよう頼んでいたのだ。


　ぼくは慌あわててメールを開く。


『来夏ちゃん、いなかったよ～』


　そ、そんな……絶対におかしい！　だって来夏は、昨日ぼくにメールをくれたんだ。なにかあるんだったらそのときに教えてくれるはずだ。突とつ然ぜん消えるだなんて、どう考えてもおかしい!!


「……そういえば昨日のメール、ちょっと不自然だったな……」


　ぼくは来夏のメールを開き、じっと見つめる。件名も本文もない、写真だけのメール。もしかしたら……これこそが来夏のメッセージなのではないだろうか。文字を打つ暇ひまもないほど緊きん急きゆうの事態が起こって、慌てて写真だけを送信した……。そう考えると、この不自然なメールの説明がつく。しかしそれは──。


「来夏の身に、なにか起こったってことじゃないか……」


　自分の声が震ふるえているのがわかった。……そうだ。来夏はきっと、秩序派について調べていて、なにか重要な情報を手に入れて、それで秩序派から襲おそわれて……。


　反射的に、体が動いていた。授業を無視し、いきなり教室を駆かけ出る。そして、三年生の教室がある上の階に向かった。行き先は──クロトだ！


「クロト！　来夏を返せ───!!」


　そう叫さけんで教室の扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、大人しく授業を受けていた生徒たちが一いつ斉せいに立ち上がった。そして「授業中は静かに！」とみんなで声を合わせ、一気にぼくへ押し寄せて揉もみくちゃにする。身を守る余よ裕ゆうもないほどの圧あつ倒とう的てき人数差……。気がつくとぼくは手足を縛しばられ、クロトの目の前に正座させられていた。


　クロトはこの教室の中でただひとり席に座っている。ぼくが正座させられた後もしばらく教科書を読んでいたが、めどがついたのか教科書を置くとやっとこちらへ目を向けた。


「……身に覚えがないな」


　それだけ言うと彼は脇わきに立っていた生徒から、パーティーなどでよく使われる眉まゆ毛げや鼻や髭ひげがついている仮装用の眼鏡めがねを受け取っていた。


「みんなが言う通り、授業中は静かにして欲しいね。だいたい、あまり大声で吠ほえるものではないよ。周りに教えているようなものだ。自分が負け犬だってね」


　クロトはそう言って手を伸のばし、ぼくに仮装用の眼鏡をかけた。


「うん。そっちの方が似合ってるね。笑える顔だ。負け犬にふさわしいよ」


　クロトがつぶやいた瞬間、教室中の生徒が声を殺すようにして鼻で笑う。


　正座をさせられ、仮装用の眼鏡をつけられ、みんなの前にさらされるぼく……。


　っ……!!　こんな屈くつ辱じよくっっ……!!


　唇くちびるを嚙かみしめていると、ぼくはそのままの状態で生徒たちに担かつぎ上げられ、校舎の入口まで運ばれて外へ投げ捨てられてしまった………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。


　正座状態で放置されたまま、ぼくはずっと来夏のメールについて考えていた。もしあの写真そのものが来夏からのメッセージだったとしたら、写真自体に意味があるはずだ。


「考えろ……来夏のメッセージを無む駄だにするな！」


　ぼくは自分に言い聞かせ、必死に頭を働かせる。


　そしてふと、前に来夏がこの写真を手にして喋しやべったことを思い出した。


『──ユダ裏切り者は『最さい後ごの晩ばん餐さん』という絵でも有名で、あれは構図で裏切り者を表現している──』


「ユダ……」


　自分の口から漏もれる、受け入れがたい結論。


　まさか……エージェントの中に、裏切り者がいるのか!?　そんな……だって、誰かが裏切るだなんて……。


　困こん惑わくする中で、ぼくは来夏の写真を思い返していた。秩ちつ序じよ派の女の子を中心に撮とられており、その後ろで創が彼女を解かい剖ぼうしようと大おお鉈なたを振り上げてよろついていた。そんな危なっかしい創を必死に止めようと、謡江が慌てて駆けている。律はいつも通りの冷静さで女の子の持つ偽にせの生徒手帳を没ぼつ収しゆうし、ポケットに入れていた。


　……この構図に、裏切り者の答が潜ひそんでいる……。


「──丈途!!」


「──やっとポルノ作家くんを見つけた～!!」


　律と創が、校舎の中から慌てて駆けて来ていた。


「ずいぶん捜さがしたよ……。急に授業を抜ぬけ出してさ……」


「ＧＰＳの受信機も秩序派に壊こわされちゃったんだからね～。修理中は大人しくしてて～」


　ふたりとも、ぼくを見て心の底から安心したように声を上げていた。生徒のほとんどが敵に回ってもずっとそばにいてくれる、大切な仲間だ。


　来夏……ぼく、誰だれも疑いたくないよ……。








　秩序派に覆おおわれた学園は、静かだが喜びもない空気に溢あふれていた。みんな淡たん々たんと時間を消費し続けている。そんな中で、秩序派の心を唯ゆい一いつ浮うき立たせるものがあった。


　生徒会の立ち上げは──明日だ。秩序派の皆みんながそれを心待ちにしていた。


　来夏は今、どこでなにをしているのだろうか。携けい帯たい電でん話わの電池が切れたのか、もはや電話しても機械的なアナウンスが流れて繫つながらないと説明されるだけである。


　授業中、ぼくは思わず涙なみだが溢れそうになった。しかし瞳ひとみをギュッと閉じ、必死にこらえる。


　鳴唐さんは秩序派に入り、話しかけることすらできなくなった。そんな彼女を追って蘭も秩序派に入り、ぼくと敵対関係になってしまった。そして来夏は秩序派に潜せん入にゆう捜そう査さをして行方ゆくえ不明に……。


　秩序派が現れてから、ぼくは仲間をどんどん失っている。そしてひとつだけはっきりしていることは、生徒会が立ち上がればエージェントたる律や創は今以上の危険にさらされるということだ。


　──これ以上、仲間を失いたくない！


　心の底から、そう思った。


「……やっぱり、決めた」


　ぼくは事前に作っていたメールを、授業を進める先生に隠れて律と創に送信する。少しの間をおいて、ぼくの隣となりに座る律が携帯電話を開け……言葉を失っていた。


　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。


「ヤ～～ダ～～～っっ!!」


　昼休みになると、ぼくと律と創は学園の端はしに集まっていた。創は泣きながらぼくに抱だきつき、ほとんど絶ぜつ叫きように近い声を上げている。


「……ごめん。でもぼくは、もう仲間を失いたくないんだ」


「ボクとポルノ作家くんは、水墨校長から直接エージェントを頼たのまれたんだよ!?　ヤダっっ!!」


「創……ごめん。でもやっぱりエージェントチームは……解散だ」


「ヤ～～ダ～～～っっ!!」


「創……」


　ぼくが困り果てて言葉を失っていると、律が創の肩かたにそっと手を置いた。


「来夏のこともある。このままあきらめるのは口くち惜おしいけど……エージェントが抵てい抗こうをやめれば、秩序派だって来夏を返してくれるかもしれないだろ？」


「だってぇ……」


「創は来夏のこと、嫌きらいかい？」


「そんなことないけど……」


　創は黙だまりこみ、うつむいて考えこんでしまった。


　そのままいくらかの時が経たち、彼女はやがて涙で濡ぬれきった顔を上げると、じっとこちらを見つめてくる。


「……わかった」


　それだけつぶやくと、彼女は涙を拭ぬぐいながら黙って去ってしまった。


　創……ごめん。最初から一いつ緒しよにミッションをやってきた仲間なのに……。創だって、水墨校長から直接頼まれたエージェントなのに……。


「……丈途。エージェントチームの解散はわかったけど……その後はどうするんだい？　秩序派に入るのかい？」


「……まだ、決めてない」


「そうか……」


　律は一度顔を伏ふせると、次いでぼくを励はげますように笑え顔がおを向けてきた。


「鳴唐さんが生徒会長なら、過ごしやすい学園を作ってくれるかもね！」


　そう言って、律はこちらに背を向けて歩き出す。


「秩ちつ序じよ派に入るときは言ってくれ」


　彼は背を向けたままぼくに手を振ふり、静かにそうつぶやいた。


　……せっかくみんなに協力してもらってエージェントをしてたのに……ごめん。


　ぼくはすまなさを嚙かみしめながら、ひとりで道を歩む。とぼとぼと進みつつ校舎の前まで来ると、しばらくその場に立って学園を見み渡わたしていた。


「ついに明日、この学園が変わっちゃうんだな……。入学したばかりの頃ころはぼくもここの無秩序っぷりに驚おどろいてたけど……」


　今は、それが恋こいしい。


　そう思うと、大きなため息が漏もれた。


　──そのときだった。校舎の入口に貼はられた一枚のポスターが目にとまったのだ。……こんなポスター、今朝まではなかったはずだ。一体、なんのポスターだろうか？　不思議に思って目をこらすと──。





『生徒会立ち上げ記念コンサート、明日開かい催さい!!』





「コ、コンサート!?　しかも明日って……」


　ぼくは慌あわててポスターの前まで駆かけ、その内容を詳くわしく読んだ。


　コンサートは鳴唐さんのクラリネットリサイタルで、生徒会長として支持者に感謝の気持をこめておこなうものらしい。


　あの引っ込み思案な鳴唐さんが、ソロでコンサートだなんて……。


「鳴唐さん……これも、自分の意志なの？」


　ポスターに向かって問いかけながら、ぼくは演説のとき声を震ふるわせていた鳴唐さんを思い出す。


「……絶対、今回も無理してるよね」


　どうしてそこまでして生徒会長になろうとしているのかわからない。だが、こんな状じよう況きようになってもやはり……助けたい。


　そのとき、ぼくはふとこのコンサートの意味について考えた。クロトが関かかわるコンサートが、額面通りに支持者へ感謝を表すためだけにおこなわれるとは思えなかったからだ。例えばこのコンサート、秩序派は当然全員が出席するだろう。それに、無秩序派だって……。


「生徒会創立を、止めに集まる！」


　──そうだ！　生徒会立ち上げ当日にこんなことをやれば、無秩序派は最後の戦いだと思って必ずコンサートを止めに向かうはずだ。なぜなら今学園で無秩序派を通している者たちは、心の底から無秩序を愛する生きつ粋すいの無秩序派だからだ!!


「クロトはこの作戦ですべてを終わらせる気なんだ……」


　しかし、罠わなだとわかってもどうしようもなかった。生粋の無秩序派たちはぼくの言葉に耳をかたむけようともしないのだ。


「──空気が読めない無秩序派はほんと邪じや魔まくさいよなぁ。コンサートまでおこなわれて、もう学園全体で生徒会の立ち上げを歓かん迎げいするムードだってのにさ」


　ふと、秩序派たちがぼくのそばで鳴唐さんのコンサートのポスターを見つめていることに気づく。秩序派たちはぼくと目が合うと、これみよがしな声を上げてきた。


「早く生徒会の力であいつらを根絶やしにして欲しいもんよねぇ。いつも馬ば鹿かみたいに騒さわいで馬鹿みたいに才能の無む駄だ遣づかいをして……どうしようもない馬鹿どもだものねぇ」


「しかも、馬鹿のくせに強ごう情じようで、なにがなんでも馬鹿が正しいって思ってるからたちが悪いよな。正しき道は秩序派が歩いてるって決まってるのにさ」


「あっ、こんな所にも馬鹿がいたぜ。感染うつる前に早く自習しに行こう」


　秩序派たちは鼻を鳴らして笑い合いながら校舎へと入っていった。


　……やっぱり、腹が立つ。たとえ秩序派に抵てい抗こうするのが難しいとわかっていても……無秩序派を馬鹿にされると、腹が立つ。


「でも、ぼくはもうエージェントチームを解散したじゃないか……。とっくに負けを認めたじゃないか……」


　だが、クロトはまだなにかやろうとしている。あきらめの早いぼくとは違ちがって、とにかく手を尽つくして戦っている。無秩序派が少数派になった原因は、本当にぼくとクロトの才能の差だけが問題だったのだろうか？　そもそも、クロトはほとんどの生徒が無秩序派だった状態からここまで持ってきたのだ。言うなれば……今のぼくと、同じ状況から始めたのだ！


「……なんだ。まだ全然余よ裕ゆうだったんだな。ここからでもなんとかなるって、自分で教えてくれたんだもんな──クロト!!」


　決意を胸に顔を上げ、ぼくは校舎を見み据すえた。


　ぼくがあいつを必ず止めてみせる！　そして、鳴唐さんも助けてみせる!!




６　裏切り者の凶弾







　大勢の生徒たちが整然と列を作り、微び動どうだにせず立っている。お喋しやべりひとつなく、まるで人形の群れでも見ているかのような気分だった。


「……みんな、このコンサートを心待ちにしてたはずだよね……？　なのに、笑い声ひとつないなんて……」


　──そう。今日は鳴唐さんのコンサート当日。生徒会がついに創立される日だ。みんなは音楽棟とうの一階にある大ホールへ入るため、列を作って棟の扉とびらが開くのを待っていた。


「楽しみにしてたコンサートに来ても秩ちつ序じよを守ってつまらなそうにして……やっぱり、こんなの間ま違ちがってるよ」


　ぼくは隠かくれていた茂しげみから顔をのぞかせ、辺りを懸けん命めいにうかがう。


「生粋の無秩序派なら……絶対、このコンサートを止めに来てるはず」


　こんな状況になっても無秩序派を貫つらぬいているような人たちだ。きっとコンサートを止めに来ている。しかし生粋の無秩序派ゆえに……みんなバラバラに隠れているだろう。だからぼくは、今日この場で無秩序派をまとめるための作戦を考えてきた。


「無秩序派がここに来てるって前提の作戦だけど……閃学園の無む茶ちや苦く茶ちやな校風を好きな生徒が、指をくわえて生徒会の創立を眺ながめてるわけないじゃないか」


　ぼくは頷うなずきながら手元にあったラジカセへ視線を落とした。もう何度も確かく認にんしたことだが、ボリュームがちゃんと最大になっているかさらにもう一度チェックする。


「……鳴唐さん。きみとの思い出で、ぼくは今日、反はん撃げきの狼煙のろしを上げるんだ」


　ラジカセを触さわりながら、知らず声が漏もれていた。


　──作戦はこうだ。隠れていた無秩序派が秩序派になにか仕し掛かけ始めたと同時にぼくが出て、このラジカセからある音楽を流す。たったそれだけで、必ず無秩序派はまとまる。なぜならこのラジカセから流れるのは──才能合唱だからだ！　入学直後のオリエンテーション大会で、ぼくたちのクラスが優勝をつかんだ、あの歌だからだ!!


　作詞がぼくで作曲・伴ばん奏そうが鳴唐さんという、ふたりの才能がまじわった合唱曲……。秩序派のアイドルたる鳴唐さんの無秩序な曲……。きっと、秩序派は怒おこるだろう。敵意のこもった視線を一いつ斉せいにぼくへと向けるはずだ。そして「ぼく」ＶＳ「秩序派」の構図ができあがる。そのとき無秩序派は、秩序派と戦う以上ぼくを中心に戦い方を考えざるを得なくなるのだ。


　秩序派に対して後ろから仕掛けるも、横から仕掛けるも、ぼくのいる正面から仕掛けるも自由だ。ただ、どんな戦い方をするにせよ、個別に戦いを仕掛けていた今までよりも遥はるかに強い抵抗ができる。


「できれば、そのまま勝ちたいんだけど……」


　勝てないにしても、このコンサートをぶち壊こわしにして、無秩序派を今後まとめあげていくための道筋を作りたい。そうすればまた秩序派と戦える。この学園の無秩序は──死なないんだ!!


　ぼくは自分を励はげますようにラジカセを握にぎると、音楽棟へと目をやった。


「──丈途くん」


　不意に、後ろから女の子の声が聞こえてくる。綺き麗れいな声。聞き慣れた声……。誰だれの声か思い至ったとき、ぼくは一いつ瞬しゆん、その場に固まってしまった。


「──丈途くん」


　もう一度呼ばれ、逃にげようがなくなる。声の主は明らかにぼくと話すつもりでここにいるのだ。


　でも、やっぱり……あの人がぼくに声をかけるだなんて、信じられない……。


　恐おそる恐る振ふり返ると──そこには、謡江がいた。


「……ど、どうしたの……？」


　緊きん張ちようで、声が震ふるえてしまう。


『──私、もう……無理』


　あのとき、体をわずかに震わせながらそう言った謡江が忘れられない。謡江にそんな台詞せりふを言わせてしまうほど追いつめてしまったことが、申し訳ない……。


　彼女もやはりぼくと話しづらいらしく、体こそこちらに向けていたものの……視線は斜ななめ下にあった。


「創さんからＧＰＳの位置情報を聞いたの。丈途くん……絶対にひとりでなにかやろうとしてると思ったから……」


　その台詞とともに、謡江の後ろから「やっと受信機を直したんだよ～」と創が現れ、笑え顔がおを見せる。


「創……」


　エージェントチームは解散だと言ったのに……ひとりで修理を続けてたのか……。


　ちょっと、目が潤うるんでしまった。


「……でも、創がここに来たのはわかるけど……どうして謡江がここに？」


「それは──」


　彼女は言いづらそうに胸のペンダントへ手をやると、そのまま黙だまりこんでしまった。だが、このまま黙っていてもしょうがないと思ったのだろう。覚かく悟ごを決めるかのようにペンダントを握りしめると、大きく息を吸って──。


「なかったことにしましょう!!」


　顔を赤くして、振り絞しぼるように声を上げていた。


　──な、なかったこと!?


「もう、私と丈途くんがどうとか……そんなこと、言ってられない状じよう況きようだってわかったの！　だから……私の告白、なかったことにしましょう!!」


「え……えぇぇぇ!?」


　謡江は顔を赤くしたまま、だが堂々と胸を張って口を開く。


「だってそうすれば、私と丈途くんは気まずくないでしょ!!」


　き……気まずいよ!!　そりゃ、本当になかったことにできれば気まずくないだろうけど……謡江のあんな辛つらそうな姿を見て、忘れられるわけないじゃないか!!


「今は学園のために、一いつ緒しよにがんばりましょ？」


　謡江はそう言って、ぼくに精せい一いつ杯ぱいの笑顔を向ける。胸の内にある様々な想おもいを背に、ただふたりで前へ進むためだけに作ってくれたとわかる、本当に一いつ所しよ懸けん命めいで最高の笑み……。


「謡江……」


　胸が、熱くなった。ぼくの何倍も辛いはずの謡江が、しかし自分の痛みを微み塵じんも感じさせないようにして笑顔でこちらを見つめている……。謡江はあのとき、あんなに辛そうにしていた。今だってきっと辛いに違ちがいないのだ。それでも彼女は、ぼくがひとりで戦おうとしているから無理して……。


　謡江の気き丈じような姿に、心を打たれた。


　謡江って、いい子だな。


　素す直なおにそう思った。顔やスタイルがどうとかではなく……いい子だ。


　思わず体が動いた。謡江の気丈さに、健けな気げさに、心の底からわき上がる強い感情があった。だが、それをどう言葉にしたらいいのかわからない。自分の不器用さに本当に腹が立つ。だから、ぼくは……彼女を全力で抱だきしめ──。





　バキッッッ!!





　脳天に、思いっきり衝しよう撃げきが走る。


「そういうことは、つき合ってからにしなさいっっっ!!」


　謡江の怒ど号ごうが、ぼくの耳をつんざいていた。


　……倒たおれ伏ふす中、さっきまでぼくの脳天があった位置に謡江の肘ひじがあるのが目にとまり、笑いが漏もれる。


　ははっ……。才能が封ふう印いんされても、女の子からこういう突つっこみを受けるのは変わらないな……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。


「ポルノ作家くんと仲直りできてよかったね～」


　創があっけらかんと笑いながらこちらを見つめている。


　……ぼくは倒れ伏したあと、謡江に介かい抱ほうされながら地面に横たわっていた。謡江の膝ひざ枕まくらに頭をのせ、優やさしく頭をさすられている。柔やわらかい謡江の膝枕と、心地ここちよくさすられる手の感かん触しよく……これはこれで、いい。


「……丈途くん。また変なことしたら承知しないからね」


「し、しないって！　さっきはその……ごめん」


　謡江は慌あわてて謝るぼくを見て「なんであそこで抱きしめようとするのかしら」とため息を漏らす。


「丈途くん。エッチな妄もう想そうは才能に関かかわることだから応おう援えんするけど……もうちょっと、現実との区別をつけてね」


「……はい。ごめんなさい」


「今度は……ちゃんと、順番守ってね」


「……はい。ごめんなさ──ん？」


　順番を……守る??


　顔を上に向け、謡江を見ようとした。しかし彼女はぼくから顔をそらし、明後日あさつての方を向いている。


「……今度は簡単にあんなこと言ったりしないわ。丈途くんって優ゆう柔じゆう不ふ断だんだし……鈍どん感かんすぎるんだもん」


　その声は怒おこっているようであったが、どこか怒りきれない優しさがまじっていた。


　あんなことって……多分、告白のことだよな。でも順番を守るって……ん??


「ふたりが元に戻もどったところで、お着き替がえだよ～」


　創がなにかのケースを地面に置いていた。それを開けると、中からスーツが出てくる。


「秩ちつ序じよ派に基地を壊こわされたときね、これだけは無事だったんだ～。秩序っぽいからかなぁ??」


「創……なんでスーツなんて持ってきたの？」


「これ、防ぼう弾だん防ぼう刃じんスーツなんだ～。それにね、スーツってエージェントっぽいでしょ？」


　防弾防刃……す、凄すごいスーツだな……。


「これ、いいわね！」


　謡江が目を輝かがやかせてスーツを見つめている。


「そうだね。凄い機能だよね」


「違うわ。スーツだからいいの。だって、スーツって秩序っぽいのに、学園でこれを着てたら……無秩序でしょ？」


「そうか！　それ、いいかも!!」


　声を上げるぼくに、謡江は「ちょっとくらい、仕返ししたいものね」と悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべていた。


　……謡江、ちょっと変わったな。なんか吹ふっ切れたって言うか……今の方が等身大で、いいかも。


　ぼくたちはさっそくスーツに着替え始める。ぼくは女の子の着替えを見ないよう、ふたりに背を向けつつ自分の作戦を説明した。そして着替えが終わり、ふたりへ目を向けると──。


　パンツスーツを着て、なぜかサングラスをかけている創が目に入った。


「それ、絶対に間ま違ちがってるから！」


「なんで～？　完かん璧ぺきでしょ??」


「なんか、創がその恰かつ好こうをすると……子供がギャングごっこしてるみたいだ!!」


「酷ひどぉ～い。またポルノ作家流のＳＭあいさつ～??」


　創は言いながら銃じゆうを撃うつふりをして「バンバン！　金を出せ!!」とはしゃいでいた。


　……完璧にギャングごっこじゃん……。


「私は……どう？」


　戸と惑まどいがちなその声に顔を向けると、スカートスーツを綺き麗れいに着こなした謡江がいた。バランスのとれた体つきのかわいい謡江がスーツを着るとまるで──社内のアイドルＯＬみたいだ!!


　こんなアイドルＯＬと同じ職場だったら、毎日が楽しいだろうなぁ……。社内には秘密でつき合っちゃったりして、昼は職場の男たちが謡江に言い寄る姿を黙だまって眺ながめていて、夜になったらひとけのないオフィスでいきなり謡江のスーツをはだけてその胸に手を這はわせつつ「今日はあの男とずいぶん仲良くしてたね」だなんて言って、謡江は職場では絶対に見せない悦えつ楽らくの表情をしながら「んっ……ごめんなさ──あんっ！」と喘あえいで、「私……あなたと別れてあの人とつき合おうと思うの」と言葉を続けるや否いなや突とつ然ぜんこちらに正せい拳けん突づきを入れてきて、ぼくが「ぐふっ！」と呻うめいていると「あんた昼間っから私のことずっと見てて気持悪いのよ！」と正拳で突つきまくって──。


「す、すみません!!　一生目をつぶるんで許してくださいっっ!!」


「………………」


　……あ、また嫌いやな妄想が暴走して……。


　謡江をうかがうようにして見ると、なぜか黙ってこちらを眺めていた。


「な……なに？」


「丈途くん、びっくりするくらい普ふ段だんと変わらないのね。妄想は……失敗しちゃったみたいだけど」


「それって……どういうこと??」


　謡江は大きなため息をつくと「列の監かん視しに戻るわよ」と言い、不意に、ぼくの手を引く。


　……えっ？
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　柔らかく綺麗な謡江の手……。今まで、ぼくと謡江がこんなに自然に手を繫つないだことなどあっただろうか……？


「丈途くん。なかったことにしてくれて……ありがとう」


　ぼくを引いて歩く謡江の頰ほおが、少し染まっている気がした。


　──そうか。謡江、ぼくに告白を取り消したあともずっと緊きん張ちようしてたんだ……。そりゃそうだよね……。それなのにぼくは謡江のスーツ姿を見てしっかり妄もう想そうして……ほんと、ごめん……。


　ぼくは申し訳なくなって、前を歩く謡江に黙って頭をさげていた。


　少し歩いてみんなで茂しげみの前までくると、ぼくらはしゃがんで列の監視に戻る。


　それからどれくらい待っただろうか。ついに、入場時間になった。それと同時に音楽棟とうの扉とびらが開く。


「──てめぇらぁぁ！　勝手に生徒会なんて立ち上げてんじゃねぇぞぉぉぉ!!」


　向かいの茂みから、音楽棟前の列を目指して駆かけ出す人ひと影かげがあった。


　──無秩序派だ!!


　みんなに目を向けると、意を得たように頷うなずきが返ってくる。


「さぁ、行こう！」


　ぼくの言葉でみんなが立ち上がった。


『──ユダは『最さい後ごの晩ばん餐さん』という絵でも有名で──』


　ふと、来夏の言葉が頭をかすめる。


　……そうだ。エージェントチームの中に、裏切り者がいるかもしれないんだ……。でも……でも、ぼくは今さら誰だれか疑ったりなんてしない!!


「さぁ、ミッションスタートだ!!」


　スーツでそろえたぼくたちは、決意を胸に秩ちつ序じよ派へ目をやると、一いつ斉せいに足を踏ふみ出した。








　音楽棟の扉が開いたあと、辺りに隠かくれていた無秩序派がどんどん秩序派のもとへ駆けている。列の近くにはもう十数名の無秩序派が集まっていた。すぐにでも戦いが始まるかと思っていたが……なにか、様子がおかしい。


　列の前まで来ると、秩序派たちの淡たん々たんとした声が聞こえてきた。


「──生徒会に用事があるなら、きちんと列に並んでコンサートホールに入ればいいだろ？　どうして生徒会のメンバーじゃない僕らにつっかかってるんだ？」


「──ルールを守る人に私たちは無害なのよ？　とにかく、列に並んだら？」


　秩序派の言葉を聞き、いきり立っていた無秩序派は完全に毒気を抜ぬかれている。


「──さぁ、最さい後こう尾びはこちらですから、中に入りたいならどうぞ」


　友好的な笑えみとともに発せられる秩序派の言葉に、無秩序派は完全に黙りこんでしまった。あまつさえ、列に並ぼうとする者まで出始め──。


「丈途くん、どうする……？」


　謡江が困こん惑わくしてこちらを見つめてくる。


　……生徒会の立ち上げは、絶対に止めなければならない。だがぼくたち無秩序派の最終目標は、秩序派全員に無秩序のよさを伝えることなのだ。楽しみにしていたコンサートなら、待ち時間はつまらなそうに黙だまっているのではなく楽しくお喋しやべりをすればいい。心待ちにしていたものだからこそ、気持が溢あふれてつい列が乱れたりもする。私語も列の乱れもなにもかも、いちいち細かく咎とがめていてはせっかくのお祭り気分が台無しだ。すべてを機械的に処理しようとする秩序派の言うことには……賛成できない！


「バンバン！　手を挙げろ～～～!!」


　創が、場の空気を無視してわめき始めた。


　──でかしたぞ創！　秩序に染まりかけていたこの場に、無秩序の風が吹ふいた!!


　ぼくは創の無秩序に続くようにして、すぐにラジカセを用意すると高々と掲かかげる。


「コンサートと言えば、待ち時間の潰つぶし方！　開演するまで出演アーティストの曲を聞いて気分を盛り上げるのも、ひとつの楽しみだよね!!」


　言うと同時にラジカセのスイッチを入れた。


　鳴唐さんの素そ朴ぼくで温かな音が、辺りに流れ始める。秩序派は綺き麗れいな音色に思わず耳をかたむけ、どこか嬉うれしそうに──なったが、すぐに顔を引きしめるとぼくを注意しにこちらへ向かってきた。


　だが──ここからだ!!


「さぁ、存分に聞いてくれ！　鳴唐さんの伴ばん奏そうに合わせて流れる──無秩序な歌を!!」





　漏もれる吐と息いきと汗あせ　受け止めようと体を重ねた


　どこにいるの？　熱い肌はだが心を隠して


　這はわせた舌は傷口をなぞり　上げる声に気づけなかった


　悲しいくらい刻む律動　ただ溺おぼれて求め続け


　温かなきみの笑顔　いつの間にか忘れてしまう


　あの吐息をもう一度　重ねた熱で奏かなで合えたら


　あの吐息をもう一度　明くることなく抱だき続けよう





「──なんだこのアホな歌は!?」


「──このアホな歌と俺らの鳴唐さんの伴奏がコラボレーションするなんて……」


　いきなり流れた歌に、辺りから驚おどろきの声が上がる。


　……気のせいか、酷ひどい言われように感じるが……。


　予想通り、秩序派は自分たちのアイドルの演奏を汚けがされ、殺気立っていた。ぼくに集まる秩序派たちの視線が、とてつもなく恐こわい。


　……計画通りに怒おこってくれてよかったけど……考えてた何倍もの殺気を感じるな……。


「ちょっと……やりすぎたかも」


　ぼくは知らず、こめかみに冷ひや汗あせを流していた。


　だが、おかげでこの場に「ぼく」ＶＳ「秩序派」の構図ができあがった。これで無秩序派はぼくを中心に戦い方を考えざるを得なくなる。そうなれば、なんの脈みやく絡らくもないゲリラ的な攻こう撃げきよりずっと強い抵てい抗こうができる。


「──ふっ。きみもあがくね」


　辺りに、優ゆう雅がな声が響ひびいた。音楽棟とうの入口へ視線を向けると、カメラマンや生徒会のメンバーを引き連れたひとりの男が目に入る。出会ったときからずっと眼鏡めがねをかけていた男。出会ったときからぼくとはなにもかもが対照的だった男……。


「クロト!!」


　ぼくの叫さけびに、彼は涼すずしい笑みを返してくる。


「今日は生徒会創立というめでたき日だ。残りわずかな無秩序派をすべて秩序に染め上げるには、最良だと思わないかい？」


　そう言って彼が指を鳴らした瞬しゆん間かん、音楽棟の前で列を作っていた秩序派たちが一斉に動いた。クロトを中心にＶの字を作るようにして並び、その場に待機する。


　この形……まるで陣じん形けいだ！


「丈途！　吹音ちゃんのコンサートを邪じや魔まするなんて……どういうつもり!?」


　クロトの脇わきにいた蘭が、ぼくを見て怒ど鳴なっていた。彼女の眼鏡スタイルは今や完全に馴な染じんでおり、もう違い和わ感かんすら感じない。


「蘭……生徒会なんてやめなよ」


「やめるのはあんたでしょ！　みんなが……吹音ちゃんが秩ちつ序じよを望んでるのがわからないの!?」


「……違ちがう。みんな、本当は無秩序が好きなはずだ」


「なに馬ば鹿かなこと言ってるのよ!?　無秩序派なんて、もうほとんどいないじゃない!!」


「だって……だって、だからみんな閃学園に来たんだろ!?」


　ぼくの言葉に、蘭が一いつ瞬しゆんだけつまる。彼女もまた、なにか理由があってこの学園に来たひとりのはずだ。


「……最後の質問よ。あたしのパシリに……なる？」


　眼鏡の奥からじっとこちらを見み据すえる蘭の瞳ひとみ……。その瞳は、ぼくが知っているいつもの蘭のものだった。それを見て彼女がぼくを気き遣づかって聞いていることに気づく。しかし……。


　ぼくは、黙って首を横に振ふった。


「──馬鹿っ!!」


　蘭の上げる声を合図に、無秩序派が動き出す。Ｖ字形の陣形の中央にいるクロトめがけ、一気に駆かけ抜ぬけていた。


　ぼくたちエージェントもそれに遅おくれないよう、慌あわてて駆け出す。


「──三秒後に陣形をシフト」


　クロトの淡たん々たんとした声が響く。三秒……考える暇ひまもなかった。


　秩序派の一部がクロトを守るようにして彼の周りへと集まり、残りの秩序派は全員でＶ字形の陣形を閉じて──ぼくたちを、囲んでしまった。


「わ……罠わなだ!!」


　ぼくが声を上げたときにはもう遅おそかった。無秩序派は残らず秩序派に囲まれ、逃にげ道を失っていた。


「αアルフアには第一班。βベータには第二班。γガンマには──」


　クロトはいつの間にかノートパソコンを開いていた。なぜかそれには小型カメラが取りつけてあり、レンズがこちらをしっかりとらえている。


　クロトの指示を聞いた秩序派たちは、こちらを囲んだまま人の配はい置ち換がえをしていた。そして数秒後……再び、陣形が定まる。


　クロトはそれを見て満足そうに頷うなずくと、朗々と声を上げた。


「では始めよう。学園に秩序を！」


「「学園に秩序を!!」」


　秩序派の上げる大合唱とともに、どこからか鳴唐さんのクラリネットが流れてくる。


　一瞬、本人がいるのかと思って慌てて周りを見た。だが音楽棟の外に置いてあるスピーカーが目にとまると、これが機械を通した音なのだと悟さとる。


「──丈途くん。よそ見をするとはずいぶん余よ裕ゆうだね」


　クロトの声で、秩序派と無秩序派がもう戦いはじめていることに気づいた。急いで身を構えたが……ぼくに、なにかできるはずもない。


　鳴唐さんの素そ朴ぼくで温かな音が流れる中、秩序派と無秩序派の戦いをまのあたりにした。


　無秩序派は己おのれの個性溢あふれる攻撃で秩序派に抵抗している。


　手芸の天才が、鳴唐さんのコンサートを記念して作った「吹音ちゃん人形」なる物を辺りにばらまき、秩序派の足を止めていた。秩序派は人形が欲しいものの作戦行動中に取るわけにもいかず、しかし欲しい気持を抑おさえられずに呻うめいている。


　そんな秩序派たちを見み逃のがさなかったサングラス作りの天才は、秩序派の眼鏡を取ってかわりに高い度の入ったサングラスを瞬しゆん間かん接せつ着ちやく剤ざいでつけていた。突とつ然ぜん視界が普ふ段だんと違うものになった秩序派はまともに動けず、その場にこける者まで出始める。


　散さん髪ぱつの天才はこけた秩序派の背後をとって、金きん髪ぱつ用カラースプレーやハサミを使い素す早ばやく往年のヤンキーヘアスタイルを作っていた。


　秩序派は班分けがされているようで、個性が光る無秩序派の攻こう撃げきとは対照的に、各班で役割に従った行動を取っている。


　ひとつの班は、手にレッドカードを持って無秩序派の前に立ちふさがっていた。なにをするつもりかと思って見ていると……急にレッドカードを破り、中の赤い粉をこちらに投げつけてくる。


「わ……辛からっ!!　っていうか、痛っっ!!」


　どうやらカード状の袋ふくろの中に、超ちよう激辛の粉を仕込んでいたらしい。あまりに辛すぎて痛いとすら思う粉が目や鼻や口に入りこむ。


　レッドカードの攻撃で足を止めた無秩序派のもとへ、縄なわを持った一団が来て正座状態で縛しばる。次いで七三分けやおかっぱ頭のカツラを持った一団と眼鏡めがねを持った一団が現れ、縛られて動けない無秩序派に秩序派スタイルを強制していた。


　大勢の秩序派を前に無秩序派は個性溢れる攻撃で健けん闘とうしていたが、クロトの声が辺りに響ひびいた瞬しゆん間かん、戦局が一変する。


「第一班、五秒後にトレス。第二班、三秒後にクアトロ。第三班──」


　クロトが指示した秒数になると、ある班が後退した。その直後、ちょうどその班がいた場所を無秩序派が襲おそうも……攻撃は空を切る。クロトが指示した秒数で攻撃を加える班もあり、秩序派スタイルの強制を次々と成功させていた。


　無秩序派の攻撃は常に外れ、秩序派の攻撃だけが当たり始める。


「まさか……無秩序派の動きがわかるっていうの!?」


　驚おどろきの声を上げると、クロトはこちらを見て微笑ほほえんだ。


「シナリオを作るためにぼくが集めた学園生全員の情報。それをもとにすべてのパターン別に行動を予測する計算式。そして情報を計算式へと瞬しゆん時じに当てはめることのできるシステム……。それが今、ぼくの手元にあるこのパソコンに入っているのさ。もちろん、ぼくのシナリオの中できみたちがどう踊おどるのかもデータとして組みこんである。作家個人の力に依い存そんして物語が進む小説とは違ちがう、設計図としてのシナリオだからこそできたことさ」


　ぼくはクロトの手元にあるパソコンへと目をやった。取りつけてあった小型カメラが不思議だったが……このシステムのためだったのか!!


「ぼくが決めたシナリオでは、ここできみたちは屈くつ辱じよく的な大敗をすることになっている。シナリオが決めた尺通り、きっちり撮さつ影えいを続行させてもらうよ」


　クロトはそう言いながら、ぼくを見下すようにして笑っていた。


　──くそっ！　好き放題に言って!!　でもこのままじゃ、一方的に負けちゃう……。


　すでに周りの無秩序派はほとんど縄で縛られ、正座状態で秩序派スタイルをさせられていた。


　今までずっと無秩序派を貫つらぬいてきた生徒たちだ。こんな所で一方的に負けて秩序派スタイルを強制されるなど……屈辱だろう。プライドが引き裂さかれたのか、涙なみだを滲にじませている生徒すらいた。


　これがクロトの力なのか。これがシナリオの力なのか。今のぼくではもう、どうしようもない……。


「ポルノ作家く～ん、どうにかして～！　ボク、また眼鏡をかけられそう～～!!」


　創がこちらを見て悲鳴を上げていた。


　すぐに助けに行こうとすると、秩序派に阻はばまれてその場に足あし踏ぶみしてしまう。


　……創、ごめん。でもぼくじゃクロトには──。


「丈途くん。大だい丈じよう夫ぶよ」


　その声とともに、ぼくの手が誰だれかに握にぎられた。柔やわらかく綺き麗れいな手……。


　顔を向けると、いつの間にかぼくの隣となりに謡江が来ていた。彼女はぼくを安心させるようにもう一度「大丈夫」と言い、力強く頷いてくる。


「私たち、負けるのを覚かく悟ごでここに来たんでしょ？　だから、そんな悲しそうな顔をしないで。今日負けても、いつか勝つためにここに来たんじゃない。丈途くんがそんな顔をしてたら、無秩序派のみんなはついてこないわよ？」


　そう言って、謡江は微笑んでいた。


　──ドクンッッ!!


　胸の鼓こ動どうが、強く高鳴る。


　あまりに一方的な負けで目の前が暗くなっていた中、謡江の笑え顔がおは本当に輝かがやいて見えた。


「大丈夫……か」


　彼女にそう言われ、ひどく安心していた。こんな最悪の状じよう況きようだというのに……どうしてこうも心が落ち着くのだろう。


　……負けたくない。ぼく……謡江のために、謡江を守るために──負けたくない!!


　心の底から、強くそう思った。ぼくのためや無秩序派のためや、学園のためでもなく……謡江のために、負けたくない!!


「考えろ！　考えるんだ!!」


　こんな状況でも秩序派に勝てるようなアイデア……。今ここにあるものだけでどうにかなる方法……。


「……謡江に、アップテンポでも歌ってもらおうかな？」


　──いや、それは駄だ目めだ！　クロトは全生徒のデータを握っている。そんなことをしたら、クロトは真っ先に謡江を潰つぶそうとするだろう。そんなことでは……謡江を守れない!!


「なにかもっと他ほかのやり方を……」


『──秩序派のスタッフたちも、シナリオで計画した通りに動かないとどう映画を作ったらいいのかわからなくなってしまうからね』


　ふと、クロトが前に言った台詞せりふを思い出す。あの台詞……つまりは、クロトのシナリオにないなにかを起こせば勝てるってことじゃないか!!　でも……学園をここまで変えてしまったほどのクロトのシナリオを超こえるには……よほど凄すごいアイデアでないと駄目だ。


「……だとしたら、ぼくが誰よりも凄い発想ができるのはやっぱり──エロ!!」


　──そうだ！　ぼくにはポルノ小説の才能しかないじゃないか！　妄もう想そうからくるエロの力しかないじゃないか！　たとえクロトから才能を封ふう印いんされていたとしても、謡江を守るために考えに考え抜ぬいてクロトの想像を超えるエロアイデアを思いつくしかないんだ!!


「戻もどってこい、ぼくのエロ!!　ここで発情しなきゃ男が廃すたる!!」


　そのとき、自分の手首に目がとまった。創と初めて出会ったときに渡わたされた、まともウォッチング……。確か、これには隠かくし装備があって──。


「そうだ！　この手があった!!　久々にぼくのエロが炸さく裂れつだ!!」


「……え？」


　不思議そうにこちらを見る謡江に「ぼくに任せてくれ！」と力強く目をやる。


　ぼくはその場で背筋を伸のばし、スーツの襟えりを立てた。そして時計から極ごく細ぼそのワイヤーを引っ張り出して自分の首に巻く。防ぼう刃じんスーツだからこそできたこの形……。行き着く所は──起死回生のエロアイデア!!


「謡江、この時計を持って!!」


　ぼくは腕うでから時計を外して謡江に渡す。そして勢いよくその場に四し肢しをつき、気合を入れて大声を張り上げた。





「ワオォォォォン!!」





　犬のようなぼくの遠とお吠ぼえに、辺りが一いつ瞬しゆん静まる。次いで、みんなの視線がこちらに集まってきた。


　──よし！　みんな呆あつ気けにとられてる！　これでぼくの言葉がみんなに届くぞ！　そして次の一言で……ぼくの勝ちが決まる!!


「みんな邪じや魔ましないでよ!!　ぼくは今から……ペットプレイをするんだから!!」


「「は……はぁぁぁぁ!?」」


　秩ちつ序じよ派も無秩序派も関係なく、その場にいたみんなが声を上げていた。ぼくはたたみかけるようにして言葉を紡つむぐ。


「邪魔なんかできないよね？　プレイ中に手出しするなんて、非常識なこと!!」


　非常識、という言葉を聞いて秩序派が固まった。──そう。彼らの持つ偽にせの生徒手帳には「常識を信じろ」と書かれているのだ。つまり……非常識はできない!!


「ふっ……勝った」


　誰だれしもが呆ぼう然ぜんとしている中、ぼくは四つんばいのまま悠ゆう々ゆうと進み始める。


「ほら、ご主人様。ちゃんと一いつ緒しよに歩いてよ。プレイにならないでしょ」


「ご……ご主人様!?」


　謡江は自分を指差し、ぼくの言葉が信じられないかのように目をしばたたかせている。


「だって今ペットプレイをしてるんだから、そうでしょ？」


「で……でも私、こんなマニアックなプレイ……」


「いいからお散歩させてよ、ご・主・人・様っ！」


「そんなぁ……」


　謡江は力なくつぶやき、しばらくその場で悩なやんでいた。しかしひとり言のように「これが丈途くんの考えた作戦なのよね」と口にすると、気を取り直したように前を見つめ、頰ほおを染めながらも足を踏ふみ出してくれた。


　……ありがとう、謡江。これでペットプレイ成立だ!!


　ぼくは縛しばられて正座させられていた無秩序派のもとへいき、犬のようにたわむれながらその縄なわをほどき始める。


「ちょっと、調子に乗ってなにやって──」


「邪魔しないでくれる！　プレイ中なんで!!」


　秩序派の上げる声を、即そく答とうで制した。それで出鼻をくじかれた秩序派は、黙だまってぼくの行動を見守るしかなくなる。


　……どうやらぼくのエロアイデアはクロトのシナリオを超えたらしい。映画の設計図として存在するシナリオ……だからこそ、突とつ然ぜんのハプニングには弱い。


　自由に動き回れたおかげで、たいした時間もかからず無秩序派全員の縄をほどき終えた。


　──よし！　みんな助けたぞ！　でも……まだまだプレイは終わらない!!


　今度は秩序派の方に向き直ると、じりじりと間をつめてゆく。そして、ひとりの女の子に目をつけた。


　ぼくは女の子の前に行くと、非常識にならない範はん囲いで犬っぽくたわむれ始める。女の子の靴くつを舐なめ、足元の匂においを嗅かぎ、舌を出して喜んでみせる。


「た、丈途くん……」


　謡江が、顔を引きつらせながらぼくを見ていた。だが……構わない。


　ぼくは女の子の前に転がると、制服たるワンピースドレスの裾すその下へ顔を近づけ、視線をパンティーに──。


「ち……調子に乗るんじゃねぇぞこのド変態がぁぁぁぁぁ!!」


　女の子が力の限り叫さけび、ぼくの顔を思いっきり踏んでいた。


「ぐげぇ……！」


　声を漏もらしながらも、ぼくは犬として地面に転がったまま、視線を上に向けてなんとかパンティーをのぞく。


「……赤？」


　ちょっと、驚おどろいた。


　その瞬しゆん間かん、秩序派の生徒全員が「「死ね、ド変態───!!」」と声を合わせ、ぼくに殺さつ到とうしてくる。地面から響ひびく大勢の足音を聞きながらぼくは確信していた。これは、無秩序の足音。なぜなら秩序派は今、常識という枠わくを自ら取り払はらって思いのままに行動しているからだ。つまりこの瞬間、まさに──。


「学園に、無秩序が戻もどったんだ！」


　そう言って満足げな表情を浮うかべたぼくは、そのあと元秩序派のみんなに足あし蹴げにされまくってボロ雑ぞう巾きんと化していた………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。


「丈途くん、大だい丈じよう夫ぶ!?」


　謡江が心配そうにぼくへと手をそえている。


「ポルノ作家くん凄すごいね～。ボク、きみにもっともっとも～～っと興味がわいちゃった[image: ]」


　創がぼくに抱だきつき「いつかこっそり解かい剖ぼうしちゃうね！」と頰をすり寄せていた。


「やめてくれよ！　解剖なんて──」


「「謡江さん、すみません！　俺らが間ま違ちがってました!!　秩ちつ序じよなんて守っても、俺らのほとばしる愛は謡江さんに伝わりません!!」」


　大勢の男が張り上げる声に驚いて目を向けると、そこには見覚えのある顔ぶれが並んでいた。謡江ファンクラブのメンバーたちだ。


　彼らは謡江の前で土下座を始め、泣いて許しを乞こうている。ぼくは彼らが土下座するときに勢い余って弾はじき飛ばされ、脇わきに転がってしまった。


「痛っ……！」


　ただでさえボロボロなのに……駄だ目め押おしだ。


　謡江の方を見ると、ファンクラブのメンバーに囲まれてとても動けそうにない状態だった。創もそれに巻きこまれ、その場を抜ぬけ出せないでいる。


「まぁ……いつもの学園に戻ったってことで良しとするか」


　ぼくは立ち上がり、ペットプレイのせいでついたスーツの汚よごれを払っていた。


　そんな中、音楽棟とうの前からクロトがこちらを見つめていることに気づく。


「まさかあんな方法でぼくのシナリオを超こえるとは……いいだろう。きみのキャラクター設定、敬意をもって修正しようじゃないか」


「キ、キャラクター設定って……」


　クロトは冷静に分ぶん析せきするように、ただじっとこちらを見つめ続けている。


「……ときに丈途くん。こんな所で遊んでいていいのかね？　ここにいるみんなを説得したところで、生徒会長をどうにかしない限りこの戦いは終わらないよ」


　……ちょっとくらい悔くやしがってくれたらすっきりするのに……プライドの高い奴やつだ。


「って、そうだ！　まだ生徒会長……鳴唐さんが残ってた!!」


　ぼくは慌あわててその場を駆かけ出し、音楽棟に向かう。


　入口でクロトとすれ違ちがったとき、なぜか、彼の口元が笑えみでも作ったかのように上がっていた気がした。








　重い扉とびらを開けると、大ホール全体に響き渡わたる素そ朴ぼくで温かな演奏が聞こえてくる。ひとけのないホール。そこで、鳴唐さんはたったひとりのコンサートを開いていた。


　ショートヘアから跳はねるような寝ねぐせの立つ、赤みがかった髪かみ。一いつ所しよ懸けん命めいに立つ、小さな体。ぼくのよく知る鳴唐さん……。ただひとつ違うのは──彼女には、眼鏡めがねがあった。


「鳴唐さん……どうして秩序派なんかに……」


　……パチパチパチパチ……。


　どこからか、拍はく手しゆが響いてきた。ひとり分の拍手……。


「……誰だれかいるの？」


　辺りを見回すと、誰かが席から立ち上がるのが見えた。


　──誰？


　立ち上がった人物がこちらへ顔を向けると、そこにいたのは……。


　眼鏡をかけた──律！


「な……なんで律が!?」


　彼は眼鏡の奥に潜ひそむ目を細め、そっと口を開く。


「だから言ったろ？　秩序派に入るときは言ってくれってね」


　律はいつものようにさらりと言う。だがその言葉に含ふくまれた意味は、ぼくを強きよう烈れつに揺ゆさぶった。


「ど、どういうことだよ!?　まさか……律が秩序派の黒幕だったの!?」


「そうさ」


　静かに答える彼を見て、来夏の写真が頭をかすめる。あの写真の中で、律は偽にせの生徒手帳を自分のポケットへとしまっていた。


「──そうか！　来夏が、構図でユダを表現してるって言ってたじゃないか!!」


　偽の生徒手帳を自分のポケットにしまう構図……どう見たって秩序派だ!!　しかも偽の生徒手帳を秘密基地に置くんじゃなくて自分のポケットにしまうだなんて……それ、裏切り者からの回収じゃないか!!


「くっ……なんで気づかなかったんだ……！　って、あっ!!　しかもクロトが使ってた、人の行動を予測するシステムだって……」


　クロトが持つ生徒たちの情報と、蘭のプログラミング技術。そのふたつに加え、すべてのパターン別に行動を予測する計算式が必要となれば──数学者が協力していたことになる!!


「よく考えたら怪あやしいこと、他ほかにもいっぱいあった……」


　そうだ。最近の律はずっとおかしかった。敵の本ほん拠きよ地ちは女子寮りようにあると言ったり、カオスコンサートのときは秩序派の生徒を捕つかまえるのに慎しん重ちようで……。考えれば考えるほど、律の行動は秩序派に都合のいいものばかりだ!!


「来夏……気づいてあげられなくてごめん……」


「……どうやら来夏は、真実に近づきすぎたようだね」


　律が、暗い声でつぶやく。


「来夏をどうしたのさ!?」


「彼女は……舞ぶ台たいから去ったんだと思うよ」


「なんだよ、その中ちゆう途と半はん端ぱな言い方は!?」


　律はしばらく考えるようにして黙だまっていたが、やがて「僕は一番はじめに、エージェントは辞やめろって忠告したはずだよ」と言い、腕うでを上げる。


　その手に握にぎられていたのは……銃じゆう！


「な、なんだよそれ!?　律、どうしちゃったっていうんだよ!?」


「丈途……こんな形で争いたくなかったよ……。でも僕は秩ちつ序じよ派の黒幕として、最後までやりぬく義務があるんだ」


　律が眼鏡の奥の瞳ひとみを悲しげに潤うるませた瞬しゆん間かん、銃を握る指がわずかに動き──。


「だから、さようなら」


　──パァァァン!!


　無む慈じ悲ひにも、銃じゆう弾だんが放たれた。


「──ぐぅっっ!!」


　寸分の狂くるいなく、弾たまが心臓へと当たる。


　駄だ目めだ……ぼく……もう……。


　律は、この学園に来て最初にできた友達だった。ぼくがのぞき魔まとして疑われたときは必死になって犯人捜さがしを手伝ってくれて、オリエンテーション大会のときは優勝するために協力してくれて……それだけじゃない。律は……律はいつもぼくのそばにいて、いつも助けてくれた……なのに……どうして……？


「……って、あれ？　血が出てない??」


　自分の胸を見て、困こん惑わくしてしまう。不思議に思って体を確かく認にんしていると……自分が、防弾スーツを着ていることに気づいた。


　ラ、ラッキ───!!


　思わず声を上げて喜びそうになった。


「……なるほど。そのスーツ、なにか仕し掛かけがあるようだね。なら狙ねらうは……」


　──カチャリ。


　銃口が、ぼくの頭に向いていた。


「ちょっ……ちょっと待て律！　銃なんて全然秩序っぽくないだろ!!　いいのか!?　秩序派の黒幕がそんな武器を使ってさ!!」


「ふっ……甘いな、丈途。この銃の弾丸は……銀だ!!」


「……銀??」


「銀は古来より、悪あしきものを退ける力があるとされてきたのさ。……つまり、正しき道の象しよう徴ちよう!!」


「なにその強ごう引いんな理り屈くつ!?」


「丈途……これ以上僕に悲しい思いをさせないでくれ。こんなこと……早く終わらせよう」


　律は再び銃の引き金を絞しぼり──。


　パァァァン!!


「わっっ!!」


　しゃがんで椅い子すに隠かくれ、なんとか避よけた。だがこのままではいずれ……。


「──丈途くん！」


　ふと、女の子の声が聞こえる。
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　鳴唐さんの演奏は、いつの間にかやんでいた。


　ぼくは椅子に隠れているため顔を出せないが……誰だれの声かは疑う余地もない。


「丈途くんも秩序を受け入れて！　もうこんなことやめにしましょう!!」


「鳴唐さんこそ、なんで秩序派なんかに入っちゃったんだよ!?」


「吹音は……吹音は……」


　鳴唐さんはそのまま言いよどみ、一いつ瞬しゆんの間があく。しかし大きく息を吸う音の後に、彼女の、喉のどが張り裂さけんばかりの声が響ひびいてきた。


「丈途くんに、エッチなことやめて欲しかったのっっ!!」


　……え？


「学園に秩序をもたらせば、丈途くんがエッチなことやめてくれると思ったのっっ!!」


　え……えぇぇぇ!?　……そ、それが……それが理由だったの!?


　──ひとつ、エッチな妄もう想そう禁止


　──ひとつ、エッチな言動も禁止


　ぼくは、生徒会五訓にあった不可解な訓辞を思い出す。


　……あれ、ぼくのために考えたものだったんだ!!


　──パァァァン!!


　律の銃弾が、すべてを早く終わらせようと襲おそいかかる。


　色々なことが一気にありすぎて、正直混乱していた。鳴唐さんと律……。ふたりにはもっと聞きたいことがある。だが、まずはこの場をどうにかしなければ、ぼくは聞く機会が一生なくなりそうだ……。


「……でも、どうやって……」


　ポルノの才能は戻もどったが、こんな状じよう況きようで役に立つのだろうか……。


「なにか、律に弱点ってあったかな……？」


　ぼくは律と過ごした今までの時間を思い返した。


　──出会ったばかりの頃ころのキ……いや、それは記き憶おくの底に封ふう印いんしておこう。


　──コンサートでのかわいい律っちゃん……は、今関係ないな。


　──他ほかには……えと……例えば律が苦手なものとか……。


「あった！」


　ぼくはその場で慌あわてて準備を始めた。一か八ばちかの大勝負。もし負ければ──死ぬ。だが……今まで律をずっと見てきたぼくは……この方法に賭かける!!


　準備が終わると、祈いのるようにして目をつぶった。大きく深呼吸をすると、律の位置を足音で探さぐる。


　──あっちだ！


　その瞬しゆん間かん、ぼくは椅子の上に駆かけ上がり、律のいる方へ向けて大きく体を開いた。


「閃学園の無む秩ちつ序じよは、こぉんなことしたって許されるんだぁぁぁ───────!!」


　そう叫さけび──パンツ一枚の姿を律にさらす。


　──ブフォォッ！　……バタンッ!!


　律が、盛大に鼻血を噴ふいて倒たおれた。


　──コテッ。


　鳴唐さんが、ゆでダコのように真っ赤になり、倒れた。


　……あ、鳴唐さんまで巻きこんじゃった……。


　──そう。この作戦、前に総才たちが作ったリアルＲＰＧをしたとき、コスプレの着き替がえ中に律がぼくの着替えを見て恥はずかしがっていたことから考え出したのだ。


「無秩序は勝つ!!」


　パンツ一枚で立ち尽つくす中、ぼくはやっと手にした真の勝利を嚙かみしめていた。




７　最後の最後に笑うのは……？







　激げき闘とうの末につかんだ勝利。本来なら晴れやかな気持で凱がい旋せんのひとつもしたいところだ。しかし、今のぼくには戦いの後の虚むなしさが容よう赦しやなく襲ってきている。


　ぼくはパンツ一枚のまま、倒れ伏ふした律をじっと見つめていた。


「律……」


　友達だと思っていたのに、どうして……。


「──そんな姿、閃学園でも許されませんっっ!!」


　その声とともに、誰かに思いっきり頭を叩たたかれた。


「──痛っ！　だ……誰!?」


　目をしばたたかせながら振ふり返ると、そこには……亜希先生がいた！　いや、他にも英語の先生や、水墨校長までいる!!


「み、みんなそろってどうしたんですか!?」


　驚おどろくぼくに、水墨校長は満足げな笑えみを向けてきた。


「丈途くん、よくやったね。無秩序から生まれるきみの閃ひらめき、しかと見せてもらったよ」


「え？　あ……ど、どうも……」


「Good!!〈よし!!〉　エージェントを辞やめようとしたときはどうなるかと思ったが……優ゆう秀しゆうだ！　百点をあげよう!!」


「はぁ……ありがとうございます。でもこれ、全然授業じゃなかったですけどね……。それに友達にも裏切られて……百点をもらっても、素す直なおに喜べません」


「いや、授業だ」


「…………へ？」


「最初に特別科目の授業だと説明しただろう！　これは学園中を使った壮そう大だいな──実戦式のディスカッション大会だ!!」


「デ……ディス…………」


　知らず、言葉を失っていた。


　……だって……え？　……じゅ、授業??　まさか……今までやったこと全部が……授業だったって言うのぉぉぉぉぉ!?


　あまりのことに、声が出なかった。英語の先生はそんなぼくをおいて、さらに説明を続ける。


「秩序派の核かくとなるエージェントと無秩序派の核となるエージェントをそれぞれ二名ずつ選び、どちらの主張が勝つか本気で討論してもらうための授業だったのだ」


　……頭が、まったく追いつかない……。


「秩序派のエージェントを亜希先生が選び、円修律くんとクロトくんになった。そして無秩序派のエージェントを水墨校長が選び、芥川丈途くんと香学創くんになった。私は特別科目の講師として、その仲ちゆう介かい役を果たしていたのだよ。わかったかね？」


「わ、わかったかねって……わかりませんよ!!」


「……まったく。これ以上説明することなどないが……要は、教室でその場だけの討論をするのではなく、実際の学園生活の中で全生徒がリアルに意見をぶつけ合ってこそ真の結論を導けると考えて始まった授業なのだよ。テーマにあった秩序と無秩序は水墨校長がきみに説明された通り、世間から離はなれているこの学園で生徒が抱かかえがちな悩なやみだったので、今回の授業に使われたわけだ」


「まさか丈途くんがあんな方法で勝っちゃうだなんて思わなかったわねぇ……」


　亜希先生が、仕方なさそうにぼくを見つめている。


　──って、ぼく、パンツ一枚だった!!


「亜希先生、あっち向いてくださいよ！　恥ずかしいじゃないですか!!」


「自分で脱ぬいだんでしょ！　あなたが服を着なさい!!」


「そ、そんな～!!」


　ぼくが急いでスーツをさがしていると「うぅぅん……」と、律が起き上がった。


「あっ、丈途まだ──」


　律は言いながら顔を赤らめ、横を向く。


「……さすが丈途だね。完敗だよ」


「まさか……律、全部知ってたの!?」


「僕も知らされてなかったけど……丈途、自分で無む秩ちつ序じよ派のエージェントだって言って回ってたじゃないか。僕は秩序派のエージェントの件しか知らされてなかったのに、無秩序派にもエージェントがいるだなんて……おかしいだろ？　それで、色々調べてみたんだよ」


　──あっ！　そういえば律……選せん択たく科目で英語をとってないのに、なぜか英語の先生と話してたりしたな。それに……。


『──女子寮での話は聞いたよ。やっぱり、特別科目のエージェントになったせいなのかい？』


　……律が、前にぼくへ言った台詞せりふを思い出した。ぼく、エージェントになったことは律に話したけど……それが特別科目だってこと、話してない!!


「だから丈途に言ったんだよ。『もう危ないことに首を突つっこまないでくれよ』ってさ。丈途と争うなんて嫌いやだったんだ。でも丈途、強ごう情じようだから……。僕もエージェントになった以上、勝たなきゃいけないからね。丈途には悪いけど、スパイさせてもらったんだ」


　律は近くに落ちていた銃じゆうを手に取り「ちなみにこれ、エアガンなのさ」と、妙みようにお茶目な笑えみを浮うかべていた。


「…………………」


「……丈途？」


「スパイさせてもらったんだ、じゃないわぁぁぁぁ!!　しかもそこで……お茶目に笑うなぁ────────!!」


　ぼくは律に向かって全力で叫さけんでいた。


　律……この一件で、ぼくがどれだけ振ふり回されたかわかってるのか!?　凄すごく辛つらい思いまでして……。


「──丈途。勝ったんだな。私の写真は役に立ったか？」


　その声を聞き、反射的にホールの入口へ顔を向けた。そこには……いつも通りのシャツにジーパンを合わせた、来夏がいた！


「来夏!!　よかった……無事で……」


　思わず、涙なみだが溢あふれそうになる。


「……すまんな。がんばりすぎてつい真実をつかんでしまったんだ。面おも白しろいからどのタイミングでみんなにばらして授業を無む茶ちや苦く茶ちやにしてやろうかと悩んでいたら……先生につかまってしまってな。みんなの目に触ふれない所でしばらく生活するはめになってしまった」


「もう……心配かけないでよ……」


　っていうか……「面白いからどのタイミングでみんなにばらして授業を無茶苦茶にしてやろうかと悩んでいたら」って……そりゃ、隔かく離りされるわ。


「携けい帯たい電でん話わも没ぼつ収しゆうされてたんでな。取られる直前に丈途にメールしたってわけさ。ユダがわかれば無秩序派が勝つだろ？　ディスカッション大会が無茶苦茶にならないにしても、秩序派が勝つのだけは許せなかったんでな」


　さすが来夏……生きつ粋すいの無秩序派だ。


「──ふっ……丈途くん。また面白い恰かつ好こうで勝ったものだね」


　ホールの入口から、男の優ゆう雅がな声が響ひびいた。それと同時に、来夏の後ろに人ひと影かげが立つ。


「……クロト」


　彼はぼくと一度視線を合わせると、黙だまってホールに入ってくる。彼の後ろから、カメラマンもついてきた。


　クロトは特に悔くやしがっておらず、むしろ微笑ほほえんですらいる。ただ……その笑みはぼくに向けられたものではなかった。ぼくの後ろ……ホールのステージだ。


「吹音、丈途くんがどれだけエッチなことを愛してるかよくわかったの。吹音はやっぱりそういうの苦手だけど……丈途くんに自分の意見を押しつけるところだったのね。……ごめんなさい。でもね……服は着て欲しいの」


　声に驚おどろいて後ろを向くと……ステージに、顔を赤くして横を向いている鳴唐さんがいた。


　──って、ぼく、まだパンツ一枚だった!!


　恥はずかしさが爆ばく発はつしそうになりながら、慌あわててスーツをさがす。


「えと……律から隠かくれてた所に置いたはずだから……」


　そのとき、謡江がホールに入ってくるのが見えた。彼女は「事情は聞いたわ──って、一体なにをしてるの!?」といきなりぼくに声を荒あらげる。


「……いや、秩序派に勝つための最終手段で……」


「どんな最終手段よ!?」


　謡江はその場からちょうどぼくのスーツが見えたらしく「もう……」と言いながら、わざわざ取ってこちらまで来てくれた。


「私たちエージェントをおいて勝手にホールに向かって……危ないでしょ!!」


「……ごめん」


「もう無理しないでよ!!」


「……うん」


　謡江はため息をつくと、黙ってぼくに服を着せ始めた。まずは、スーツの下に着ていた白シャツに袖そでを通させ、ボタンを閉めてくれる。


　……なんか、奥さんみたいだな……。


　ちょっと、顔が赤くなってしまった。


「……こういうの、なんかいいね」


「な、なに馬ば鹿かなこと言ってるのっ！　もう……」


　そう言う謡江も、しっかり照れて赤くなっていた。


　……かわいいな……。


　ぼうっと謡江を見つめていると、ふと、頭の中に閃ひらめくものがあった。


「──謡江！　思いついたよ！　ポルノ小説の新しい連れん載さい企き画かく、思いついたよ!!」


「よかったじゃない！　これでまた小説が書けるわね!!」


「うん！　ちょっとエッチな、どこにでもいる若奥様が主人公なんだけど、その若奥様にはひとつだけ秘密があったんだ。それは──」


　ぼくは、謡江が目の前で「ここで言わないでよ！　なに考えてるのよ!!」と騒さわぐのを無視し、再び小説が書ける喜びを胸にポルノのネタを話し出した。












『奥様は歌魔女～初めてのソフトＳＭ編～』


「あなた！　どうしていつもすぐに寝ようとするのよ!!」


「ウタエ……ぼく、仕事で疲れてるんだ。エッチは時間があるときにね」


　ダブルサイズのベッドの上で、隣に横たわる旦那が私に背を向けた。


　──もう！　私のこと馬鹿にしてるの!?　……いいわ。その気にさせてあげる。


　私はその場で軽く歌を口ずさんだ。ご近所でもお上手と評判の綺麗な歌声……。すると──。


　私のパジャマがビリビリと裂け、胸が、お腹が、そして腿の内が……下着だけ残してほとんど丸見えの状態となる。裂けたパジャマの一部が私の両手を縛って自由を奪い、目を覆って光も奪った。


「たっ……助けて！」


　私の声でこちらを振り返った旦那は「ど、どうしてこんな……!?」と驚きの声を漏らす。


「やっ……はぁっ……」


　私がさりげなく喘ぐと、旦那はそれで火がついてしまったのか、唐突な状況を前に生唾を呑む音が聞こえてきた。


「……ウタエ、そういえばさっき、エッチして欲しいって言ってたよね？」


　そう言った瞬間、旦那は私の両手をベッドに押しつけて磔の状態にする。そして私の胸を大きく開かせると、舌を這わせてきた。大きく開いた胸は普段より皮膚が張り、いつもより敏感に旦那の舌を感じてしまう。ねっとりと熱い舌先が私の胸を這い回り、時に胸の先っぽを突っついてきた。


「あんっ……はぁっ……やっ……」


　──歌魔法、成功ね！　そう。私には、歌うことでちょっとした魔法を使える力があるのだ。それを使って今、エッチな恰好をして旦那をその気にさせた。言わば、妻の務めというやつだ。


「ウタエ。ぼくがどこに手を這わせるつもりか当ててごらん？」


　旦那はこちらの胸に舌を這わせながら、目隠しで光の見えない私にお遊びを仕掛けてきた。


「お……お腹？」


「そうだなぁ……うん。当り」


　そうつぶやくや否や、旦那はいきなり股間を触ってショーツの上から激しくこする。無防備だった股間は激しい指に一切抵抗できず、こすられるがままに刺激を受け、どんどん濡れてしまった。油断していた私は、突然襲ってきた予想外の快楽に身をよじってしまう。


「はぁっ──！　そんな、噓っ……あ、あぁぁ！」


「あまり大声を出すと、ご近所に聞こえるよ？」


　ご近所づき合いもあるのでさすがにそれは恥ずかしいと思い、さらに歌魔法を使ってパジャマの一部で口を縛る。すると、旦那は不思議そうな顔をしながらも、好都合とばかりに責めを激しくしてきた。


　ブラジャーが取れかけるほど胸を激しく舐め上げ、ショーツがよじれるほど股間をこする。まるで、本当に誰かに襲われているかのような感覚になり、思わずさらに……濡れた。


「ふっ……んん……ふぅぅ……！」


　布越しに叫ぶ自分の声を聞いたとき、私は口を縛ってしまったせいで歌魔法を使えなくなったことに気づく。


　……でも、旦那も本気になったことだし、いっか。


　そう思い、あとは旦那の情欲に任せ、私は責められ続けた。












「ちょっとエッチな歌魔女の若奥様が、毎回魔法を使っていろんなエッチにチャレンジするドキドキの一大シリーズさ!!」


「もう……ネタを教えるだけなら、そんなに長々と喋しやべる必要なかったでしょ！　しかもなんで主人公の名前が〝ウタエ〟なのよ!!」


「だってさ……ポルノ小説の才能が戻もどったのは、謡江のおかげだから」


「え……？」


　謡江は一いつ瞬しゆん驚おどろきの表情を見せたが、次いで「馬鹿……」と言いながら恥はずかしげに顔を伏ふせると、止まっていた手をそっと動かしてぼくにスーツを着せ続けてくれた。


　……謡江、本当にありがとう。


　ちなみにこの小説、後日新聞社に送ったら……見事、連れん載さいを勝ち取った。これで名実ともにポルノ小説の天才だ。すべてが元に戻って本当によかった……。


　不意に、誰かの動く音がする。目を向けると、クロトが鳴唐さんのもとへ向かっていた。


　彼は鳴唐さんの脇わきに立つと、こちらを指差して言い聞かせるような声を出す。


「吹音さん、見てごらん。あのふたり、もうつき合ってるみたいに仲がいいね」


　その言葉を聞いた瞬間、鳴唐さんが青ざめたのがわかった。彼女は慌あわててポケットからリードを一枚取り出すと、祈いのるようにしてギュッと握にぎりしめる。


　……あのリード、もしかしてぼくが文字を彫ほったやつじゃ……。


「吹音、がんばったよね……？　丈途くんと約束した通り、がんばったよね……？」


「今回吹音さんが主演したヒューマンドラマ、思わぬバッドエンドになってしまって……すまない。でも、おかげではっきりしたことがある。丈途くんに必要なのは、きみじゃなくて謡江さんだったようだね」


　そう言ったクロトは、鳴唐さんを慰なぐさめるように「もしチャンスを与あたえてくれるのなら、次こそは吹音さんにハッピーエンドを贈おくりたい」とつぶやいていた。


「──クロトくん」


　突とつ然ぜん、亜希先生がクロトの前に行く。


「あなたの考えた授業、中々だったわよ」


　クロトはその言葉を受けると、微笑ほほえんで一礼していた。


　…………え？　この実戦式のディスカッション大会を考えたのって……クロトだったの!?


　驚おどろくぼくを、クロトが黙だまって見つめる。


　彼の視線が、胸の中に大きな不安を広げてゆく。


　クロトはそんなぼくの心を見み抜ぬいたかのように、一いつ瞬しゆん、薄うすく笑った。




８　吹音　Ｔｈｅ　Ｍｏｖｉｅ～不穏な序章～







　暗い部屋の中で、大きなスクリーンに映写機が投とう影えいするものがあった。秩ちつ序じよ派と無秩序派の最後の戦い。音楽棟とう前で、無秩序派が秩序派に囲まれているところだ。


　優ゆう雅がにソファーに座り、それをひとりで眺ながめる男がいる。──クロトだ。


「学園の無秩序を心底愛している者たち……。これが、計画の妨さまたげになる生徒たちか」


　彼は頷うなずくと、脇に置いてあったノートパソコンを操作する。その画面に、スクリーンに映る無秩序派と同じ顔ぶれが表示された。


「危険人物のリストは……うん。ぼくのシナリオにある顔ぶれと一いつ致ちしている。わかってはいたことだが……一度、極限状態を作ってリスト通りの顔ぶれになるか確かく認にんしておかなくてはね。極限状態になったとき、稀まれにぼくのシナリオを超こえる動きをする者が出てくる。例えば──」


　そう言ってクロトはスクリーンへと目を向ける。そこには、犬のまねをするひとりの少年が映っていた。


「ペットプレイ……か。丈途くん。まさかぼくの映画にあんなシーンを挿そう入にゆうして台無しにしてくれるとはね……。ぼくの作ったシナリオの美しい構成が乱れたじゃないか。結局のところ、秩序派が勝とうが無秩序派が勝とうが大局に影えい響きようはないが……いずれ、責任は取ってもらうよ」


　ふと、映像のシーンが切り替かわる。クロトはそれを見て、微笑んだ。


「……そうだ。今回の撮さつ影えい、丈途くんが台無しにしてくれたおかげで予想以上の収しゆう穫かくがあったんだ」


　スクリーンに映し出されていたのは、音楽棟の大ホールで謡江にスーツを着せてもらう丈途と、それを見て青ざめている吹音だった。


「吹音さん……。さすがのぼくも貴女あなたの音に惚ほれたとは言えたけど……貴女自身に惚れたとは言えなかった。でも……いいさ。ぼくがそれを言うのは、計画がすべて終わってからだ。今回の撮影で吹音さんと丈途くんの距きよ離りが大きく離はなれたのは思わぬ収穫だったよ。吹音さん……貴女のドラマはまだまだ続く。吹音さんのヒューマンドラマが真のエンディングを迎むかえるとき、ぼくは必ず──きみを射止める」


　クロトはそう言ってノートパソコンを閉じ、ソファーから立ち上がる。


「ふふふっ……これでプロローグは終しゆう了りようだ。ここからぼくのシナリオがどう展開されるのか、観客には大いに楽しんでもらわないといけないね」


　そう言ったクロトの視線は、スクリーンで謡江と楽しげに話す丈途に向けられていた。






あとがき







　この巻で、物語がついに大きく動き出しました。二〇一〇年六月下げ旬じゆんに発売される雑誌「ザ・スニーカー」に載のる短編連れん載さい版の『Ｒ－15』も同じく、大きく動き出します。読者の皆みな様さまが予想もしなかった道をこの物語が突つき進すすみ、かつ、それを楽しんで頂けることを願いつつ……初めましての方もお久しぶりの方も、こんにちは！


『Ｒ－15』も一巻発売から約一年が経たちます。個人的には「え!?　まだ一年なの!?」というくらいデビュー以降様々なことがありました。例えばひきこもりがちになって世の中の流れと明らかに違ちがうスケジュールで生き始めたり、例えば曜日感覚が失うせて友達と会う約束をするとき余よ裕ゆうで日付を間ま違ちがえたり、例えば角川書店様の新年会で超ちよう酔よっぱらってよりによってホテル内で迷まい子ごになったり……。


　……なぜでしょう。ちょっとだけ時間をさかのぼって色々やり直したくなりました。


　でも『Ｒ－15』が大橋隼人様の手によりコミカライズされ、雑誌「少年エース」で連載が始まったという嬉うれしいニュースもありました！　皆様の心の中にあった閃学園が大橋様の手によりヴィジュアル化され、活いき活きと描えがかれております。未読の方はぜひご一読を!!


　色々と私の無理につき合って頂いている担当の山口様、いつも素す敵てきな絵を描えがいてくださる藤真様、『Ｒ－15』がメディアミックスしたことにより仕事量が増えたかと思いますが、諸もろ々もろよろしくお願い致いたします。恐きよう縮しゆくです……。


　ちなみに今回の表紙の来夏、ツンデレな感じで凄すごくかわいいわけですが……ちょっと普ふ段だんと違いますよね？　もう本編を読まれた方はご存じかと思いますが、今回の表紙、この巻の内容と密接な繫つながりがあるんですね。いやぁ小説の内容を練ることでこんな役得があるなら私、毎回狙ねらって内容練りまくりますよどんな絵を描いて頂けるのか楽しみにお待ちしております！


　……スイマセン調子に乗りすぎましたただでさえ三巻のＲＰＧ展開で藤真様に超負担をかけておいて四巻でもこの体たらく……スイマセン……。


　あっ、そういえばこの巻でついに蘭のパンティーが描びよう写しやされたのですが、どんな柄がらにしようか私が激しく悩なやんでいたとき即そく答とうでアドバイスをくださった友人Ｔくん。「俺は蘭派だ！」とか「蘭の十八禁ポルノを書いて俺にくれ！」とかいつも言っていたのをネタだと思って流していた私をお許しください。本気だったんですね。蘭のパンティーを日々妄もう想そうするほどに!!


　最後に読者の皆様。次巻もそう遠くないうちに発売できると思いますので、今後の展開を楽しみにお待ち頂ければ幸いです。




伏見ひろゆき　　
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裏うら切ぎり者もののさようなら
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